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　朝はいつも食欲がわかないけど、最近は、少しなら食べられるようになってきた。医師免許も持っているという執しつ事じのせいで、食べざるを得ない状況にさせられてしまったのだ。

　朝は食べたくない。

　そう駄だ々だをこねると、さっぱりとしたヨーグルトとジュース、そしてフルーツや紅茶を用意された。紅茶には蜂はち蜜みつで甘あまみをつける。

『朝の果くだ物ものは金です。少しでも食べてください』

　普段、無口なくせに、体調のこととなるとこれだ。

『朝に糖とう分ぶんを摂せつ取しゆすると、すぐさま脳のエネルギーに変換されるからいいんです。学校の授業も、頭に入りやすくなります』

　そんなのどうでもよかったけど、気遣ってもらえるのがうれしかったから、がんばって少しでも食べるようにした。

　いつも無表情なその顔に、ほんの少しだけ笑みを浮かべる瞬間が見たくて。

「おはようございます、お嬢様」

　パジャマの上にガウンを羽は織おり、部屋を出るとこの家の老執事、桜さくら井いが待っていた。

「じい、おはよう。十とお夜やはどこ？」

「ダイニングでご朝食の支し度たくをしております」

「……そう」

　桜井に付き添われ、歩きだす。今日だけは、ダイニングに行くのにちょっと緊張する。

　朝の光が入るダイニングには、いつも通り、家族の姿はない。両親も祖そ父ふも忙しくて、一緒に食事をしたことなんてほとんどない。

　そんなの、どうだっていいことだわ――。そう、どうだっていい。

　十夜がいればいいもの。それにもう中学生なのだ、寂さびしがる年齢でもない。

「おはようございます、お嬢様」

　出迎えた皇すめらぎ十夜が、丁てい寧ねいに頭を下げた。

（今、なんて……！）

　白い頰ほおに、みるみるうちに血が上る。悲しさと怒いかりで震ふるえだしそうな唇くちびるを、一度、ぎゅっと嚙かんでから、意識して、いつもわがままを言うときのように甲かん高だかい声を出した。

「じい！　十夜を、今すぐクビにして！」
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　ここ、東京は青あお山やまにある執しつ事じ派は遣けん会社バトラーシステムは、登録執事の寮りようも兼ねている、レンガ造りの古い建物だ。閑かん静せいな住宅街の一角に位置する、このいかにも年月を感じさせる蔦つたの絡からまる外壁を持つ建物は、周囲のモダンな街並みにしっくり溶とけ込んでいる。

「ただいまー」

　学校から帰ってきた見習い執事――天てん上じよう天てん河がが、その重じゆう厚こうな一枚扉とびらの玄関を開ける。

　と――中に入ろうとしたとき、靴くつ脱ぬぎスペースに、見慣れない靴があることに気づいた。

（あれ？）

　黒の革靴。よく手入れされているそれは、持もち主ぬしが大事に扱っているのがよくわかるものだった。

（お客様かな？）

　それならもう少し小さな声でただいまを言えばよかったと、少し恥はずかしくなった天河である。が、今いま更さらしょうがない。

　今度はうるさくしないよう、天河は静かに靴を脱いで上がった。

　そのとき、書しよ斎さいのほうから、バトシスの社長であるチエホフこと江え古こ田だ元げん蔵ぞうの、驚いた声が聞こえてきた。

「クビになったというのは、本当なんですか？」

（クビ!?）

　不ふ穏おんな言葉に、天河は思わず足を止めてしまう。

（なんだかおだやかじゃないな……）

　好奇心がむくむくと湧わき上がってくる。

（気になる～）

　抜き足、差し足、忍しのび足。

　天河は静かに書斎へと近づき、ドアまであと数センチというところで慎重に鞄かばんを足元に置いた。いけないと思いつつも、耳を書斎のドアに近づける。

（誰だれと話してるんだろ……）

　ドアにピタリと耳をつけると、室内の話し声がよく聞こえるようになった。

「ええ、ですから、すぐに次の派遣先を決めてください。できれば長期で」

　声の主ぬしはクビになった本人のようだ。クビになったというのに、その声はなぜか落ち着いている。

　どこかで聞き覚えが――。

（えーと、誰だっけ……）

　眉まゆ根ねを寄せ、人差し指の先を額ひたいに押し付けて思い出そうとするが、いくら考えても出てこない。

　と、そのとき。玄関のチャイムが唐とう突とつに鳴って、天河は思わず飛び上がりそうになった。

（うわああ、ヤバイ！　見つかる！）

　逃げようとしたが、鞄を足元に置いていたことをすっかり忘れていた天河は見事に前のめりに倒れ込み、盛せい大だいに転んでしまった。

　がごんっ！

　静かだった廊ろう下かに痛そうな音が響ひびいた。受け身を取り損そこねて、オデコからいってしまったのだ。

「痛いってぇ……」

　涙目になって額を押さえていると、書斎のドアが開き、シンプルな黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねをかけた青年が顔を出した。神経質そうな切れ長の目が天河を見つけ、軽い驚きに揺ゆらぐ。

「……君は、確か、天河君だっけ？」

　口には出さないが、「おまえ、こんなところでなにやってるんだ？」と眼鏡の奥の瞳が不ふ審しんにすがめられる。

「あはは……す、すみませ……皇すめらぎさん」

　天河は苦笑いしながら立ち上がり、ジンジンと痛む額に手をやった。

　ドアから顔を出した青年は、皇十とお夜やだった。彼もバトシスの登録執事だが、医師免許を持っているという、ちょっとした変わり種だ。今は長期派遣の仕事をしているため、バトシスには業務報告のときぐらいしか顔を出さない。なので、天河は顔を合わせたことがほとんどない。

「ぼっちゃま？」

　書斎にいるチエホフの声がしたとき、また玄関のチャイムが鳴った。

「オ、オレが出ますっ」

　天河があわてて玄関に向かい、ドアを開けると、六十代と思われる品のいい紳しん士しがそこに立っていた。

　仕立てのいいブラックスーツに真っ白なウイングカラーのシャツを合わせて、アスコットタイとベストはシルバーグレーでまとめている。控ひかえめでいてさりげなく高級感も漂ただよい、寸分の隙すきもないといった出いで立たちだ。

「こんにちは。わたくし、桜さくら井いと申します。江古田君はいらっしゃいますか？」

　紳士は、丁てい寧ねいな口く調ちようで天河に問いかける。

（江古田君……誰だこの人、チエホフの知り合いか？）

　チエホフのことを「君」付けで呼ぶものだから天河は少し驚いて、警けい戒かいしてしまう。

　しかし、呼びに行く必要はなく、会話を聞きつけたチエホフがすでに廊下へと出てきていた。

　チエホフの斜め後ろには皇もいる。

「おや、これは桜井さん、お久しぶりですね」

　チエホフが先に笑顔を浮かべ、桜井と呼ばれた紳士もにこりと微笑ほほえんで会え釈しやくする。

「江古田君、久しぶりです」

　ふたりの雰ふん囲い気きからして、親しい友人といったところだろうか。

「お会いするのは夏以来ですね」

「そうですね。桜井さんもお元気そうで、なによりです。それで、今日のご用の向きは……やはり……」

　チエホフが笑顔を引っ込め、隣に立つ皇にちらりと視線を送る。皇は硬かたい表情で無言のまま、桜井に会釈した。桜井も微び妙みような顔で、軽くうなずき返す。

（なんか、変だな……？）

　天河は、思わず桜井と皇を交互に見てしまった。今の様よう子すからすると、ふたりは知り合いのようだが……。

　そんな天河に気がついたのか、チエホフが咳せき払ばらいをする。

「ま、立ち話もなんですから。どうぞ、お上がりください。ぼっちゃま、すみませんがお茶を淹いれていただけますか？」

　三人が書斎へ消えると、天河はキッチンへ行き、やかんを火にかけた。

　そして、急いで三階の自室に上がり、高校の制服からバトシスの制服に着替える。

　やかんが噴ふく前にキッチンに戻り、手早くお茶の仕し度たくを整ととのえる。普段ならキッチンには「キッチンは俺の城だ」が信条の高たか邸やしきがいるし、お茶ならロレンスの淹れたものが圧倒的に美お味いしいのだけれど、あいにくと皆、出払っているらしい。

「この時間だから、ロレンスはまだ大学かな？　梶かじさんたちは仕事かそれとも買い出しかな」

　紅茶を三つ用意して書斎へ行くと、チエホフと桜井は昔話に花を咲かせていたようで、意外と和なごやかな雰囲気だった。

　しかし、皇は相変わらず無表情で黙だまり込んでいるから、やはり微妙な空気だ。

（さっきクビになったとか聞こえたけど……桜井さんって、そのことで来たんだよな、きっと）

　気になりつつもぐっと好奇心を抑え、桜井、チエホフ、皇の順に紅茶を出す。最後にお茶ちや菓が子しのクッキーをテーブルの真ん中に置くと、天河はぺこりと頭を下げて、退出しようと踵きびすを返した。

　が、その背中に皇が声をかける。

「天河君」

「な、なんですか？」

　まさか、お茶がぬるいとかマズイとか注意されるのでは、とドキッとしてしまう天河だったが、皇の言葉は全然違うものだった。

「ここにいてくれ。ドアの外で聞き耳立てられるより、堂々とここにいてもらったほうがマシだ」

　聞き耳という言葉にチエホフが過か剰じように反応する。

「ぼっちゃま、先ほど盗ぬすみ聞きしていたんですか？　なんて、はしたないことを――」

「だ、だって、いきなり『クビ』なんて言葉が聞こえてきたから、びっくりしたんだよ」

「ぼっちゃま～」

　チエホフが、情なさけないとばかりに顔をしかめる。

「さっきは申し訳ありませんでした。もう聞き耳なんて立てませんから、安心してください。それでは」

　そう約束して出て行こうとしたが、皇がまたもや引き止めた。

「あとでいろいろ詮せん索さくされるより、一緒に話を聞いてもらったほうが手間が省はぶける。どうせ、知れることだしな。いいですよね？　江古田さん、桜井さん」

　さすがにチエホフは戸と惑まどいの表情を浮かべたが、桜井は快こころよくうなずいた。

「皇君がよければ、私は構かまいませんよ」

「そうですか、なら……では、ぼっちゃまも同席してください」

　おかしなことになってきたなあ、と思いつつ天河は邪魔にならないよう、ドアの近くに立ったまま話を聞くことにした。

　チエホフが、ふと気づいたように口を開く。

「ああ、ご紹介が遅れてしまいましたね。桜井さん、こちらはええと、その、以前私がお仕つかえしていたお屋や敷しきの……」












　チエホフが言い淀よどんだ言葉の先を読み取って、桜井がおだやかに引き取った。

「ああ、天上家のぼっちゃまでしたか。この夏は大変でございましたね」

「いえ……お気遣いありがとうございます」

　天河は頭を下げる。

「ぼっちゃまには現在、見習い執事として働いてもらっているんです。ヴァイオリンが得意なので、時々は、お客様の前で演奏したりしているんですよ。一人前の執事になったときは、ぜひお声をかけてくださいね。私が責任を持って立りつ派ぱな執事にいたしますので」

「江古田君の育てた執事はみな立派な青年ばかりですからね。天河君の成長もとても楽しみです。ふふっ、若い人は潑はつ剌らつとしていていいですね。江古田君と会ったばかりの頃を思い出しますよ。いつも元気ではりきっていた」

「お恥はずかしいですが……なつかしい話です」

　うんうんとチエホフがうなずき、天河を振り返る。

「そういえば、ぼっちゃまは桜井さんに会うのは初めてでしたよね。桜井さんは、私がまだ見習い執事だった頃からのお付き合いなのですよ。私にとっては先せん輩ぱい執事にあたりますね」

「へえー。チエホフの若かりし頃ってどんなんだったんですか？」

　天河はキラキラと目を輝かせて桜井を見た。その顔は、昔話をしてくれとせがんでいる子供のようだ。

「そうですね。江古田君は昔から優秀でしたよ。真ま面じ目めだし、勉強もよくしていましたね」

「やっぱりそうなんだ……」

　天河はチエホフの笑ってしまうようなエピソードを期待していたのだが、やはりチエホフは昔から優秀だったようだ。

「すみません、話が逸それてしまいましたね。桜井さんは、皇君の派遣先である葛かつら城ぎ家の執事なんです」

　一呼吸おいて、チエホフが真顔で桜井に向き直る。いつまでも、昔話をしているわけにはいかない。

「桜井さん、皇君がクビになったというのは、本当なんですか？」

「ええ……」

　桜井が暗い表情で答えるが、皇は眉ひとつ動かさなかった。

「いったいなにがあったんです？　私には皇君のような人がクビになるなど、とても信じられないのですが」

「それが、私にもわからないのです。お嬢様は皇君にとてもなついておりましたのに……」

　と桜井は沈ちん痛つうな面おも持もちで首を横に振る。

「皇君、いったい、なにがあったのです？　お嬢様はただ『十夜をクビにして』と言うだけで……理由をまったく話してくださらないのです」

　皇が葛城家のお嬢様の専属執事になったのは去年、お嬢様が小学六年生のときのことだ。

　桜井から見た皇の仕事ぶりは文句のつけようのない、パーフェクトに近いものだった。だからお嬢様を安心して任せられたし、なによりもお嬢様が皇を信用していた。

　なのに、そのお嬢様が、今日になって突然クビを言い渡したのだ。

「思い当たることがあったら、話してください」

　桜井は身を乗り出して皇に問いかけるが、皇から発せられた答えは、

「わかりません」

　の、ひとことだった。

　それでも桜井は「なんでもいいから、少しでも心当たりがあれば話してくれませんか」と食い下がったけれども、皇は黙って膝ひざの上に置いた拳こぶしを見つめたまま、それ以上なにも語ろうとしなかった。

　桜井は気遣わしげなため息をこぼすと、チエホフへと向き直る。

「それでは仕方ありません……。私としては釈しやく然ぜんとしませんが、新しい方を派遣していただけますか？」

「よろしいんですか？」

「ええ、お嬢様には専属の執事が必要ですから」

「皇君……君はそれでいいんですか？」

「いいもなにも、俺はクビになったんですよ。クビになった人間に意見を言う権利なんかありません」

　皇は淡たん々たんと言った。もともと感情を表に出さないタイプなので、表情からは彼がなにを考えているのか、わからない。

「しかし……」

　チエホフがなにか言いかけて口をつぐみ……そして、しばしの沈ちん黙もくの後。

　思いついたように、皇が話を切り出した。

「江古田さん。後任者ですが、巽たつみはどうですか？　あいつはあれでも薬やく剤ざい師しですし、お嬢様のお役に立てることもあるかと」

「あ、ああ……巽君ですか。いいと思います。ただ、実家の漢かん方ぽう薬局のこともあるし、長期派遣は彼、ＮＧでしたよね？」

「俺がクビになったと聞けば、喜んで引き受けますよ、あいつは」

「あの、その巽君という人は、どのような方なんですか？」

　桜井が口を挟み、天河も興味津しん々しんで身を乗り出す。巽という人には、天河もまだ会ったことがない。

「プロフィールをお見せいたしますね」

　チエホフが立ち上がり、棚たなからファイルを取り出した。

「巽周しゆう一いち郎ろう君、今年二十六歳。薬科大学卒業で薬剤師の免許を持っています。ちなみに皇君の幼おさななじみです」

　顔写真の載のった巽のページを、見やすいようにテーブルの上に広げる。

「そうなんですか。皇君の幼なじみなら大だい丈じよう夫ぶですね。それに、皇君が薦すすめる人なら異い論ろんはありません」

　桜井は少し安あん堵どした顔になった。皇が戻らないのなら、一日も早く次の専属執事を見つけたかったのだろう。

「では、今日にでも巽君と相談して、またご連絡します」

　チエホフもつつがなく後任が決まり、ほっと一安心といった様子だ。

「それでは連絡お待ちしています」

「明日にでも派遣できると思いますよ」

　チエホフの代わりに答えたのは皇だった。

「巽は絶対に引き受けますよ。幼なじみの俺が言うんですから、間違いありません」







　桜井が帰ってすぐに、皇も帰る仕度を始めた。

「じゃあ、後任が決まったところで――俺は失礼します。江古田さん、また後日、改めて伺うかがいますので」

　チエホフに深くお辞じ儀ぎをして、去っていく。玄関先まで出て見送りながら、天河は首を傾かしげた。

（いったいなにがあったんだろ……。長期派遣されていたところをクビになるって、よっぽどのことなんじゃ……？）

　皇に落ち込んだ様子はないけれど、クビになってすっきりした、という顔でもなかった。

（オレ、皇さんのことよく知らないけど……）

　初めて会ったのは、この夏、天河が見習い執事を始めたばかりの頃。会うのは今日で二回目だ。

　冷静なタイプだという印象が天河にはある。表情が読み取りにくい、ということもあるのだろうが――いったいなにを考えているのか、天河にはわからなかった。
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　今日の夕飯は、珍めずらしくバトシスの寮りように住んでいる全員が揃そろった。

　久しぶりに全員が揃ったというのに、チエホフはため息を何度もつき、箸はしを止めてしまう。

　そんなチエホフに、

「チエホフ、これ食って元気出せよ」

　と高邸が余計におかずを取り分けながら声をかける。

「皇君……とても優秀な青年なのに。いったいなにがあったんでしょう」

　チエホフはすっかり落ち込んで、心ここにあらずといった感じだ。

「確か、そこのお嬢様のお身体からだが弱いので、医師免許を持っている皇さんが選ばれたんでしたっけ？」

　梶が、皇が派遣された経けい緯いを思い出す。

「ええ、桜井さんから問い合わせを受けたとき、皇君にぴったりだと思いまして、それで推すい薦せんしました。先方もとても気に入ってくださっていたんですけどね……。頭もいいので家庭教師もできますし、若い上に冷静なので……ああ、それなのに」

　なにがいけなかったのかわからない、とチエホフは肩かたを落とす。

「お嬢様に今け朝さ、いきなりクビを言い渡されたのでしたよね？」

「はい、そうみたいです。詳しいことはわからない、と皇君も言ってましたが……」

　皇はもともと無口な性質だが、今日はいつも以上だったような気もする。

「早はや見み君は去年の冬、皇君が休暇を取ったときに、代わりに派遣されてましたよね？　葛城家のお嬢様はどんな感じの方なんですか？」

「かわいらしい方ですよ。まあ、確かに、わがままで意地っ張りなお嬢様でしたけど……」

　と、その言葉にみんなが一いつ斉せいに天河を見た。

「な、なんですか!?」

「金持ちのぼっちゃん嬢ちゃんって、みんなそうなのか？」

「ねえ？　あ、でも、霧きり島しま家のご子し息そくは違いますね。とても理知的で冷静で……」

　高邸に同意しかけた梶が、霧島を引き合いに出す。

　げ、と顔をしかめた天河を楽しそうに見やり、高邸はわざと大きな声を張り上げる。

「あー、そういや、そうだったな。天河の同級生とは思えないぐらい、落ち着いたぼっちゃんだったよなあ」

（ううっ……梶さんも高邸さんも、オレのこと、全否定だね）

　心の中でだーっと、目の幅涙を流してしまった天河である。

　梶も高邸も天河も、この夏、霧島家に臨りん時じの執事として派遣された。雇やとい主ぬしであった霧島冬ふゆ樹きは天河のクラスメイトで、高校生のくせに会社の経営を任されているエリートなのだ。

「あんな、かわいげのないヤツと比べないでください！」

　霧島とはなにもかもが違いすぎるのだ、と反論しかけた瞬間、チャイムが鳴り響いた。続いて、「こんばんは」という声とともに、ドアを開ける音がする。

「ああ、きっと巽君です。食事を中断してすみませんが、ちょっと書斎で話をしてきますので」

　チエホフが落ち着きのない仕草で席を立ち、

「じゃあ、僕がお茶を淹れて持っていくよ」

　とロレンスがキッチンへ向かう。

　やがて、玄関のほうから話し声が聞こえだした。しばらくすると会話は止やみ、書斎のドアが閉まる音がした。

（巽さんって、どんな人なんだろう？）

　ドア近くにいた天河からは、先ほどのファイルの写真はよく見えなかった。

　漢方薬局の息子で、薬剤師の資格を持っているとは聞いたが――。

（和服で、怪あやしいお香こうの香りがする感じ？　あ、漢方だからチャイナ服？　そんでもって、性格は暗そうって感じ？　皇さんの幼なじみだってことは、やっぱり無口でおとなしい人なのかな）

　天河があれこれ想像していると、早見が「なるほど」とばかりにうなずいた。

「皇君の後任に巽君ですか。確かに薬の知識が豊富ですからね。巽君なら、お嬢様の体調や症状に合わせて薬を処しよ方ほうできるでしょうから、適任かもしれません」

　と、そこへ。ロレンスが戻ってきた。

「タツミ、とってもはりきってたよ。やる気満々って感じだった」

「やっぱり。巽さん、人から期待されるとすぐ調子に乗っちゃうんだよな。ノリがいいというかなんというか」

　高邸が椅い子すに座ったまま頭の上で手を組んで伸びをし、

「その言い方はちょっとあれですよ、高邸君。彼は純粋で素す直なおな青年なんですよ。まあ、単純といえば単純ですがね」

　早見が苦笑いで訂てい正せいする。

（なんか、それ、フォローになってないような気が……）

　しかし、今のみんなの話からすると、巽は皇とは正反対のタイプのようだ。

「こんばんは～」

　仕事の話が終わったらしい。話題の主がリビングにやってきて、元気な声が響く。長めの髪を高い位置で無む造ぞう作さにまとめて、キリリと吊つり上がった目め尻じりが印象的だ。

「みんな、久しぶり」

　巽は笑顔でみんなに挨あい拶さつする。が、見慣れぬ天河の存在に気がつき、「誰こいつ？」という顔をした。

「新入りか？　随ずい分ぶん若いな。あ、もしかしてこれが、江古田さんが執事やってた家のぼっちゃんか？」

「はい、そうですけど……」

　さらりと「これ」扱いされ、てっきり嫌いや味みを言われるのかと思って身構えたが――巽は天河の頭を、気安くぽんぽんと叩いた。

「同じバトシスの仲間だな！　仲良くしような！」

（いい人だ～……！）

　天河は一瞬で巽を信用してしまった。

「夕飯まだなら、食べて行ってよ、巽さん」

　高邸が誘うと、巽はテーブルに並べられた夕飯を見て目を輝かせた。今夜もいつも通り、高邸のお手製料理が並んでいる。高邸の気分だったとかで、今日はギョーザがメインの和わ洋よう折せつ衷ちゆうだ。ギョーザはもちろん皮から手作りで、口をさっぱりさせるためのトマトサラダや浅あさ漬づけ、味み噌そ汁しるもほかほかと湯気を立てている。

「実はさ、それ目当てでこの時間に顔を出したんだよ。今日もうまそうだな～！　烈れつの料理、久しぶりだな～」

「まだまだありますよ。取り皿持ってきますね」

　満足そうに笑った高邸は、巽の分の食器を用意するためにキッチンへと消えていった。

「レツのギョーザはとってもデリシャスだよね～」

「高邸さんのギョーザって、他のとは一ひと味あじ違うんですよね」

「隠し味かなにか、秘密があったりして？」

「ギョーザの歴史は古く、紀元前六世紀頃、中国の春しゆん秋じゆう時代にはすでに食べられていたようです。日本で最初に食したのは、江戸時代、水み戸と黄こう門もんで知られる水み戸と藩はん二代目藩主徳とく川がわ光みつ圀くに公であるといわれ――」

「あー、早く食いたい！」

　全員がギョーザをぱくつく中で、巽がそわそわする。

「どうぞ」

　高邸が食器を置くと、すぐさま手を合わせる。

「いただきます！」

「よっぽどお腹空すいてたんだね、タツミ」

「そりゃあ、烈の料理なんて滅めつ多たに食べられないからさ、腹空かせて来たんだよ、熱っ……」

　巽は、はふはふと忙しく口を動かすついでに、天てん井じように向かってひらひらと手を振った。

「よ、そこにいるの、モッチーじゃないか。久しぶりだなあ。おまえ、ファースト、セカンド、どっち？」

　巽の顔でも見に来たのか、いつのまにかモッチーが天井にいた。モッチーはバトシスに住んでいる小指の爪つめほどの小さな家いえ蜘ぐ蛛もだ。現在、セカンドまで生存が確認されているが、名前の由ゆ来らいは不明である。

　モッチーにも声をかけるあたり、

（なんか、屈くつ託たくのない人だなあ）

　と天河は思った。

　明るいし人見知りしないし、天河の印象としては、巽は皇よりはバトシスの面々と仲がよさそうだなと感じた。みんなともすんなりと会話を始めて、それが楽しそうだ。

（あんまり会わなくても仲良くいられるって……なんか、いいな）

　友達が少ない天河の目に、バトシスの面々に囲まれる巽の姿はうらやましく映った。

「巽さん、長期派遣、初めてですよね？　ご実家のほうは問題ないんですか？」

　梶がちょっと心配そうに話しかけると、巽はけろっと笑い飛ばした。

「平気平気、俺ひとりいなくなったところで、急に傾いたりしないから。それに俺が子供のときはじいさんと親父おやじとおふくろの三人で切り盛りしてたんだから、俺ひとり抜けたところで、どうってことないって」

「そうですか。それなら心置きなく仕事できますね」

　と、そこに、チエホフがリビングに戻ってきた。

「今、桜井さんに連絡を取りました。巽君には明日からでも来てほしいそうです」

「了解！　明日からがんばります！」

　巽は元気に返事をする。

「タツミ、張り切ってるね」

「おう、十夜より俺のほうが上だってことを証明する、いい機会だからな。ま、もともと十夜に負けてるとも、あんまし思ってないけどな」

「なんかヤケに皇さんのこと、ライバル視してるんですね……」

　思わず天河はつぶやいてしまった。

　すると隣にいた早見が、

「幼なじみなので、子供のときからなにかと張り合ってたみたいですよ。皇君があんな感じですから、巽君の一方的な感情のようにも見えるんですけどね」

　と苦笑まじりにこっそり教えてくれた。

「バトシスに登録したのも、皇君が登録したかららしいですし」

（そんな動機の人がいるんだ――）

　天河は正直驚いた。

　ライバル心だけでここまで追っかけてくるなんて。

（よっぽど、皇さんのことが嫌いなのかなあ……？）

　天河みたいに実家が破産したのがきっかけだったり、巽のようにライバル心で入ってきたり、バトシスのメンバーは本当に十人十と色いろだ。
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　青あお山やまの目め抜ぬき通どおりから一本裏に入った、高級住宅と有名ブティックの路面店が多く点在する一いつ画かくは、今日は一段と華はなやかな雰ふん囲い気きに包まれていた。

　ファッション業界の話題を攫さらっているブランド『リバティ』が、モダンな造りの、一軒家にも見える建物にブティック『Ｒ・ブルーローズ』をオープンしたのだ。

　吹き抜けの店内はガラスがあちこちに効果的に使われ、まるでガラスのお城のようだ。

　幅広のガラスがことさらに目を引く入り口にはたくさんの花が飾られ、札にはファッション界にとどまらず芸能界や出版界などの有名人の名前が記されている。

　二十代の女性をターゲットにしたこのブランドは、インポート物やノーブランドの若手デザイナーの作品、バッグ、スカーフ、アクセサリーなど取り扱う品がバラエティ豊かなのが特徴だ。流は行やりをさりげなく取り入れながらも、シックで使いやすい上質なものも揃そろえている。

　最大の特徴はオーダードレスで、体型に合わせて作られる一点物のドレスは、ロングスカートを外はずせばタイトのミニスカートが現れてワンピース風に着こなせ、袖そでについているレースを外せば他のショールと組み合わせることができたりと、工く夫ふうに富んでいて、さらりと着ることもできるし突とつ飛ぴな着方もできる。そのあたりの自由な発想と遊び心が、女性たちの心をしっかりと摑つかんでいるらしい。早くも、有名アーティストがＣＤジャケットでこのオーダードレスを披ひ露ろうして、世間にあっという間に知れ渡った。

　そんな縁えんもあってか、オープン記念のパーティーには、イメージモデルを務めた女優の他にも、雑誌で活躍しているモデルやアイドルなどが客として訪れており、場の空気をさらに華やかに活気づかせている。女優やモデルたちはそれぞれにリバティの品を身につけて、広告塔とうとしての役目も果たす。

　バイヤーやマスコミなども詰めかけているので、決して狭せまくはないフロアなのに、歩きづらい。その中を流れるように歩き、梶かじやロレンスが次々と空あいたグラスを下げていく。

　音を絞ったＢＧＭは、モダンジャズ。歓かん談だんの邪魔にならず、そして、ブランドのイメージも損そこねない、いい感じのボリュームだ。

「わ……」

　店の隅すみに設置されたドリンクカウンターで、皇すめらぎがグラスにきっちり同じ分量ずつシャンパンを注そそぎ分けているのを見た天てん河がは、驚いて目を見張った。

「なんでそんな器用なことができるんですか？」

　皇が入れたグラスは、線が引いてあるわけでもないのに、どれもきっちり同じ量だ。多すぎず少なすぎず、見た目にもバランスが取れていて美しい。

　天河は量がまちまちな自分の注いだグラスを見て、ため息をつきそうになってしまった。しかも、シャンパンやワインのグラスはガラスが薄うすければ薄いほどよいとされているので、普通のグラスよりも割れやすくて取り扱い要注意なのだ。

　こんな高価そうなものを間違っても壊したりしたくない天河は、心臓がバクバクものだ。

「シャンパンって泡あわが立つのに、きちんと同じ分量を注いでるんで、すごいなと思って」

「慣れだよ、慣れ。それと、このフルートグラスは１８０ml入るが、半分より少し下、８０mlぐらいがちょうど、誰だれが持っても絵になる分量だ。シャンパンには上品さがあるから、注ぎ方にも気品が必要になる。ああ、パーティーが中盤を過ぎたらあまり冷ひえていないシャンパンに切り替えて、グラスも底の丸いタイプに変えるから、そのつもりで」

「え？　なんでですか？」

「最初はウェルカムドリンクだから、冷やしたシャンパンですっきりした喉のど越ごしを楽しんでいただく。でもあとは、程よい温度のものを、じっくりと楽しんでいただいたほうがいいんだ。飲みやすいと飲みすぎてしまうからな。あと、クセのあるカクテルなんかも後半のほうが出るだろう。それはそれで用意してあるが、わからないときは誰かに聞くといい」

　聞いているだけで、天河はなんだか頭がぐるぐるしてきてしまった。まだ未成年だし、アルコールは門もん外がい漢かんなのだが、相手は皇なのに、早はや見みの蘊うん蓄ちくを聞いているような気がしてくるのはなんでだろうか。

「あの、注ぐとき、８０mlというのは、どうやってわかるんですか？」

「そんなの、見たらわかるだろう。このシャンパンのボトルが一本７５０mlだから、８０mlずつ注ぐとして――」

「いちいち、そんな計算しながら注いでいるんですか？」

「まさか。君に訊きかれたから答えただけだ。見ればわかる」

　ただでさえ頭が混乱しているのに、さらりとこう答えられ、天河は内心頭を抱かかえてしまった。

（バトシスってやっぱり、変な人しかいないんだ……）







「お飲み物はいかがですか」

　フロアを人にぶつからないように気を配りながら歩き、手にしたトレイの上のグラスを渡して回る。若い女性が多いとはいえ未成年はほとんどいないので、銀に光る盆ぼんの上に載のせているのは、ペリエやアップルタイザーなどのソフトドリンクの他は、シャンパンやワインがほとんどだ。特にシャンパンは、主しゆ催さい者しやサイドの要求もあって、いろいろな種類を取り揃えた。

　パーティーでのこうした仕事はパーティーコンパニオンや飲食業のスタッフの仕事だと思うのだが、バトラーシステムが給きゆう仕じ絡がらみの仕事を依頼されることは多い。例えば、今のように。

　今回は女性がターゲットのブランドということもあり、オーナーがバトシスを指名してきたのだ。あちこちで制服姿の執しつ事じたちを物もの珍めずらしげに、またはその身のこなしと容よう姿しに見とれている客が多いところを見ると、その選択は正解だったといえるだろう。

（なーんで、シャンパングラスって、こう安定悪いかなっ。テーブルに置かれてる状態しか想定してないだろうおまえっ。運ばれることも考えろっての！　人にぶつからずに歩くのだって大変なんだぞ！）

　見習い執事の天河は、背が高く華きや奢しやなシャンパングラスを運ぶのはまだまだ慣れない。練習時とは違いミスが許されないこともあって、思わず、トレイの上のグラスに八やつ当たりしてしまう。

　と、するりと伸びてきた手がグラスをひとつ、トレイの上から攫い取った。

　霧きり島しま冬ふゆ樹き――天河のクラスメイトだ。

「おまえ、未成年だろ。ジュースにしとけジュースに」

　知り合いの姿に思わず小声で突っ込むと、霧島はしれっと返してきた。

「俺が飲むんじゃない」

　くるりと身体からだの向きを変え、今まで談だん笑しようしていたらしい女性に、スマートな仕草で手渡す。女性は天河も見覚えのある女優だ。モデルから女優に転身し、最近ではトレンディドラマなどでも評判を上げている。

「まあ、オーナー自みずから……ありがとうございます。うれしいわ」

「こちらこそ、うちの品をここまで着こなしていただけて光栄です。どうぞ、ごゆっくりお寛くつろぎください」

　霧島のなにがすごいって、芸能人相手でも余計な愛想笑いは浮かべず、あくまでシニカルな、うっすらとした微笑を口元に浮かべているだけなのに、それがカッコよく大人おとなびて、失礼に見えないところだろう。

　そんな霧島の周りを、あっという間に芸能人たちが取り巻いて天河は隅へと追いやられた。

　そう、『Ｒ・ブルーローズ』は霧島がオーナーを務めるブランドなのだ。すでに幾いくつも店てん舗ぽがあるが、その中でも最大の敷地と品揃えを謳うたって、今日この青山に、新店舗がオープンした。霧島にとっては、世間の不ふ況きようは一切関係がないようだ。

　そのオープン記念パーティーの仕切りをバトシスが任されたのは、

「同じ青山だから」

　という、妙みような地域密着型発言によるらしい。天河は今でも、このクラスメイトの性格がいまいち読めない。

　ブティックに厨ちゆう房ぼうの設備はないから、饗きようしている軽食はバトシスのキッチンで高邸が作ったものを運び込んだ。グラスやカトラリーも、すべてバトシスのストックだ。こういうパーティーの際に、依頼先の備品だけでは足りなくなることもあるので、ストックは充分にある。このあたり、チエホフに抜かりはない。確かに、近いから運うん搬ぱんも楽だった。搬入に時間もかからないし、余計な運送費も必要ない。

　テレビや雑誌でよく見かける女性タレントたちと話をしていた霧島が、また天河の元へやってきた。今度は自分用らしく、ペリエを選び取ってそのまま口をつける。

　自社ブランドのスーツを着こなして宣伝に余念のないところもさすがだが、ネクタイふうに結んだシルクのスカーフは『リバティ』の新作だし、ネクタイピンのようにネックレスを使っているところも小技が効きいていて、いかにもパーティーのホストにふさわしい格かつ好こうだった。

　いつもはまっすぐな髪も、ところどころを少し跳はねさせて、その遊び心が妙に色っぽい。

　いい感じに力を抜いて盛せい装そうしている霧島がペリエで喉のどを潤うるおしながら、天河を見て、ふっと意地の悪そうな笑みを浮かべた。

「……なんだよ」

「おまえがどれだけ使えるようになったかと思ってな。けど、雇やとい主ぬしを睨にらみつけるようじゃ、まだまだだな」

　空からになったグラスを返すと、霧島はすぐに客の応対に戻っていってしまった。

（忙しいんだから、わざわざオレのことからかいに来ることないだろ……！　そんな暇ひまがあったら、仕事しろ仕事！）

　遠くから天河に視線を向けた霧島が、ふふんと鼻で笑ったようなのが腹立たしい。

（もしかして、オレを馬ば鹿かにするためにバトシスに依頼したんじゃないだろうな）

　根はいいヤツだと思いたいのだが、霧島はなにかにつけて、天河のことをからかいすぎるのだ。

（くそー、自分までモデルみたいな格好して。なんだよ、酒飲んでるようなふりして、実はただの水飲んでるくせに）

　自分と同じ高校一年生で、自分と同じように父親が社長という育ちなのに。

　霧島は堂々として、周囲の大人に引けを取らないで落ち着き払っている。

　妬ねたましいのか悔くやしいのかはっきりしないけれど……。

　なんだかおもしろくない。







　空いたグラスをまとめて裏のスタッフルームに持って行くと、シンクで梶が鼻歌交じりに洗い物をしていた。普段、バトシスでは洗い物も「キッチンは俺の城だ」と主張する高邸の領域なので、さすがの梶もなかなか手を出させてもらえない。なので、日頃のストレスを、ここで一気に発散するつもりらしい。

「ああ、お疲れ様、天河君。グラスはこっちに置いておいてくださいね。それにしても、冬樹様はすごいですね」

「だよね……オレと同じ高校生には見えないよな……」

　うなだれてぶつぶつ言っていると、梶がスポンジを握にぎったまま顔を上げる。

「おや、なにを拗すねてるんですか、天河君？」

「拗ねてなんかいませんよ、別に」

　子供扱いされてさらに膨ふくれた天河は、ストックのグラスを持って再びフロアへと戻った。まだまだパーティーは始まったばかりだ。今日の依頼はパーティー全部の仕切りなので、フロアには、バトシスの中で今日空いていたメンバーが配置されている。

「あ、テンガ、テンガ、見た？　トオヤのあのシャンパンの注ぎ方！　まさにエクセレント、僕も見習いた～い」

　一人前の執事になってやっと二ヶ月が経たとういうロレンスは、初めて一緒になった皇の手しゆ腕わんに心底感心して、ちょっとハイテンションだ。

「トオヤって、絵になるよね。カガミみたいに華やかではないけど、物静かな雰囲気がいいカンジ。う～ん、ちょっとサムライ風味？」

　皇はこれまで一年以上、長期派遣の仕事に出ていたため、今までは天河たちと一緒の仕事をする機会はなかった。なので、彼の仕事ぶりはとても新しん鮮せんに目に映るのだ。

（あの人、なんで執事になったんだろ）

　バトシスのメンバーは、執事になった所以ゆえんが人それぞれだ。皆、執事にならなくても立りつ派ぱに仕事に就つけるようなさまざまな特技を持っている人たちばかりだから、天河の好奇心がうずく。

　少なくとも、父親の会社が倒産してお金がなくて、仕方なく働き始めたというエピソードを持っているのは、天河だけだろう。

「あれ、入り口ンとこ。あれ、巽たつみさんじゃねーか」

　高邸の言葉に顔を上げると、確かに巽が立っている。

「あ、ホントだ、タツミだ」

　皇の後任として葛かつら城ぎ家に長期派遣されたはずの巽が、なぜここに来たのか――という疑問はすぐに解けた。

　彼の横――正確には斜め下だったが――には、十代前半であろう、まだまだあどけない顔立ちの少女が立っていた。リバティの顧こ客きやくにしては、ちょっと若すぎるが……どうやら巽は彼女の付き添いで来たようだ。

（――っていうことは、あの子が皇さんをクビにしたっていう、例のお嬢様かぁ）

　ほっそりとした手足に、薄い身体つき。

　色が白くて抜けるようだが、大きく黒い瞳が勝ち気にきらきら光って、話に聞いているような儚はかなげな印象はなかった。ツンと澄すました表情からしても、ちょっと生なま意い気きそうだ。












　ふわふわとした長い髪をなびかせて、アンティークドレスのようなワンピースに身を包んでいる姿は、確かにお人形みたいでかわいいのだけれど。

（う～ん）

　このパーティーにやってくるには、やはりまだ年齢が合っていない。そのせいか、他の顧客から浮いて見える感じだ。母親の代理で来たのだろうか。

　入り口の階段を下りてゆっくり視線を巡めぐらせた少女は、皇を見つけると、ぷいっと顔を逸そらした。エスコートしている巽が、ちょっと勝ち誇ほこったような色を瞳に浮かべる。

（うわ、巽さんて、皇さんをライバル視してるって話、本当だったんだ）

　巽もあれだが、あんなあからさまな態度を取るお嬢様は相当に気が強そうだ。

（あんまり身体弱そうに見えないし。執事相手にわがまま言いまくってそうだなー）

　自分の過去を思いっきり棚たなに上げた天河は、ふいにざわめくフロアに気づいてあたりを見回した。

　客の視線が、一点に集中している。

　誰が来たのかと思って見てみると、女優の大おお沢さわ茉ま莉り花かだった。

　主演するドラマや映画はことごとく当たり、去年は海外でも映画に関する賞を総ナメにしたという、実力も兼ね備えた美び貌ぼうのヒットメーカーだ。

（うわ、大沢茉莉花だ！　すごい、初めて生なまで見た！　やっぱりキレイだな～）

　思わず見とれたのも束つかの間ま、天河の目はすぐにその横、茉莉花をエスコートしている人物に引き寄せられ、ついで露ろ骨こつに顔をしかめた。

（なんでここにあいつがっ）

　麗うるわしい童顔を、今日はいつもの王子風ファッションではなくバトシスの制服できっちりとまとめ、しっかり「デキる執事オーラ」を振りまいているのは、ヴィクトール本ほん多だだった。

「あれ？　ヴィクトールも来たんだね」

　ロレンスが気づき、

「今日のヴィクトールさんの派遣先、あの女優さんのところだったんですね」

　フロアに戻っていた梶も、軽く頷うなずいてみせる。

　それにしても、茉莉花とヴィクトールのコンビは目立つ。ヴィクトール自身、テレビや雑誌で占うらない師しとして有名だし、あのルックスだ。取材で来ているファッション誌の女性記者たちが騒さわぎだした。

「ヴィクトール本多が見られるなんて！　写メ撮らなきゃ」

「茉莉花さんと一緒っていうのがまたステキ～！　お似に合あいだわ。映画からそのまま抜け出てきたみたい」

「今日来てよかった！」

「ヴィクトールに声かけちゃおうかな～」

（そ、そんなに有名なんだ、あいつ……）

　天河の知っているヴィクトールは口の悪い俺様タイプだが、「仕事中」のヴィクトールの笑顔はキラッキラだ。以前テレビで見た星占いコーナーでも、とびきりの王子スマイルを浮かべて世の女性たちを悩のう殺さつしていた。

「――ヴィクトールが真ま面じ目めに執事やってるとこ、初めて見た」

　半なかば感心しつつ見ていると、高邸が早口で天河に教えてくれた。

「なんで執事になったのかは知らねえが、あいつは自分で客を選んで、その客に改めてバトシスに依頼させるって方法で仕事してるんだ」

「ええっ、そんなのアリなんですか!?」

「チエホフがいいって言ってんだから、いいんだろ。まあ、執事にもいろいろなスタイルがあるってことだよ。ほら、あっち、グラス空いてるぞ」

「あ、はい」

　飲み物が空になっている一帯へと回りながら、天河はちらっとヴィクトールを盗ぬすみ見た。執事の格好もよく似合って、いつもよりきちんとした佇たたずまいの分、気品が増して見える――のだが、いつもの横おう柄へいな彼を見慣れているので、どうも違和感がつきまとう。コスプレをしているような感じがどうにも否いなめない。

（まさか、執事は趣味でやってるんじゃないよな？）

　そんなことを思っていると、当のヴィクトールがワインを取りに近づいてきた。

「よう。少しは仕事できるようになったか」

「ええ、まあ」

「おまえはすぐカッとなるからな、気をつけろよ。ああ、女性客ばかりだから、そんな心配もないかな」

　ケンカっ早い天河の気性を知っているヴィクトールはさらっと嫌味を言って、さっさと茉莉花のもとへと戻っていく。

「どうぞ、茉莉花様」

「ありがとう。あら、ロゼ？」

「珍しい銘めい柄がらですが、美お味いしいですよ」

　茉莉花にシンプルなフルートグラスを渡し、おだやかに微笑ほほえみながら、周囲の客にも気配りを忘れない。

「あの、ヴィクトールさん、いつもテレビで拝見してます」

「それは、ありがとうございます」

「ヴィクトール、いいわよ、皆さんのお相手してあげたら？」

　茉莉花が鷹おう揚ように微笑むが、ヴィクトールはそれをやんわりと首を振って断った。

「今日の僕は、茉莉花様だけの執事ですから……」

　たまたま近くでそれを聞いていた天河は、くらりとめまいを起こしそうになった。

（裏と表が違いすぎる……！　恐おそるべし、ヴィクトール！　こいつからはやっぱなるべく離れたとこにいよう……）

　天河が踵きびすを返したとき、タイミングよく梶が声をかけてきた。

「天河君、そろそろ支し度たくを」

「あ、はい」

　天河はいったんスタッフルームに引っ込んで服装を正し、手を洗った。そして、ヴァイオリンを持って再びフロアに出る。

　フロアの奥には、低めの雛ひな壇だんが置かれていた。小さめのマイクもいくつか用意して、フロア全体に音が響ひびき渡るようにあらかじめ調整してある。

　雛壇に上がった天河に、霧島とヴィクトールの、からかうような視線がまとわりつく。そう言えば、霧島はともかく、ヴィクトールの前で演奏するのは初めてだったかもしれない。

　ふっと深く深呼吸をしてからヴァイオリンを構かまえると、静かに弾ひき始める。歓談中のお客様の邪魔にならないように、誰の耳にも心地ここちよく届くように。

　選んだのは『美しく青きドナウ』だ。

「まあ、ヴァイオリン？」

「ステキな趣向ね」

「生演奏だなんて、さすがリバティねえ。それに、弾いてる人、執事さんじゃない？」

「なんだか、贅ぜい沢たくな気分になるわ」

　思わぬ余よ興きように、皆の目が細められる。

（ふぅん、なかなかサマになってきたじゃないか）

　霧島も満足そうな笑みを微かすかに浮かべて耳を澄ます。これを落ち着いて聴かないのはもったいない。

　ヴィクトールも、

（へ～え。誰にでも、ひとつくらい取とり柄えはあるもんだな）

　と思いながら、じっと天河の手元を見つめていた。

　ふたりの好き勝手な感想など知らない天河は、ちょっとだけ居心地が悪い思いを味わう。

（くそぉ、ヴィクトールの前だと、なんでだか、めちゃくちゃ照れるな。あとで絶対、嫌味のひとつやふたつ言われるよな～）

　だが、弾いているうちにどんどん意識は音ね色いろに満たされる。やがて、奏かなでる音はふくよかに広がり、フロア全体を覆おおってやわらかに包み込む。

　こんなふうに、広い空間で伸び伸びと弾けるのはやはりうれしい。響き合う音がやさしく胸に染み入る。身体がふわっと浮くような高こう揚よう感かんが、心地よかった。

　が――その幸せな空気が、唐とう突とつにぱちんと弾はじけた。

「あら、大変！」

「まあ、どうしたの!?」

　フロアの窓まど際ぎわでちょっとした騒ぎが聞こえ、天河はぴたりと手を止めた。

「どうかしましたか」

　霧島が駆かけつけると、心配そうな面おも持もちの女性たちに囲まれるようにして、少女がうずくまっていた。

　あの、ふわふわと広がる髪には天河も見覚えがある。

　巽がそっとその身体を抱き上げ、周囲に軽く頭を下げた。

「お騒がせしまして申し訳ありません。少し体調を崩くずされたようですので、これで失礼させていただきます。さ、参まいりましょう、お嬢様」

　少女は巽の腕うでの中でぐったりとしたまま目を閉じ、なんの反応もしない。もともと白い肌はだが今は青白いほどに血の気が引いて、見ているだけでもつらそうだった。

「車を呼びましょうか」

　その様よう子すを見て、さしもの霧島も痛々しそうに眉まゆ根ねを寄せたが、巽はやわらかく断りを入れる。

「大だい丈じよう夫ぶです。外に待たせておりますので」

　天河は弓ゆみを持つ右手を下ろしてしまった。

（身体からだが弱いって本当だったんだ……めまいでも起こしたのかな。人が多いから、この空気に酔よっただけとかならいいんだけど）

　巽がお嬢様を抱き上げたまま出て行ってすぐ、霧島が天河に視線だけで合図を送る。

　続けろ、と。

「……あ」

　立ち止まったフレーズの少し手前から弾き直し始めると、ちょっとだけ緊きん迫ぱく感かんに包まれていたフロアも、また元のゆったりとした落ち着きを取り戻す。

　何事もなかったかのように、フロアに華やかな活気がこもって渦うず巻まく。オープン記念のパーティーは、バイヤーとの商談の場も兼ねている。

　天河はヴァイオリンを弾きながら視界の端はしで、皇を捉とらえた。

（お嬢様のこと、心配じゃないのかな……）

　物静かな皇だが、本当は、いきなり自分をクビにした張本人のことを怒おこっているのかもしれない。

　皇は静かな表情で、一瞬だけ、巽の腕からこぼれるふわふわとした髪を見送った。そしてすぐに仕事に戻る。今の彼の仕事は令嬢の執事ではなく、ウェイターだ。

　淡たん々たんと仕事をこなすその姿から目を逸らし、天河はヴァイオリンを弾くことに専念した。




[image: ]












　週明け――蒼そう明めい館かん学院の昼休み。

　やわらかな日差しの入り込む廊ろう下かを歩いて図書室に向かうと、思った通り探し人はそこにいた。教室にいないから、もしかしたらここかなと思って来てみたのだ。

「……よお」

　座っている椅い子すのそばに立って声をかけると、雑誌を開いたまま霧きり島しまがわずかに視線だけを上げた。今日読んでいるのは、珍めずらしいことに経済誌ではなくファッション誌のようだ。ただし、全部が英語で書かれている。

（アパレル関係の仕事だからな。こういう雑誌も読むよな……ちょっと意外だけど）

　こうして見てみると、霧島は自分の仕事に対して熱心だし、努力を怠おこたっていないのがよくわかる。

「なんだ、また現実逃とう避ひか。ヒマなヤツだな」

　面倒くさそうに言われたので、天河は思わずムッと唇くちびるを尖とがらせてしまった。

「違う」

　入学金からして高いこの学院で、父親の会社が倒産して天河が働いているという噂うわさは、二学期に入ってすぐにあっという間に学校中に広まった。こそこそ噂されることはもうほとんどないが、以前の友人たちは、波にさらわれる砂のようにさあっといなくなった。

　友人ではなく、取り巻きだったのだと、今いま更さらながらに思う。天河が景気よく金をばら撒まいて遊んでいる間だけの友人だったのだと。

　現在、以前と変わらず天河に普通に接してくれるのは、この霧島冬ふゆ樹きと田た中なか博ひろ人とのふたりだけだ。

（そういう意味では、変なヤツだよな、霧島って）

　クラスメイトとはいえ、前は特に口を利きいたこともなかった。だが、夏休み中に霧島家の執しつ事じの袴はかま田だが怪け我がをしたことにより、天河が梶かじについて派は遣けんされたことをきっかけに、距離が縮まった。九月に派遣された小説家の家をクビになったとき、バトシスに帰ることができなかった天河が転がり込んだのも、霧島の家だ。

　なにを考えているのかわからないけれど、霧島は天河のことを無視しない。

　こういうところが同い年のくせにやけに大人おとなっぽく見えて、単純な天河のことをすべて見透かしているようで――少し腹が立つ。

「訊ききたいことがあって来たんだ」

「なんだ？」

　今も、雑誌をめくる手を休めず華はなやかなグラビアに視線を落としたまま、それでもきちんと天河の話は聞いているらしい。

「この前の土曜日のパーティーのことなんだけどさ、おまえ、葛かつら城ぎ家のお嬢様と知り合いなのか？」

「葛城？　……ああ、葛城グループのお嬢さんか。なぜそんなことを訊く？」

「知ってたら、どんな子か、ちょっと教えてもらおうと思って……」

　すると、霧島が顔を上げた。

「なんだ？　気になるのか？」

「気になるって？」

「惚ほれたのかってことだ」

「ほ、惚れたって……馬ば鹿か言うなっ」

　思いっきり叫びたかったが、ここは図書室だ。

　喚わめきたいのを必死に我が慢まんする天河に、霧島はおもしろそうに唇を歪ゆがめる。

「すぐ真っ赤になってムキになる癖くせは直したほうがいいな。執事は常に冷静さを求められるものだ」

「がうー……」

　天河は口を尖らせた。皇すめらぎとお嬢様のことが気になっているからこその質問だったのだが、バトシスの内部事情を部外者である霧島に話すわけにはいかない。

「まあ、俺に訊いても無む駄だだ。なにせ、この前のパーティーで初めて見たんだからな」

「え？」

「俺は葛城家に招待状を出しただけだ。葛城グループとは取り引きがあるからな。大方、親の代理で来たんだろう」

　霧島とお嬢様に、個人的な接点はないらしい。

（ちぇ。霧島なら、知ってんのかと思ったんだけどな）

　あの、一見フランス人形みたいな面おも影かげを思い浮かべる。

　勝気そうな瞳が、キッと皇を睨にらみつけていた。

　あの瞳には、怒り以外の、なにかがあるような――一瞬、ほんの一瞬だけ悲しそうに見えたのは気のせいだろうか。

（皇さんとあの子の間に、いったいなにがあったんだろう……？）
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「ただいま～。あれ、誰だれか来てる……これ、皇さんの靴くつだっけ」

　玄関に見覚えのある靴を見つけ、天河が制服のままリビングに向かうと、キッチンから出てきたロレンスと行き会った。

「あ、おかえり、テンガ」

「ただいま」

「ちょうどよかった。今、お茶淹いれたところなんだ。せっかくだから、テンガもどうぞ」

　ちょっと上げてみせたお盆ぼんの上には、ティーカップが三つとクッキーが載のっていた。

「やっぱり、来てるの、皇さんだよね？」

「そうだよ。僕、お茶の追加してくるから、先に座ってて。チエホフ、トオヤ、お待たせ～。テンガが帰ってきたよ～」

　リビングに入ると、真っ先に飛び込んできたのはチエホフの笑顔だった。

「おかえりなさい、ぼっちゃま。学校はいかがでございましたか？　楽しゅうございましたか？　授業中、お昼寝などなさいませんでしたか!?」

　チエホフの過か保ほ護ごっぷりはいまだにおさまらなくて、苦笑いを浮かべてしまう天河である。

「大だい丈じよう夫ぶだってば、チエホフ」

　嫌いやなところ見られたなー、と思いつつ向けた視線の先に皇がいた。その落ち着いた表情からは、呆あきれているのか、微笑ほほえましく思っているのか読み取れない。

　天河がぺこっと挨あい拶さつをすると、皇も黙だまって会え釈しやくを返してくる。

「はい、冷さめないうちにどうぞ」

　ロレンスが自分の分の紅茶を持って来て、四人は和なごやかにその味を楽しんだ。ロレンスの紅茶は美お味いしいだけではなく、なんとなくやさしい味がする。

「――美う味まいな」

　皇も同感だったのだろう。目を細めた。

「サンキュー、トオヤ」

　褒ほめられたロレンスはうれしそうな反面、ちょっと照れくさそうだ。

　ゆったりとした雰ふん囲い気きの中で紅茶を楽しみつつ、チエホフがおだやかに切り出す。

「葛城家のほうは、問題ないようですよ。巽たつみ君もよくやってくれているそうですし。つい先ほど、桜さくら井いさんからお電話をいただきました」

「そうですか。それで、俺の次の派遣先なんですけど……」

「それが、今は長期派遣の依頼がありませんので……パーティー系のお仕事なら、幾いくつか」

「そうですか」

　紅茶のカップが空からになったところで、チエホフが考え込むように指先を組み合わせ、改めて皇を見つめる。

「時間をもてあましているのなら、お願いしたいことがあるんですが」

　そう言いながら、今度はちらりと天河に視線を向ける。

（なんでそこでオレを見るんだ？）

　天河が首を傾かしげると、チエホフはこう切り出した。

「皇君に、ぼっちゃまの教育係をお願いしたいのです」
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「あのー……皇さん？」

　目的地に着いたとたん、天河は少し先を行く皇を呼び止めた。

　教育係の件はすぐに話がまとまり、こうして皇について、電車に乗ってここに来たのだ。

「ここは……？」

「見ればわかるだろう、遊園地だ」

　今、皇が口にした通り、到着したそこは、なぜか巨大な観覧車やジェットコースター、お化ばけ屋や敷しきなどがある遊園地だったのだ。

　天河はてっきりなにかの研修所に連れて行かれるのだとばかり思っていたので正直驚いたし、なぜ遊園地なのか理解できなかった。

（オレ、確か教育されるんじゃなかったっけ？？？）

「ここでなにを……？」

「もちろん、遊ぶに決まっている。それ以外になんの用事があるというんだ」

「はいー？」

　わけがわからずますます首をひねっていると、皇が「チケット、大人二枚」と財さい布ふを渡してきた。

「オレが買ってくるんですか？」

　聞き返すと、他に誰がいるんだ、とばかりに無言で睨み返された。財布は本日の予算ごとチエホフから預かったものだろう。チエホフの愛するうさぎのキャラクター、メープルちゃんのがま口だ。

（チエホフ、こんな財布を渡すなよ……恥はずかしいだろ）

　イラッとした天河だが、これを無表情で持ち歩いていた皇も、ある意味、すごいと思う。

　人当たりのいいタイプではなさそうな皇に教育係をお願いしたチエホフの真意もわからないが、素す直なおに引き受けた皇もわからない。

（いったいなに考えてんだ、皇さんは？）

　チケットを買って戻り、入場ゲートを通ると、皇が訊いてきた。

「なにか好きな乗り物はあるか？　ジェットコースターとか？」

「はあ、特には……」

　数年ぶりの遊園地ということもあり、いきなり好きな乗り物と言われても、すぐには出てこない。

「じゃあ、テキトーに乗るか」

　皇はずんずん歩いていく。夕方の遊園地は休日ほど混んではいないのだろうが、やたらカップルが目立つ。日が暮れるとライトアップされるせいだろう。

「あの、執事の訓練とか勉強とか、そういうのはしなくていいんですか？」

　皇の背中を追いかけながら質問を投げかけると、

「今している」

　という、素そっ気けない返事が返ってきた。

「えっ、遊園地に来ることが？？？　なんで？」

「君が世間知らずだと聞いたので、こういう場所に出向いているのだが？」

　なにか問題でも？　と眼鏡めがねの奥の瞳がわずかに険けわしさを帯おびる。

「問題はないですが……」

　天河はチエホフの言葉を思い出した。




　――ぼっちゃまは世間知らずなので、いろいろと教えてさしあげてほしいのです。やり方は皇君にお任せします。




（オレは確かに世間知らずだけど……）

　遊園地に来ることのなにが社会勉強なのか、さっぱりわからない。

「これも勉強のうちなのかな……って、待ってください、皇さん！」

　いつのまにか先を歩いている皇を、天河はあわてて追いかけた。

（よくわかんないけど……とりあえず、ついていくしかないよな）

　それに、よくよく考えてみれば堅かた苦くるしい訓練や、勉強をしなくていいのだ。

　皇は遊んでいいと言っているし、それ以上のことはなにも要求されていない。

（だったら楽しんじゃったほうがいいよな）

　そう思うと、天河は妙みように気が楽になった。

「それじゃあ、まずはジェットコースターに乗りますか」

　入り口でもらったパンフレットを見ていた天河は「世界最さい狭きようのジェットコースター」と書かれた場所をさした。

「乗るっきゃないですよね、こんなこと書かれたら」

　天河の瞳がキラキラと輝く。

「そうだな、まずはこれにしよう」

　皇も位置を確認しうなずく。

　さっそくジェットコースーターがある場所に行き、チケットを見せて乗り込む。このジェットコースターはビルとビルの間をスレスレで通過するというのが売りで、壁かべに当たりそうになる外側座席が人気だそうだ。

　天河は外側の席を敢えて皇に譲ゆずった。こっそりとイタズラしてみたくなったのだ。

（いつもクールな皇さんの、引きつった顔が見れるかもしれないぞ！　悲ひ鳴めい上げるとことか！）

　プルルルルッ。けたたましい発車音が鳴るとジェットコースターは一度ガクンと揺ゆれて動きだした。

　すぐさまレールに傾けい斜しやが出てきて、車体が斜めに上がっていく。

（余よ裕ゆう、余裕！）

　しかし、空に向かって進んでいたかと思うと、次の瞬間、ジェットコースターは真まっ逆さかさまに落ちた。

「ぎゃあああああ～」

　想像以上の怖こわさに、天河の顔が引きつる。

　しかし、怖いままではいられない。皇の表情を確認しなくては。

　天河は恐怖心を抑おさえ、皇のほうを向いた――が。

（……なんで無表情なんだよ～！）

　皇は前を向いて無表情のまま座っていた。まるで悟さとりきった仏像のようだ。

（この人、絶対、人間じゃないっ）

　ちなみに皇の表情は、最大の絶ぜつ叫きようポイントに来ても変わることはなかった。

　天河はジェットコースターを降りると、ぜぇぜぇと肩かたで息をする。

「超怖こえぇ～。もう二度と乗るもんか」

「怖かったのか？　俺はおもしろかったけどな」

　そんな天河に、皇は息ひとつ乱さず飄ひよう々ひようと答える。

（た、楽しいのかこの人は？　だったら表情変えてくださいよっ）

　その後も、お化け屋敷などを回ったが、特に皇の表情は変わらなかった。

　恐怖系や和み系など、どんなアトラクションも皇に変化は起きない。

　天河はだんだん、

（どうすればこの人、表情崩くずすんだよ？）

　と、疑問に思ってきた。

　こうなるとアトラクションを楽しむことより、そこに興味がいくようになり、最終手段だとばかりにとっておきのところに連れて行った。

「じゃーん！　マイナス三十度の世界『アイスランド』でーす」

　ペンギンのキャラクターが描かれた看板の背景には、南極の風景。

（感情に訴うつたえられないなら体感で攻めてやる～。これでしかめっ面つらになればいいけど）

「これといった特徴のなさそうなところだな。こんなところ、なにが楽しいんだ？」

「まーまーまー、行きましょうよ。せっかく来たんだし」

　天河は怪け訝げんそうな皇の背を押して中に入った。

　入り口で貸し出される分ぶ厚あついコートを羽は織おり、ざっと注意事項を聞いてから、いよいよマイナス三十度の世界に突入だ。

（さっみ～～～～～っ！）

　冷たいを通り越して、もはや空気が痛い。呼吸をするたびに肺はいがちくちくと痛み、がちがちと歯が鳴る。

「なるほど。確かにマイナス三十度だ」

　のんきなんだか鈍どん感かんなんだか、のんびりと気温を確かめたりなんかしている皇に構かまっている余裕はなかった。

「出たいです皇さん、もうギブギブ～！」

　限界の天河はあわてて出口へ向かおうとしたせいで、ツルっと足を滑すべらせて豪ごう快かいに転んだ。

「あっ痛ー！」

　皇は呆れ顔でため息をついた。

「……このままだと二次災害が起こるな。ほら、出よう」

　皇に腕うでを取られ、天河は足をもつれさせながらもなんとか出口のゲートを潜くぐり抜けた。

「いててててっ」

　したたかに打ちつけた額ひたいを手で押さえる。気温が普通に戻ると、とたんに感覚が戻ってきた。

「不注意だな君は。指示板に、足元が滑るって書いてあっただろう」

「そ、そうですけど～」

「まあ、しかしマイナス三十度の世界なら細菌も繁はん殖しよくできないから、病気にかかる心配はまずないと思う」

「はあ、そうですね……」

　天河は、とほほ、と額を撫なでた。

　結局のところ、皇の表情はマイナス三十度の世界に入っても変わらなかった。

（なんか無駄な努力だった気がする……）

　さらには天河がたんこぶを作っているのだから、空から回まわりもいいところだ。

「はあ……」

　なにやってんだろオレ、とため息をつくと、皇は天河が疲れたと勘かん違ちがいしたらしい。

「そろそろひと休みするか。喉のども渇かわいたし……君は？」

「は、はい。なんか飲みたいです」

　というワケで、ふたりはアトラクションから少し離れたところにあるスペースに向かった。

　遊園地の一角には休憩所があり、そこでは飲料や軽食が売られている。

　皇はテーブルに着くと、

「アイスコーヒーとバニラソフト、買ってきて。君も好きなものを買うといい」

　と天河にまた財布を渡した。

「は、はい……」

　天河は、素直にそれを受け取り買い物に出かけたが。

　内心、ひどく困惑する。セルフサービスの店でなにかを買うのは、天河には経験がない。しかも、いい匂においを漂ただよわせて並んでいるのは、店というよりは屋台だ。

（そういえば、昔、遊園地に来たときは、必ずチエホフが買ってくれたもんな……）

　学校帰りにファーストフードに一度だけ寄ったことがあるが、そのときは一緒に行った田中が買ってきてくれた。結局、店の騒さわがしさと椅子の硬かたさが気に食わなくて、二度と行かなかったが……。普通の高校生なら当たり前のようなことが、天河にとってはとても特殊なことだったのだ。

　しかし、今はもうおぼっちゃまではない。

　こうやって、普通の人が普通にできる事をやれるようにならなければいけないのだ。

（うまく買わなきゃ……）

　不安な気持ちで並んでいると、

「はい、次のお客様、どうぞ」

　隣のカウンターから元気な声がかかった。店員のおねえさんが天河を見て、こちらです、と手を上げている。

（え？　オレ？）

　なぜか天河は赤面してしまった。別に恥ずかしいわけではないが、ドキドキして顔が赤くなってしまう。

「えっと……アイスコーヒーとバニラソフト」

「ご注文は以上でよろしいですか？」

「はい……あ、すみませんっ、オレンジジュースも！　あ、あと、バニラソフト、もうひとつ」

　うっかり自分の分を頼むのを忘れていた天河はあわてて追加する。

　お金を払い、買った品をトレーごと持って、皇が待っているテーブルへ戻る。

「お待たせしました」

「ありがとう」

　皇はバニラソフトを食べ始めた。ちなみにコーヒーにはガムシロップを入れないでブラックで飲んでいる。

　その様よう子すを天河がじっと見ていると。

「なんだ？」

「あ、いえ……皇さんがこういうの食べるの、なんか意外で」

「そうか？」

「イメージにないって言うか、なんていうか」

（皇さんとアイスが似に合あわないんです。なんて言えない……）

　早くも先端から溶とけ始めたソフトクリームに急いで口を持っていくと、今更ながらに喉がからからだったことに気づく。ひんやりとした甘あまさが喉を滑り落ちていくのが気持ちいい。

「美味しいか？」

「あ、はい」

「そうか。歩いたり、走ったり、運動したあとは適度な糖とう分ぶんが身体からだに必要だ。今日はアイスがあったからそれで糖分補給といったところかな。それにアイスは上昇した体温を一時的に下げてくれるから一いつ石せき二に鳥ちようというわけだ」

「ああ、なるほど～」

　納得しつつも、天河は苦笑いする。

（おやつ食べるのにいちいち理由が必要なのか……？）







　遊園地でひと通り遊び倒すと、遊園地の隣にあるスパへ移動することとなった。

　その名も『LAラKUク―ーDAダ』。いろいろな設備が整ととのっていることで有名な、若者に人気のスポットらしい。

「疲れた足を風ふ呂ろで休めるといい」

　皇は天河の身体を気き遣づかってか、そう言ってくれたが、大勢で風呂に入るということが苦手な天河は戸と惑まどってしまった。

　中学の修学旅行は北海道だったが、すべてホテルのシングルルームに宿泊したし、小学生の頃、父親に箱はこ根ねの温泉に二度ほど連れて行かれたことはあるけれど、そのときは部屋に露ろ天てん風呂がついていた。しかも、父親とふたりで特に話すこともなく気まずかった思い出がある。

「あの、オレそんなに疲れてないんで、大丈夫ですよ」

　ていよく断ろうとしたが、

「疲労物質を身体に溜ためるのはよくない。これも社会勉強だ」

（ホ、ホントかな……）

　皇の表情があまりにも変わらないので、

（もしかしてオレ、皇さんの気晴らしに付き合わされてるだけとか……？）

　などと思ってしまった天河である。

　ここでも天河がチケットを購入し、ふたりは施設の中に入った。

　中は広く、脱だつ衣い室しつもかなり広い。並び立つロッカーはいったい幾つあるのだろうか。ロッカーの数だけ人間が風呂に入っているのだとしたら、とんでもない混雑ではなかろうか。未知の世界に、天河の頰ほおが引きつる。

（風呂より、人の多さに溺おぼれそう……）

　皇といえばロッカーを開けて、さっさとシャツを脱ぬぎ始めている。周りの人たちもなんの疑問もなく服を脱ぎ、海水パンツに履はき替かえている。

（全部脱ぐわけじゃないんだよな……）

　むしろここで、もじもじしているほうが変な人なのだということはわかっている。

　しかし恥ずかしさから、なかなか服を脱げない。

「どうした？」

　そんな天河に、すでに海水パンツ姿になっている皇の視線が刺ささる。

「あ、いえ……」

「やっぱり、こういうところは初めてなのか？」

「はい」

「……本当におぼっちゃんなんだな」

　皇の声に少し呆れが混じったのがわかり、天河はムッとした。

「今は違います」

　皇は馬鹿にしたつもりではないだろうが、天河のプライドは傷ついた。

　恥ずかしい気持ちが吹っ切れてシャツをバッと脱ぎ、勢いに任せて海水パンツに着替える。

「き、着替えましたよっ」

　妙に声がうわずってしまう天河である。

　しかし、皇はなぜか天河の腕を取って、肉付きを確かめるように触さわった。

「それにしても、華きや奢しやだな。もう少し食べる量を増やしたほうがいい」

（皇さんだって、細いじゃないですか！）

　人のことを言えないような体型の皇が、そのまま天河の身体をひっくり返す。今度は天河の背中を見、背骨に沿そって上から下までザッと指先で触った。

「側そく湾わん症しようの心配はない。姿勢はいいほうだな。ヴァイオリンをやっているおかげかな」

　皇はひと通りチェックすると、満足げにうなずいた。職業病なのだろうか。まるで健康診断を受けているような気分になってくる。

「は、はあ……あの、そくわんしょう、って？」

「座りすぎで背骨が歪む人が多いんだ。例えば、子供の頃、勉強のために机つくえに向かってばかりいた人とか……新入社員の健康診断をすると、三割近くが引っかかると言われている」

（オレ、ガリ勉タイプじゃないもんな）

　天河はこれまでの自分の生活習慣を思い返した。

　ＲＰＧは寝転んでやるタイプだし、アーケードゲームは身体を動かす系が好きだから同じ姿勢で長時間いることはあまりない。今後ガリ勉になる予定もないので、側湾症とやらは一生縁えんがなさそうだ。

「正しい姿勢も執事には重要なことだ。姿勢の悪さで雇やとい主ぬしを不快にさせてしまっては、どんなに仕事ができても、それだけでマイナスポイントになる」

「は、はい。姿勢は仕事にも身体にも大事だってことですね」

「その通り。じゃあ、そろそろ入るか」

「はい！」

　天河はタオルを首にかけて、皇とともにスパへと繰くり出した。

　知らない人と一緒に入るお風呂はドキドキしたけれど、予想以上におもしろかった。

　露天風呂やジャグジー風呂。変わり種でいえばワイン風呂やイオン風呂などがあった。

　幾つものお風呂をはしごするのは楽しくて、天河はかなりはしゃいでしまった。

「お風呂のテーマパークみたいですねー、ここ。バトシスのみんな、来たことあるのかな？」

「そうだな、機会がないとあまり来ないかもしれないな」

　他人と一緒のお風呂なんて、とずっと嫌きらっていたけれど。

　今度は、みんなと一緒に来られたらもっと楽しいだろうな、と思いながら、天河は皇とともにスパをあとにしたのだった。
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　翌日の遊び場……もとい、勉強の場所はサンライズシティだった。

　池いけ袋ぶくろ駅から徒と歩ほ十分ほどのところにあるサンライズシティは、ホテル、オフィス、ショッピング施設、ホール、映画館、水族館などが入った複合施設ビルだ。

　名前はよく耳にしていたが、実際に来るのは初めてだった。

　サンライズシティの入り口に差しかかったとき、皇はいきなり足を止め天河を振り返った。

「好きな魚は？」

「特には……まあ、強しいて言うならフグが好きです。特にお刺さし身みは美味しいですよね」

　と、とりあえず好きな魚を言ってみた。

「そうか、フグか」

　皇はそれだけ言うとまた先を歩きだした。

「はあ……？」

　よくわからないが、あとでフグを食べさせてくれるということなのだろうか？

　しかし、天河が連れて行かれたのは、上階にある水族館だった。

「ここに水族館があるのは聞いたことあったけど、こんなビルの上のほうにあったんですね」

　水族館といえば、海の近くや広大な敷地に作られているイメージがある。実際、幼おさない頃、両親に連れて行ってもらったのは、横よこ浜はまに近い、遊園地とセットになったテーマパーク式の水族館だった。

「そんなに驚くとは意外だな。まあ、そのくらい驚いてくれたほうが案内した甲か斐いがあるというものだ。それに、ビルの上の水族館といって侮あなどってはいけない。なかなか広くて魚の種類も結構いるんだ、ここは。たまには食べるばかりでなく、泳いでいる魚を見るのも悪くない」

（そっか、さっきの質問はここに繋つながっていたんだな）

　確かに、ここならフグでもタイでもイカでも、天河が「食べるのが好き」な魚はいるだろう。

　今日も予算の入ったメープルちゃんの財布を渡され、天河がチケットを買うところから始めた。チケットを買うのは、これで通算三回目。いい加減、ドキドキすることもなくなった。

　水族館は思ったよりも楽しかった。

　元気に泳ぐフグも見れたし、タイも見れた。

　巨大なカニや、透明なクラゲ、数年前に話題になったカクレクマノミにも会えたし、充実した時間を送れた。

　だけど……水すい槽そうに映り込む自分たちを見て、

（昨日きのうといい今日といい、オレ、なにが悲しくて年上の男とこんなところにふたりで来てるんだろ）

　と、天河はため息をついてしまった。

（こういうところは、できれば女の子と来たいよなぁ……）

　しかし、現実は誘う女の子もいなければ、誘われる予定もない――むなしい十六歳である。

「今、なんで男とふたりで来なきゃいけないんだ、とか思っていただろう」

「うっ……そんなことありませんよ。あはは」

「そうか？　まあ俺も昔は同じこと思っていたから気にするな」

　からかうような口く調ちようの皇に、天河はきょとんとしてしまう。

「え？　今なんて……」

「よし、次、行くぞ」

　皇はそう言うと、さっさと行ってしまった。







　水族館を出た天河と皇は、サンライズシティの二階にあるテーマパークの『ワンジャタウン』に来ていた。

　ワンジャタウンは飲茶ヤムチヤスタジアムや、ケーキ博はく覧らん会かいなどのフードテーマパークゾーンと、体感ゲームや最新アーケードゲームが集結したゲームゾーンにわかれている。

　天河たちは飲茶で軽く腹ごしらえしたあと、ゲームゾーンに繰り出した。

「あっ！　これ今月出たばっかの『ゾンビーハンター３』じゃん」

　天河がさっそく食いついたのは、スクリーンに映し出されるゾンビを銃じゆうで倒していくというアクションゲームだった。

　ゲーム好きの血が騒ぎ、千円札を百円玉に両替して、コイン投入口に入れる。

「皇さんも一緒にやる？」

　このゲームは２Ｐプレイもできるので天河は皇を誘ってみた。

「やったことはないが……やってみようか」

　天河の誘いに皇は快こころよく応じ、銃を構えた。

「よーし、じゃあスタート！」

　スタートボタンを押し、ゲームが始まるとゾンビやゾンビ犬などがわんさか襲おそってきた。

　それを天河は手て馴なれた手つきで倒していく。

「いっけーっ！」

　やがてファーストステージが終わり、天河のポイントが表示された。

「やりぃ！」

　得点は高得点でランキングも上のほうだ。天河は得意満面になって皇を見た。

（オレってスゴイでしょ！）

　しかし、皇のポイントが表示されると、天河はその言葉をぐっと飲み込んでしまった。皇のポイントは、天河の遙はるか上を行っていた。

「スゴイですよ！　初めてなのに、なんでこんな得点を叩たたき出せたんですか！」

「どうって……ゾンビの動きのパターンと出現タイミングを覚えて、あとは機械的にポインターを画面に正確に置いていっただけだ。それさえできてしまったらあとはミスしないように気をつけていただけかな」

「はあ、そうですか」

（機械か、この人は!?　くそぉ～悔くやしい～っ）

　高得点を出したのに、特にうれしそうな顔をしない。そんなところもまた少し腹立たしい。

「今度から皇さんのこと、『サイボーグ皇』とか呼ぼうかな……」

「ん？　なんか言ったか？」

「いえ……なんでもありません」

「そうか。それならもう一度このゲームをやろうか。おもしろかったし」

「え？　もう一回やるんですか？」

「ダメなのか？」

「そんな真ま面じ目めな顔で聞き返されても……」

　皇はゾンビーハンターをどうやら気に入ってしまったようだ。

「よーし！　こうなったら勝つまでやめないぞ！」

　天河は再び銃を構えて、ゾンビ軍団を倒しだした。
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　夜、帰宅すると、リビングにロレンス、梶、高邸の三人がいた。

「テンガ、今日もトオヤとデートだったの？」

　天河の顔を見たとたん、ロレンスがうれしそうに訊いてきた。

「デート言うなっ」

　ものすごい誤解を招く言い方のような気がする。顔を赤くした天河に、今度は梶が声をかけた。

「今日はどこに行ったんですか？」

「水族館とテーマパーク」

　天河はバッグからそれぞれの場所でもらってきたパンフレットを出し、テーブルに置いた。

「なんの目的があるんでしょうね」

　それを梶が手に取り、ぱらぱらとめくる。

「オレに世間を見せるため、みたいですけど」

　と、皇が言っていたことをそのまま答えると、高邸が納得したようにうんうんとうなずく。

「まあ、おまえは本当に世間知らずだからな。庶しよ民みんの生活は初体験ばっかりだろうな」

「それはよーくわかっていますよ。だからこうやって、いろんなところについて行ってるんじゃないですか」

「話を聞いていると、皇さんの気分転換に付き合わされているようにも見えますけどね」

「やっぱりクビになったのって、トオヤ、つらいよね」

「皇さんって冷静沈着って感じだから、なに考えてんのかよくわかんねえけど、やっぱクビは堪こたえてんのかもな」

　梶とロレンス、高邸もやっぱり、皇のことは気になっているらしい。

「でも、オレなんかと一緒で気分転換になるんでしょうか？」

「ひとりで行くよりはマシなんじゃねえの？」

「だって、男同士ですよ？」

「弟みたいな感じなんじゃない？　明日はどこに連れて行ってもらえるんだろうね」

　ロレンスはなぜかうれしそうだ。

（あれが兄？　サイボーグ皇だぞ、勘かん弁べんしてくれよ）

　そう思ったものの、先せん輩ぱいである以上口が裂さけてもこんなこと言えない。

　天河は苦笑いを浮かべるしかなかった。

「あはは。そうだね……はぁ」
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　翌日は東京タワーに連れて行かれた。

　地方の修学旅行生がよく訪れる東京の観光地というイメージを抱いだいていた天河は、実際に来てみてその迫力に驚いた。

「うわ、でっかーい」

　下から見上げた三百三十三メートルはすごかった。まさに天に向かって伸びる塔とうといった感じだ。

「ここはまだ地上だぞ。こんなところで驚いてどうする」

　呆れ顔の皇に促うながされ、天河は特別展望台へと上った。

　特別展望台からの眺ながめは最高で、東京の街が一望できる。

　遠くを見ればお台だい場ばが見えるし、新しん宿じゆくの高層ビル群や昨日行った池袋のサンライズシティなど、有名なビルがよく見えた。

「あ、あの屋根、国会議事堂じゃん。あの緑の大きなの、なんですか？」

「場所からして、明めい治じ神じん宮ぐうだな」

「あっちは？　池みたいなのまでありますけど」

「皇こう居きよだ。そのそばの……あの広い公園が日ひ比び谷や公園だ」

「へ～え、この高さからだと本当に一いち望ぼうできるんですねえ」

　あちこちの場所を指差しては、天河は大はしゃぎだ。

「ここも初めてなのか」

　その様子に、皇は少し驚いたような顔をした。

「はい。他の場所からは何度も見てますけど」

（豪遊していたホテルの窓からだけどね……）

　とは言えない天河である。まだ金持ちだった頃はよく、東京タワーが見えるホテルに泊とまって夜景を楽しんでいたのだ。

「まあ、東京に住んでいればそうだろうな。いつでも行けると思う場所にはなかなか足を運ぶ気にはならないものだ」

「そうですよね。でも、いいんですか？　この三日間、いろいろ連れて行ってもらいましたけど、フツーなら女の子とふたりでデートしたい場所でしょう？」

「別に。女性はいろいろ気を使うから、男のほうが気が楽だ」

「……彼女、いないんですか？」

「いたら、住み込みの仕事なんて一年と三ヶ月と八日もやってない」

「はあ……そうですよね」

「君は？」

「いませんよ。オレ、男子校ですし」

「理由になってないな」

「確かに……」

　出会いは少ないが、そんなもの理由にならない。同級生の中には繁はん華か街がいに出かけてナンパして、よろしくやっているヤツだっている。天河もナンパに興味がないわけでもないが、今はそこまでして彼女がほしいわけでもないのでやらないだけだ。

　天河はなんとなく気まずくなって窓の外を見た。

（皇さんって、話が弾はずまないタイプだよな……もしかして、お嬢様につまらない思いをさせたから、それで叩き出されたとか？）

　天河はよからぬ詮せん索さくをしてしまう。

（それに、巽さんとの関係も気になる……）

　巽になんで皇をライバル視しているのか、今度機会があったら訊いてみようか。

　そう考えていた天河に、

「この前のブティックのオーナー、君の同級生なんだよな」

　といきなり皇が話を変えてきた。

「あ、はい。そうです」

「随ずい分ぶんしっかりしてるな。今の高校生はああいうタイプも多いのか？」

「いえ、あいつはかなり特殊だと思いますけど」

「そうか……」

「あの、霧島がなにか？」

「いや、君と正反対だなと、ふと思い出しただけだ……聞くところによると、君はかなりのわがまま王子だったそうじゃないか。俺と初めて会ったときも尖ったナイフ……は大げさか、檻おりの中でストレスためてキーキー歯を剝むき出しにしているハムスターみたいだった」

（なんだ、その例えはっ）

　心の中でプチッときたが、相手は先輩。ここは我が慢まんだ。

（黙っていれば物静かな感じで、波風立たないのに……きっとこの人、こうやって物事をストレートに言って人を怒おこらせるタイプなんだろうな）

「悪かったですね、ハムスターみたいで」

　ツンと拗すねて天河はそっぽを向いた。

「まあ、仕方ないだろうな。親が破産して失しつ踪そうしたんだから」

「ズバズバ言いますね。まあ、本当のことだから、別にいいですけど」

「けどこの三日間で、君が江え古こ田ださんに、とてもまっすぐに育てられたことがわかったよ」

「チエホフに？」

　天河はきょとんとしてしまう。












「美味しいものを食べて、美味しいって顔をして、楽しいことをして笑って、お風呂に入るとホッとした顔して、ゲームで負けると悔しいって顔をする。とても観察しがいがあった」

「それって、フツーじゃないんですか」

「俺たち庶民にはね」

　言われて、天河は「あっ」と思う。

　そう言えば、霧島が大笑いするところとか、美味しいものを食べて「しあわせ～」と瞳を輝かせるところなんて、見たことがない。

　まあ霧島の場合、どれも似合わない気がするけれど。

（――って、皇さんも無表情なタイプだよな。俺たち庶民にはね、とか言っている割には）

「君は確かに世間知らずだけど、それだけ心のスポンジが柔じゆう軟なんなら大丈夫」

　理系な発言の多い皇から、初めて文学的な表現を聞いたような気がする。

（無機質な感じの人だとばっかり思っていたけど……なんか違うのかも）

　天河は少しだけ皇を理解できた気がした。

　そう思うと、天河はもっと皇が知りたくなってきた。

「明日もどこか連れて行ってくれるんですか？」

「そうだな……考えとくよ」

　眼がん下かに広がる景色は、すっかり夜の帳とばりに包まれていた。

　宝石箱をひっくり返したような、というのは月並みな言い方だけれど、ビルの明かりや流れる車のライトがまるで光の洪こう水ずいのようで、天河は思わず魅み入いってしまう。

　夜景は綺き麗れいであれば綺麗であるだけ、胸がちょっとだけきゅっと引き絞しぼられるような、寂さびしい気持ちになるのは――なぜだろうか。
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（今度はどこに連れて行ってくれるのか、ちょっと興味あったんだけどな）

　皇との約束を、天河は結局守ることができなかった。次の派遣先が決まったからだ。

　昨夜、バトシスに帰るとすぐにチエホフに呼ばれて、こう言われた。

「ぼっちゃまに、ご指名の仕事が入りました。今回は、四日間の住み込みになります」

「住み込み？　ってことはオレ、学校休まないとダメ？」

「いいえ、高校生であることをお伝えしましたら、通学はしてくれて構わないとのことでしたので。学校までの交通費も持ってくださるそうです。よかったですね」

　まあ、確かにそれは助かるのだけれど。

「四日間って、なんか中途半端な気がする……」

　確かに、とチエホフが微笑んでうなずいた。

「そちらのお嬢様の誕生日の三日前から当日いっぱいまで、という依頼ですので。ヴァイオリンを弾ひいてほしいそうです、パーティーの席で。この前の霧島様のパーティーでぼっちゃまの演奏を聴いて、ぜひに、と」

「ホントに!?」

（ヴァイオリン、楽しんでもらえたんだ……！）

　うれしい気持ちがじわじわと膨ふくらむ。

　今まではバトシスの先輩に連れられ、ほんのついでに演奏したにすぎない。でも今度の依頼は、天河のヴァイオリンの特技を認められての仕事だ。

　しかも、今回の依頼者は先日のパーティーの招待客で実際に天河の演奏を耳にしての指名だという。こんなふうに仕事がつながったのは初めてだ。

（オレの特技ヴアイオリンって、需じゆ要ようがないかと思ってたけど……）

　思わずにんまりしてしまった天河を、チエホフもうれしそうに見つめる。

「ぼっちゃま、うれしそうですね」

「うん、だって、オレのヴァイオリンを聴いて指名してくれたんだろ？　きっと音楽好きな人なんだね。それで、なんで三日前からなの？」

「さあ、それはわかりませんが……先方のご要望なので」

「通学、あんまり時間かからないといいな～。都内だよね？　あ、でもオレ、まだ見習いだからひとりで派遣できないんじゃ……」

「それなら、ご心配には及びません」

　机の上に、今度の派遣先の詳細を記した書類が載せられる。

　簡単な地図つきの書類をぱっと見てみると、場所は赤あか坂さか。

「――えっ？」

　びっくりして目を見開いた天河が顔を上げると、チエホフが依頼主の名前が書かれた欄らんを指し示す。

「ここって……」

「その、まさかです」

　依頼先は、葛城新しん三ざぶ郎ろう邸てい――皇がクビになった家だ。
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（だから、どーしてこーゆーことになるのかなー）

　学校帰りにそのまま葛城家に直行した天河は乾かわいた笑いを浮かべ、出迎えてくれた桜井に挨拶した。

「先日は、どうも……」

「皇君は、お元気ですか？」

「はい」

　当たり障さわりのない会話をしながら、葛城家の中をなるべくきょろきょろしないように気をつけつつ観察する。

　壁はきれいなオフホワイトで、屋敷の形や構造からして、英国風でわりと古い由ゆい緒しよ正しい建物のようだが、やけにがらんとした感じがする。

　敷地は広い上に庭には芝しばが美しく整えられて、廊ろう下かは磨みがき上げられてピカピカ。なのにどこかうすら寂しい。

　なにかに似ている、と考えた天河はふと思い当たる。

（博物館に、似てるんだ……）

　平日の昼間の博物館のような、人ひと気けがなくてひっそりとして、世間から切り離されているかのような。

（人が住んでる感じが、あんまりしないもんな）

「どうかしましたか、天てん上じよう君？」

「あ、いいえ。広いお屋敷だなあと思って」

　桜井は、この独特の空気にはもう慣れてしまっているのだろう。

「資料を読みましたけど、おじい様とご両親と、お嬢様の雪ゆき葉は様で、ご家族は四人ですよね？」

「そうです。住み込みの使用人は離れにお部屋を頂いておりますし、大おお旦だん那な様も旦那様ご夫婦もお忙しくて、めったに戻られることはありません」

　だから、こんなにがらんとした印象を与えるのだろうか。

「あの、巽さんは今は？」

「お嬢様のお部屋ですよ」

　天河はまだ見習いなのでひとりで住み込みの仕事はできないが、巽がいるのでオーケーとなったのだ。

（ここのお嬢様は、なんでオレを指名したんだろ？）

　あの日、雪葉は天河の演奏中に気分が悪くなって、そのまま帰ってしまったのだ。

（もしかして、最後まで聴けなかったから、オレの演奏をもっと聴きたくなったとか？）

　それなら、それでうれしいけれど……。

「天上君、どうかしましたか？」

「いえ、なんでもっ」

　とっさに笑顔を向けると、ひとつの扉とびらの中からにぎやかな笑い声が聞こえてきた。

「こちらです」

　桜井がその扉を軽くノックすると、応じる声が聞こえる。

「なあに？」

「お嬢様、バトラーシステムの天上君が参まいりました」

「入ってもらって」

「失礼します」

　桜井に促されて中に入る。どうやら勉強中だったようだ。応接用らしい白いテーブルにノートやステーショナリーが広げられている。だが、あの楽しそうだった笑い声を思い出す限り、まじめに勉強していたとは思えないけれど。

　向かい合って細い脚の椅子に座っていた雪葉と巽が、揃そろって天河を見る。巽が、視線だけで天河に挨拶してくれた。

「天上天河です。よろしくお願いいたします」

　きっちりと礼をすると、雪葉がちらりと頭のてっぺんから爪つま先さきまで視線を巡めぐらせ、すぐに興味を失ったように目を逸そらした。

「よく見ると、随分子供っぽいのね。この前のパーティーではそんなふうに見えなかったけど」

　甘くかわいらしい声なのに、少し早口でぶっきらぼうにしゃべるから、ツンケンした印象を与える――単に、天河に対してツンケンしているだけかもしれないが。

「まあいいわ。今日のお夕食が済んだら、さっそく始めるわよ」

「始める？」

（ええと、なにを？）

　きょとんとした天河に、雪葉はびしっと指をさして答えた。

「決まってるでしょ。ヴァイオリンの特訓よ」
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　そして夕食後。

　雪葉が宣言した通り、天河の特訓が始められた。

　サロンには白いグランドピアノが置いてあり、スツールに座った雪葉がぽろん、と鍵けん盤ばんを叩くと、かわいらしい音が響いた。さすがに調ちよう律りつも完かん璧ぺきで、音がきれいに澄すんでいる。いいピアノなのは一目でわかったが、音を聞けば、使い込まれているのもよくわかった。

　ピアノはどうやらお嬢様の趣味――というか、たしなみのひとつらしい。

「あなた、我が流りゆうでしょ？」

「えーと、最初は先生がいましたけど……」

　天河は苦笑いを浮かべた。小学生の頃は専門の家庭教師がいたが、中学のときに度たび々たびレッスンをサボり、ついにはケンカになって愛あい想そを尽つかされたのだ。

　それ以来、趣味で続けてきたが――。

「わたしがしごいてあげる」

「あの……僕を前もって呼んだのは、もしかして、特訓するため、ですか？」

　巽はサロンの隅のほうの椅子に座って見守っている。ちらりと見ると、にこりと笑って、「がんばれよ」とばかりに手を振ってきた。

「そうよ。わたし、あの日、あなたのヴァイオリンのせいで気分が悪くなったんだから。今度はそうならないようにしないとね」

　気分が悪くなったとまでこき下ろされるのはひどいが、だったら、

（オレを呼ばなきゃ済むことなのに……）

　と心の中でつぶやいてしまう天河である。

　しかし、これでパーティーの三日前から呼ばれた理由がわかった。天河を特訓するためだったのだ。

（オレ、もしかして、おもちゃみたいなもんなんじゃあ……）

　新しい遊びのための。退たい屈くつしのぎの。

　お嬢様のわがままを満みたすための、存在。

「あら、なあに、その顔。わたしが伴ばん奏そうしてあげるんだから、ありがたく思いなさいよ」

「は、はい……」

　けれど、怒る気にならないのは、雪葉がなんだか楽しそうだからだ。弟で子しができてうれしいのだろうか。精一杯お姉さんぶっているというか師し匠しようぶっているのが、なんだかちょっとかわいらしい感じもする。

「曲は、トゥーランドットの『誰も寝てはならぬ』よ。あなたがメインでわたしが伴奏パート。いいわね？　弾ける？」

「一応」

「それじゃ、始めるわよ」

　雪葉がスツールに座り直し、天河もヴァイオリンを構える。雪葉のピアノは正確で、小さな頃から弾き慣れている感じがした。ただ、少しばかり急ぎすぎる感じで、慣れないうちはついていくのに苦労したが、すぐに呼吸を合わせる。

　この練習中、巽は目を閉じて演奏に聴き入っているふりをしていたが、

（聴いてるふりして、絶対寝てるな、あれは……）

　時々かくんと頭が揺れるのだから、バレバレだ。

　ひと通り練習すると飽あきたのか、雪葉が唐とう突とつにピアノから離れた。

「お茶にしましょうか」

「では、すぐにお支し度たくを」

　すぐさまにっこり反応して立ち上がるあたり、巽もさすがだ。

「ついでだから、一緒に飲みましょうよ」

　という雪葉の誘いのまま、三人でテーブルを囲むと、

「まだ見習いだって聞いているけど、バトシスって、未成年でも働かせるの？」

　いきなり突っ込まれて、天河はお茶にむせそうになりながら答えた。

「オレ……いえ、僕の場合は特別なんです。あとは、一番若くても大学生ですよ」

「そう。何人くらいいるの？」

　その問いかけには天河もはっきりと答えられなくて巽に助けを求める。

「えーと……巽さん、知ってます？」

「そうですねえ……登録だけしている輩やからもいますから、総勢何人になるんでしょうね」

「兼業している人も多いの？」

「ええ、それはもう。ヴィクトール本ほん多だはテレビでもお馴な染じみの占うらない師しですし、坊ぼうさんをやってる人もいます」

「そうなの。なんだか変な集まりね」

「そうですね、みんなそれぞれ個性豊かな特技を持っていますね。例えば掃そう除じのプロとか料理人、元塾じゆく講師、元カリスマ美び容よう師し――その特技だけで本来は食べていけるのに、わざわざ執事をやっている変わった連中かもしれません。特に皇なんて医者やってたほうが儲もうかる気がするんですけどね」

　皇のことが話題になったとたん、雪葉がぷいっと顔を逸らした。

「十とお夜やのことは口にしないで。不ふ愉ゆ快かいだわ」

　雪葉の切り捨てるような反応に、え、と思った天河だったが、巽はそのまま続ける。

「そうなんです、あいつは人を不愉快にさせる天才なんです！」

（巽さん、変な方向に流れてませんか!?）

　びっくりして固まる天河の前で、会話はどんどん弾んでいく。

「だいたいあいつは、昔から口にするべきことを口にしないで、重要なことだけでもしゃべればいいのにって、イライラさせられるんです」

「わかるわ」

「無口なのにもほどがあるって感じなんですよ！」

「そうなのよ！　おまけに、いっつもおんなじ顔して、こっちがなにをしても動じなくて、そのくせ、みょ～にめざといの！　ちょっとでも具合悪かったりすると、無言で手を差し出してくるのが腹立たしいったらないわ！」

「そうなんですそうなんです、そういうヤツなんです！　さすがですねお嬢様、あいつの陰いん険けんなところをよくご存じでいらっしゃる！」

「何度も同じことをされれば、ありがたく思うどころか、機械的に繰り返しているようで嫌いやになるわよ」

「じゃあこんな話も。子供の頃の話なんですけどね、まだあいつも私も小学校に入る前でしたが、私とあいつの誕生日が同じということもあり、家族連れで一緒に祝うことになりまして。レストランでチャレンジメニューの大きなパフェを見つけて、私がそれを食べたいと駄だ々だをこねたんですが、それを見たあいつがひとこと、『子供がそんなに食べられるわけないだろう。カロリーが子供の一日の摂せつ取しゆ量りようを超えているし、糖分だって摂とりすぎだ』と、ぼそっと。いやあ、あれはいまだに忘れられませんね！　一種のトラウマですよ！　せっかくの誕生日だったというのに！」

　これには、それまで蚊か帳やの外にいた天河もぷっと吹き出してしまった。

（わかるよそれ、皇さんらしいなあ）

「嫌味な子供ねえ。駄々をこねたあなたのほうが、ずっとかわいいわよ」

　雪葉と巽はまだまだ、あーだこーだと言い合っているが、

（そんな子供の頃の話まで持ち出して、巽さんも大人げないよなー）

　と、天河はついつい苦笑しながらも聞き入ってしまい、雪葉がふと視線を床ゆかに落としたことには、気づかなかった。
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　翌日。学校から葛かつら城ぎ家に戻ると、すぐさま桜さくら井いにピアノが置いてあるサロンに行くように言われた。

　あわてて服装を整ととのえ、扉とびらをノックすると、

「遅いじゃないの！　さっさと入りなさい！」

　と雪ゆき葉はに叱しかり飛ばされてしまった。

（なんで怒おこってるんだろう……？　まっすぐ帰って来たんだけどな）

　言われた通りに中に入ると、雪葉は腰に手をあててふんぞり返っていた。

「さ、今日も特訓するわよ。昨日きのうは結局、ろくにできなかったから」

（誰だれのせいだよ、誰の）

　できなかったもなにも、途中で休きゆう憩けいすると言いだしてそのまま皇すめらぎの悪口大会に発展させたのは雪葉なのだが。

　さっそくヴァイオリンを持ち出してピアノの隣に立ち、最初から音を合わせ始めると、ピタっと雪葉の手が止まる。

「やっぱり、曲を変える。『Ｇ線上のアリア』にするわ」

「ええーっ」

「なによ？」

　思わず不満げな声を上げてしまった天てん河がを、雪葉はきっと睨にらみ上げてきた。

「せっかく練習したのになんで……いえ、なぜですか？」

「そんなの決まってるじゃない。気が変わったのよ」

（お嬢様、それは理由になってません……）

　天河はがっくりと肩かたを落としてしまった。

　天河ひとりでの演奏ならともかく、雪葉はどうやらピアノとのアンサンブルにするつもりらしい。となると、息を合わせることも大事だ。ふたりともプロではないし、何度も練習しないとお互いの音がしっくりなじまないというのに、こう、ころころ曲が変わるのでは、先行きが不安だ。

「ね、巽たつみもこっちの曲のほうがいいでしょ？　ヴァイオリンがメインで、わたしが伴ばん奏そうでアレンジするの」

「え、ええ……そうですね。はい、お嬢様のおっしゃる通りです」

　サロンの隅すみで練習を見守るふりをしつつ休憩していた巽が適当な相あい槌づちを打つ。天河には巽のその顔に大きく、「どっちでもいい」と書いてあるのが見えるような気がした。

（うう……巽さんの裏切り者～）

「ほら、巽もこう言っているわ。つべこべ言わずに、練習するわよ」

　命令とあれば、仕方ない。

　第一、今度のパーティーは雪葉の誕生日を祝うパーティーなのだ。本人が好きな曲を演奏したいというなら、それに沿そうべきだろう。

「……はい」

　鍵けん盤ばんに指を走らせ始めた雪葉について、天河もヴァイオリンに集中する。するとまたピアノが途と切ぎれた。

「飽あきちゃった」

「えっ？」

「せっかく三人も人がいるんだから、なにかゲームでもしない？」

「あ、ゲームなら僕、得意です！」

　おぼっちゃま時代、学校帰りはたまにゲームセンターに通っていた天河である。家にも最新のゲーム機器が揃そろっていたし、ゲームなら多少の自信があるのだ。

「なんにします？　お嬢様がお得意なのは、どんなゲームですか？」

「ババ抜き」

（え……）

　一瞬あっけに取られた天河だったが、雪葉の年齢を考えれば、それが普通なのかもしれない。

　というわけで、三人でのババ抜きが始められたのだが、天河が、

（お嬢様相手だからって手加減しないぞ。ゲームは時の運！）

　と、勝つ気満々でいると、ふいに雪葉がカードを下ろした。

「巽。ババ持ってるの、あなたでしょ」

「――ど、どうしてわかったんですか？　見えました？」

　雪葉が、ちょっと嫌いやそうに息を吐く。

「顔に出てるのよ。さっき天河がババを持っていたときも、巽がババを引いたときもすぐわかったわ。わたしより子供っぽいってどうなの。やる気あるの？」

「……すみません」

「まあいいわ。三人でババ抜きじゃあ、なんか物足りないし……次は神しん経けい衰すい弱じやくよ」

　二度目のトランプ大会は、またしても雪葉が優勢だった。

「あ、それ、狙ねらってたスペードの５～！」

「甘あまいわよ。一度見たカードは忘れないのが、神経衰弱のコツよ」

　天河が必死に覚えていたカードも容よう赦しやなくめくり、次々とカードを取っていく。半分以上のカードがなくなったところで、雪葉はまたしても、呆あきれたように天河を見つめた。巽も、天河よりは多いが雪葉にかなうほどは取っていない。

（中学生の女の子に負けるオレって……）

　落ち込む天河に、雪葉がさらなる追い打ちをかける。

「あなた、記憶力悪いわね。蒼そう明めい館かんっていえば、レベルが高いのではなくて？　あなたみたいな生徒がいたら、学校の評判にも傷がつくわよ」

（そ……そこまで言わなくても～っ）

　成績にあまり自信のない天河は、年下の少女の言葉になにも言い返せない。

（入学試験の順位とか、発表されてないから知らないけど、真ん中よりは下だろうし……あ、もしかしてトップは霧きり島しまとか？　有り得る……）

　勝手に霧島と自分を比べて落ち込んでしまう天河である。が、ここはなんとか「馬ば鹿かじゃない」ところを見せなければ――。

「お嬢様、もう一回いいですか？　次は集中しますから！」

　けれど、名めい誉よ挽ばん回かいの機き会かいはあっさりなくなった。

「もう飽きちゃった。次はチェスでもしない？」

「ええっ」

　雪葉が、つん、と細いあご先を上げる。

「まさかあなたたち、チェスもできないの？」

「将しよう棋ぎや囲い碁ごなら指せますが」

　困こん惑わくしたように眉まゆ根ねを寄せる巽に、雪葉が唇くちびるを尖とがらせた。

「なあにそれ、年寄りくさいわね」

「うちは、祖そ父ふと三世代同居なもので。子供のときからよく付き合わされたんです」

「……ふうん」

　そこで雪葉が一度言葉を区切ったので、天河はふと思い当たった。そう言えば、このお屋や敷しきには雪葉の両親の他に、祖父も住んでいるはずなのだ。

（まだオレ、お嬢様のおじいさん、見てないな）

　よく考えてみたら、両親の姿も見かけたことはない。日中の通いならともかく、住み込みで夜もずっとこの屋敷にいるのに。多た忙ぼうで滅めつ多たに帰らないと聞いているから、霧島の家と同じように海外でも飛び回っているのかな、と想像して、それもアリかな、と思う。

「皇さんだったら、チェスもできそうですよね」

　ふと思ったことを口にすると、雪葉がきょとんと目を丸くした。

「……あなたは、十とお夜やに会ったことがあるの？」

「ええ。あまり回数は多くありませんけど。でもこの間も、教育係をしてもらいましたし」

「えっ、十夜に!?」

　巽がオフィシャルモードを脱ぎ捨てる勢いで反応し、一瞬で我われに返る。

「すみません、つい……でも、教育係って？　なにそれ？」

「ええと、オレ、いえ、僕が世間知らずだから、ちょっとは世間慣れするようにって」

「ふーん、あいつが教育係ねえ。なにかと数字でものを言うから、疲れただろ？」

「はい。思わず、サイボーグ皇って、あだ名をつけちゃいました。あ、本人には内緒ですけど」

「ははは、サイボーグか。それ、中学ン時につけられたあだ名だ」

「なんで、ああなんでしょうね、皇さんって。この夏、初めてバトシスで会ったとき、脱だつ水すい症しよう状じよう起こして死にそうな顔してたんですけど、やけに冷静に『体内の水分量が六十パーセントを超えれば心配ない』とか自己分ぶん析せきしてオレに水を持ってくるように言ったんです」

「なんだ、そりゃ。ひとこと『水くれ』って言えば、済むことなのに」

「ですよね～。でも、なんかどうってことないことでも皇さんに小難しく言われると、カッコよく聞こえてしまったりするのはなぜなんでしょうか」

「天河、騙だまされちゃいけない。思い起こせばあれは中学生のとき、バレンタインでアイツは群がる女の子たちにチョコを差し出されても、一日の糖とう分ぶん摂せつ取しゆ量りようがどうとか抜かして、結局誰からも受け取らなかった！　それが、なんでストイックだの硬派だのってやたら好意的な解かい釈しやくになるんだ!?　世の中はアイツをいいほうに誤解しすぎている～！」

「……巽さんて、ホンットに昔っから皇さんと一緒だったんですね……」

　巽にとってはろくでもない思い出でも、聞いている分にはただの笑い話だ。

　思わず笑ってしまった天河が雪葉に視線を向けると、雪葉はむっつりと黙だまり込んでいた。昨日のノリだと、一緒になって悪口大会に発展しそうなものなのだが。

　少しして、ひとりごとの域を越えない声でつぶやく。

「本当にかわいくない子供だったのね、皇十夜は」

　そこへ、桜井が夕食の支し度たくが整ったと告げに来た。

「今行くわ」

　雪葉は沈んだ顔を隠そうともせず、なにかを思い出しているように考え込んだまま、ダイニングへと向かった。
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　雪葉の食事の給きゆう仕じは、大半が巽に任されている。天河は巽の指図があったときに手伝う程度のことしか仕事がない。他に人がいるならともかく、給仕する相手は雪葉ひとりだ。

　ミネラルウォーターは素そっ気けなさすぎて嫌、ペリエは炭たん酸さんで喉のどが痛くなるから嫌、という雪葉のために、巽はレモンやライムの香りをつけたフレーバーウォーターや、甘みを抑えたジュースなどを日替わりで用意している。

「今日は、オレンジピールのフレーバーウォーターをご用意させていただきました」

「そう」

　静かな静かなダイニングに、食器が触ふれ合う音だけが響ひびく。

　家族全員が集まってもまだ広いダイニングテーブルで、ただでさえ小こ柄がらな雪葉がさらに小さく見える。雪葉は、同年代の少女と比べると少し華きや奢しやな身体からだつきをしている。偉えらそうな態度やわがままな物言いにはちょっと辟へき易えきすることもあるけれど、にこりともせずに食事を続ける雪葉に、天河はちょっと言葉を失ってしまった。

（なんか、寂さびしいよな……昨日も今日も、ひとりで食事だなんて）

　ダイニングが広すぎるのもいけないのだ、きっと。

　何人給仕がいても、誰かと一緒に食べるのと食べないのとでは全然違う。皿に当たったナイフの音が遠くの壁かべに反響して、自分ひとりに返ってくるようなその感覚には、天河も覚えがある。

（昔のオレも、こんな感じだったよなあ……チエホフがいたから、別になんとも思わなかったけど）

　慣れていた。

　慣れているつもりだった。

　母親が失しつ踪そうする前は家族三人で食事したこともあったが、いなくなってからというもの、父子の時間すら激減した。父親と食事をしたことも、何度かはあったのだけれど。

　今、バトシスでにぎやかに食事をして、その心地ここちよさを知っている天河は、なんとなく雪葉のことがかわいそうになってしまった。

　バトシスでは大抵、住み込みの仕事があまりない高たか邸やしき、梶かじ、ロレンスと一緒に食事をしている。最初は騒そう々ぞうしいと思ったけれど、慣れると楽しい。

　いつのまにかなじんでしまった、あの不ふ思し議ぎなあたたかさ。

　それをきっと、雪葉は知らない。

「もういいわ。ごちそうさま」

　ひとりきりの食事では食欲があまりわかないのか、雪葉はさっさと席を立った。
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　夕食後は、巽がそのまま付き添って宿題タイムらしい。

　ひとりだけ勉強するのはつまらないと、天河も同じ部屋で宿題をするように言われた。まあ、どうせ宿題はやらないといけないし、どこで時間を取れるか考えていたので助かるのだが、天河の宿題にまで巽が目を光らせているので、ちょっと手が抜けないのが問題だ。

「あっ、これはですね、この公式さえ覚えていれば楽勝ですから！」

「その公式を覚えるのが面倒なのよ」

「大だい丈じよう夫ぶ、成なせば成る！　さあ、天河君もがんばって！　お嬢様、彼は今、数学で苦しんでいますよ。近い将来そうならないためにも、今、基き礎その公式はしっかり覚えておきましょうね！」

「オレは反面教師ですかあ？」

「いやあ、いいお手本だなあ。さあ、もうひとがんばりです！」

「巽って、ムダに熱いところがあるわよね……」

　早くも飽きたらしい雪葉が呆れたように視線を投げると、巽はぐぐっと拳こぶしを握にぎって力説した。

「お嬢様、天河君、山は高ければ高いほど登り甲が斐いがあるんですよ!?　キツイことほど、やり遂とげたときの達成感は爽そう快かいになりますから！　がんばりましょうね！」

　しかし、巽の励はげましを雪葉はさらりとかわした。

「数学はもういいわ。近いうちに、日本史の小テストがあるのよ」

「お、暗記なら、任せてください！」

　巽は目を閉じ、指を一本立てて得意そうに唱となえた。

「平たいらの清きよ盛もりが太だい政じよう大だい臣じんになった年の覚え方、知ってますか？　一一六七年、いい胸１１６７板の平清盛～」

　両手を振り上げ、巽が力こぶをつくってみせると。

　シラーっとした冷たい空気が流れ、ノートに目を落としたままの雪葉が、苛いら立だち混じりに言い放った。

「巽。私が子供だからって、無理に笑わせようとしなくていいわよ」

「すみません……」

　巽はしゅんとうなだれて静かになった。

（あれは絶対、お嬢様に怒られたことよりも、ギャグが滑すべったことのほうに落ち込んでるな）

「巽、いつまで黙っているの？　早く問題を出しなさいよ。でないとあなたがいる意味がないわ」

「は、はい。それで、小テストの範囲は……」

「室むろ町まち時代の文化。だから特に年号は関係ないわ」

　暗につまらないダシャレはいらないと言われ、巽はまたもやうなだれてしまったのだった。
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　トントン。

　葛城家の屋敷がひっそりと眠りに包まれた夜や半はん、天河は、ドアをノックする音で眠りから引き戻された。

「んん～？　まだ朝じゃないよな……？」

　もぞりと寝返りを打つと、またしてもドアを叩たたく音が聞こえる。

　トントン。

「ふあ……はあい、どなたですかぁ～？」

　あくびをしながらベッドから滑り下り、ドアまでふらふらと寝ぼけながら歩いていく。時計を見たら、午前二時をさしていた。眠いはずだ。

「そういや、草木も眠る丑うし三みつ時どきって、何時くらいのことなんだろ……？」

「さっさとドアを開けなさいよ」

「お嬢様!?」

　あわててドアを開けると、パジャマの上にガウンを羽は織おった雪葉が立っていた。

「……どうしたんですか？　ふあああ……失礼」

　ぴよぴよっとした寝ね癖ぐせ頭あたまの天河が、手で口を覆おおってあくびを嚙かみ殺す。いくら夜中でも、雇やとい主ぬしに、しかも女性を前にしてあくびをするのは失礼だ。それくらいは、天河もわかっている。

「怖こわい夢でも、見たんですか？」

「クラシック系じゃ、つまらないと思うの」

「……はあ？」

　言われた意味がわからず首をひねった天河に、雪葉が続ける。

「曲を変えるわ。今から耳で覚えて」

「へ……？」

　天河もパジャマのまま部屋を出て、雪葉についてピアノの元へ向かう。

　雪葉が壁際に置いてあるアンティークなステレオで流した曲は、聞き覚えがあった。

「あれ、これ聴いたことある……なんだっけな」

「『ケ・セラ・セラ』。ヒッチコックの映画『知りすぎていた男』の劇中歌よ」

「あ、映画音楽だったんだ……ずいぶん、古いの知ってるんですね。その映画、どんな話なんですか？」

　ヒッチコックといえば世界的に有名な映画監督だが、名前だけしか知らない。

　それは天河より若い雪葉も同じだったようで、怒ったように口を尖らせた。

「そ、そこまで知らないわよっ。とにかく、覚えなさい！　うちには、ヴァイオリン用の楽がく譜ふなんてないの！」

　もともと、天河の耳はいい。大抵の曲は聴けば覚えてしまうタイプだし、『ケ・セラ・セラ』は簡単で楽しそうな明るい曲だ。

「この部屋、防音でしたよね？　今から練習しても大丈夫ですか？」

「ええ、構わないわよ。誰もこんな時間には起きてこないだろうし。わたしももう寝るわ。明日、合わせましょう。それまでに弾ひけるようにしておいてね」

　雪葉が部屋に引き取ったあと、天河は部屋からヴァイオリンを持って来た。パジャマの上に上着を羽織り、弦げんにそっと触れる。防音されていても、心持ち控ひかえめに演奏するつもりだ。今はまだ、曲を最初からしっかりと覚えるほうが先だ。

　誰もいない空間で、じっくり、ゆっくりと練習できるのは久しぶりだ。バトシスの寮りようではやはり、時間や音量を気にしなくてはいけないし、思うままに弾き続けることは難しい。静かな空間で没ぼつ頭とうした天河がハッと気づくと、外はすでに明るくなっていた。

「やば……っ」

　ヴァイオリンをケースに戻し、あわてて自分の部屋に戻り、あちこち跳はねている猫ねこっ毛を手て櫛ぐしでざっと梳すく。バタバタと制服に着替えていると、ひょいっと巽が顔を出した。

「あ、天河。おまえ、急がないと遅刻するぞ」

「はい」

　天河がちょっと情なさけなさそうに顔をしかめてみせると、巽がすべて心得た顔で苦笑した。

「昨日は災さい難なんだったみたいだな。夜中にお嬢様がおまえのこと、特訓したんだって？」

「ええ、まあ……」

　特訓というのとは、ちょっと違うと思うのだが。

「あのー、それで、お嬢様は？」

「寝てるよ。眠いから今日は学校休むって」

「ええっ！」

「――って言ってたけど。桜井さんの説得で、二時間目から出ることになったらしい」

「堂々と遅刻するってことですか」

　ため息をついた天河に、巽が軽く肩をすくめてみせる。

「まあ、寝不足のまま学校行かせるより、睡すい眠みんとってから行かせたほうがいいからな。おまえも元おぼっちゃまだろ？　やっぱ、気まぐれで学校サボったりしたわけ？」

「いえ、オレはちゃんと行ってましたよ」

　あの頃は学校でわいわいやっているほうが気分的に楽だったし……。

（学校行くのがイヤになったのは、九月からだな）

　勉強が苦手でも成績が悪くても、学校が嫌いとは限らない。天河が学校に行きたくないと思ったのは、一文無しへと転落してからだ。

「――って、遅刻する～っ。すみません、学校行きますんで、じゃ！」
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　天河は学校から帰ってくると、自分に用意された個室でバトシスの制服に着替えた。

　きっと今日も雪葉は天河を待っていることだろう。昨日――というか夜中の様よう子すからすると、いてもたってもいられないという可能性もある。

　そう思うと、天河の気持ちはいつも以上に焦あせった。

（早くお嬢様のところに行かなきゃ）

　そう思いつつも、天河はため息をついてしまう。

（今日はなにを言われるのかな……また曲を変更するって言われたら、イヤだな……）

　せっかく夜中にあれだけ練習したのだ、その努力を無む駄だにはしたくない。

　それにパーティーは明日なのだ。今日、曲の変更をするのは本当に勘かん弁べんしてほしい。

　いくらなんでも今から他の曲を練習して、完かん璧ぺきに弾きこなす自信はない。

（どーか、曲が変わりませんように）

　天河は天を――正確には天てん井じようを仰あおいで、心からそう祈いのった。

　それから、パンッと頰ほおを両手で軽く叩く。

「よし、今日もがんばるぞ。えーと、制服ＯＫ！　髪型ＯＫ！　スマイルＯＫ！　準備ＯＫ！」

　気合を入れて、天河は雪葉の部屋へと向かった。







　部屋に入るなり、ソファの肘ひじ置おきにもたれかかっていた雪葉が不ふ機き嫌げんそうに不満を漏もらした。

「遅いわ、あなたっていつもわたしを待たせるわね。もしかしてそれって得意技？」

（おお、今日の嫌味は一段とヘビーだな）

「すみません、これでも急いで帰ってきたんですが……」

　内心ムカッとしたが、天河は素す直なおにあやまる。

「ま、いいわ。じゃあ、私服に着替えてきて」

「へ？」

　ヴァイオリンの練習をするのに、なぜ着替える必要があるのだろう。

「あ、あのー……練習は？」

「ぐずぐずしないの。桜井と巽が戻る前に、出かけるわよ」

「は、はい！」

　天河は雪葉の部屋を退出すると、私服に着替えすぐに戻った。

　私服といっても、まさか葛城家での仕事で制服以外の服を着ることになるとは思っていなかったので適当な服しか持ってきていなかった。なので、ジーンズにＴシャツという、全然イケてない格かつ好こうだ。

　一方の雪葉と言えば、シフォン素材の上品なワンピースで、薄うすいピンク地の上にはさりげなく薔ば薇らの刺し繡しゆうが散りばめてあった。雪葉にとても似に合あっている。

　そんな可か憐れんな格好の雪葉に、ザ・庶しよ民みん服の天河。

　どう考えても天河が浮いている。

「すみません……こんな格好で」

　天河は恥はずかしそうにあやまるが、雪葉は別段気にしている様子はなく、

「さ、行くわよ」

　天河にハート型の鞄かばんを持たせ、さっさと葛城家の車に乗り込んでしまった。

（なんか不安な展開だな……）

　桜井と巽は明日のパーティーの打ち合わせで、会場となるホテルに行っている。

　だから屋敷にいる執しつ事じは天河だけだったのだ。

　いくらお嬢様の命令とはいっても、見習いの天河だけ連れての外出は正直不安だ。

（もしお嬢様の体調が悪くなったら……）

　車の中でこっそり巽にメールを打つ。

　内容は、お嬢様と外出し、葛城家の車で移動中だという旨むね。

　しばらくして、「なにかあったら、すぐに連絡するように」と巽から返信があった。

（言われなくても、そうするよ……むしろ積極的にそうするって）

　天河は何事もないことを祈りつつ、ケータイを閉じたのだった。
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　車が到着した先は、天河にも覚えのある場所だった。

（なんで、ここに……）

　池いけ袋ぶくろのサンライズシティ。つい最近、皇と来たばかりだ。教育係になった皇に連れ回された話はしたが、行き先を口にした覚えはない。なので、ただの偶然だろうけれど。

「さ、行くわよ」

　雪葉はそう言うと慣れた足取りで歩きだしてしまう。

　天河もその後をついて行く。

（こんなところに、いったいなんの用事が……）

　考えられるとすれば買い物だ。

　しかし、お嬢様の雪葉がここに洋服を買いに来るとは到とう底てい思えない。

　やはりというかなんというか、雪葉が向かったのは水族館だった。

（偶然か？　偶然だよな？）

　なんにせよ、ここならちゃんとエスコートできる。そう思うと少し余よ裕ゆうが出てきた。

「お嬢様は水族館がお好きなんですか」

「なによ？　私が水族館に来ちゃダメなの」

「いえ、僕も水族館は好きですよ。いろいろな魚が見れるのは楽しいですよね」

　天河の言葉に雪葉の顔がぱっと輝く。

「そうよね！　わたしもそう思うわ。あんまりこういうところに来ないから、たまにはいいかなって思って」

　雪葉の機嫌が直ったところで、天河はさっそくチケットを買いに行こうとした。

（もうドキドキしないぞ）

　一度経験したことがあるので、もうへっちゃらである。

　天河が意気揚よう々ようとチケット売り場に向かおうとすると、なぜか雪葉が先に行ってしまい、「学生二枚」とチケットを買ってしまった。

「はい」

　と、天河の分を差し出す。

「あ……すみません」

　天河は折せつ角かくの見せ場がなくなり、少しがっかりしてしまった。

（これくらいオレだってできるのに……くすん）

　執事として頼られていないのかも……などと落ち込みつつ天河は雪葉とともに水族館を見て回ることとなった。

　天河は大だい水すい槽そうの前に来ると得意げに雪葉に話しだした。

「この魚はカクレクマノミといって映画のキャラクターになった魚なんですよ。あと、この巨大な水槽で泳いでいるマグロはずっと泳いでいないと死んでしまうんですって。もし止まったたら酸さん欠けつになってしまうから」

「妙みように詳しいじゃない」

「いえ、それほどでも。あははは」

　こんなに薀うん蓄ちくを語れるのはつい最近、皇に連れて来られたばっかりで……とは言いづらい天河である。

（このタイミングで皇さんの名前はまずいよな……悪口大会に発展しても、オレ、巽さんほど話題ないし……それにしても、お嬢様、慣れてる感じだよな）

　先ほどから、雪葉は迷まようことなくすいすい行ってしまう。

　入場する前に「あまり来たことがない」と言っていたはずなのに……。

（ま、いっか）

　天河は少しの違和感を覚えたものの、雪葉とともに水族館を楽しんでしまった。







　水族館を堪たん能のうしたふたりは、次に二階にある『ワンジャタウン』へと来ていた。

（あれ、ここも……）

　偶然とはいえ、またしても皇に連れて来られた場所だ。

「なにかおもしろいゲームがしたいわ」

　雪葉のリクエストを受けて天河はゲームフロアへと向かった。

　天河は雪葉に一番お気に入りのアーケードゲーム『ゾンビーハンター３』を薦すすめた。

　皇とさんざんやり倒したから、腕うでも多少は上がっているはずだ。

（どうしよう、お嬢様に「天河って、すごーい！　見直したわ！」なんて言われちゃうかも）

　などと考え、ついにんまりしてしまう天河である。

「さ、やってみましょう。僕が教えてあげますから」

　天河は雪葉にやり方を教えてあげて、さっそくゲームを始めた。

　予定通り前回より高得点を出した天河は、思わずガッツポーズをとってしまう。

「やりました！　最高得点です」

　満面の笑みで雪葉を見ると、彼女はじろりと天河を睨んできた。

「あっそ。よかったわね」

　雪葉の声はとても冷たい。

（お嬢様に勝ってどうするんだ、オレ！）

　天河はその瞬間、自分の過あやまちに気がついた。

（こういうときは負けるのが筋だろ！　バカ、バカ、オレのバカ！）

「すみません……」

「あやまらなくていいわ。勝負は勝負だもの」

　しゅんとなる天河に、雪葉は悔くやしそうにつぶやいた。

「あなた、トランプ弱いくせに。こういうのは得意なのね」

　不機嫌になってしまった雪葉に天河はおろおろしてしまう。

（えーと、えーと）

　天河の頭はフル稼か働どうだ。

「お嬢様もとても初心者には思えない腕前ですよ！」

「あっそう」

「いや～、次やったら今度は僕が負けちゃいそうですよ」

「そう言ってわざと負ける気でしょ」

（バレた！）

　自みずから墓ぼ穴けつを掘ほってしまい、天河は収しゆう拾しゆうがつかなくなってきた。

　ふとそこで、時計が目に入った。

　時刻はすでに六時半を回っている。

（やべ……いい加減、帰らないと）

「お嬢様。とても楽しい時間でしたが、そろそろ帰りましょう。あまり無理をされるとお身体にも障さわりますし……」

　今から戻れば夕飯の時間に充分間に合う。それに、もう巽と桜井が帰ってきているだろう。万が一、雪葉の機嫌が直らなくても、あのふたりがいればなんとかしてくれると思うし……。

　しかし、雪葉は、

「嫌よ、帰らない」

　の一点張りで、結局また移動することになってしまった。







　そして、次に連れて行かれたのは――東京タワーだった。

（あれ？　また？）

　ここまで皇と同じコースをたどられると偶然では片付けられないような気がしてきた。

　しかしそんなこと、雪葉には言えない。

　ここでも雪葉は率先してチケットを購入し、天河を従えて展望台へと向かった。

（なんかオレの立場が……）

　またまた落ち込みつつ、慣れた足取りの雪葉に天河は質問をしてみた。

「お嬢様は何度もいらしているんですか」

「ま、まあね」

　雪葉は短く答える。

「正直意外です。こういう場所には来られないようなイメージがあったものですから。それにご自分でチケットを買うのは立りつ派ぱなことだと思います」

　天河はおぼっちゃまだった頃、自分で率先してなにかをするということはなかった。人がやってくれることはすべて任せる。それが一番楽でいいと思っていたので、雪葉の行動は天河にとってとても立派なものに思えた。

「わたしはその辺の世間知らずのお嬢様と違って、すべてを人任せにはしないのよ」

　雪葉は照れたようにぷいっとそっぽを向いて外を眺ながめた。

　展望台から見える東京の夜景は、先日と変わらずとても美しい。

（オレより年下なのに、しっかりしてるな）

　天河は素直にそう思った。

「素晴らしい姿勢だと思います。お嬢様は自立心が強いのですね」

「褒ほめてもなにも出てこないわよ」

「はい。わかっております」

　天河と雪葉はしばらく無言で、きらきらと輝く夜景を眺めていた。

　すると、雪葉がある方向を指差した。

　それは赤あか坂さかの方向だった。

「あっちに家があるのよね……」

「そうですね」

　天河もじっとそっちを見る。

　ここからだと雪葉の家なんてゴマ粒つぶ以下だが、なんとなく見えるような気がした。

「ねえ、こうして見ると、ちっぽけだと思わない？」

「そうですね」

「本当にちっぽけよね……」

　展望台の窓に雪葉の憂うれいのある表情が映っている。

　鏡の世界には正反対の自分がいるという……。普段、勝気な雪葉の、正反対の顔。

　しばしの沈ちん黙もくのあと、雪葉は切り出した。

「明日、あのホテルで誕生日パーティーをするの」

　雪葉は家と同じ方向を指差してみせる。

　しかし、天河にはどこだか区別がつかない。

「わざわざホテルでやらなくてもいいと思わない？」

　雪葉は不満げだ。確かに毎年のようにホテルでやれば飽あきるだろう。

　なんとなく天河は「誕生日を祝ってもらえること」を好ましく思ってない雪葉に、少しだけ苛立ちを覚えた。

（オレなんか、誰も祝ってくんないから、自分でやっちまったもんな）

　今年の夏。クラスメイトを集めて、ホテルのプールを借り切っての大おお騒さわぎ。でも、「今日が誕生日なんだ」ってことを大っぴらに言うのが恥ずかしくて、田た中なかにしか言わなかった。結局、田中の口からみんなに知れ渡って――そのあとだ、チエホフが来て、父親の失踪を告げられたのは。

（最悪の一日だったよな……。そういや、霧島をぶん殴なぐったのも、あの日だったっけ）

　よくよく思い返してみれば、霧島の態度はあの日からなにも変わってない。なのに、距離が縮まったのは不思議な気がする。

（――って、オレが激変したからか）

　ＩＴ企業の御おん曹ぞう司しから見習い執事へ。最初はめちゃくちゃ自分の運命を呪のろったけど、今となってみれば、なぜかこれでよかったような気もしているのだ。

　それは、たぶん……バトシスのみんなに囲まれる生活が、あったかくて心地いいからだ。

「天河？」

「あ、すみません、ちょっとボーッとしちゃって。お嬢様は家でのパーティーがご希望なんですか？」

「別に、どこだっていいわ」

「はあ……それではどこかお好みのところがあるのでしょうか」

「別にないわ」

「はあ……」

（お嬢様の考えが、よくわかんないなぁ）

　その考えが顔に出てしまったのか、雪葉は天河に背を向ける。

「さ、帰るわよ」

（お、怒らせた？）

　戸と惑まどう天河を残し、雪葉はさっさと歩いて行ってしまったのだった。
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　帰宅してから、少し遅めの夕食となった。

　雪葉が突然出かけることは珍めずらしいことではないようで、桜井は慣れた様子で雪葉を出迎えた。

　雪葉が食卓に着くと、巽の給仕で食事が始まった。

　天河といえば、雪葉の斜め後ろに立っている。その表情には元気がない。

　寝不足だということもあるが、東京タワーでの出来事をずっと引きずっていた。

（オレ失敗したかな……）

　そんなことばかり考えてしまう。

（なんか、執事失格って感じ……）

　前菜が終わる頃、雪葉は立っている天河に声をかけた。

「今ここで『ケ・セラ・セラ』を演奏してちょうだい。練習の成果が見たいのよ」

「かしこまりました」

　天河はすぐにヴァイオリンを持ってきて演奏を始めた。

（名誉挽回しなくちゃ！）

　天河は気合を入れて演奏を始めた。

　美しい音ね色いろが部屋中に響く。が……。

（正直、寝不足でちょっとつらいかも……）

　今日は数時間しか寝ていないのだ。

　だが、そんなことを言っている場合ではない。

『ケ・セラ・セラ』は短い曲だ。天河は自分を励まし、ぼーっとしている頭を無理やり動かして演奏に集中した。

「いかがでしょうか？」

　現時点で最高の演奏をどうにか終え、天河がおそるおそる訊きくと。

「まあ、いいんじゃないかしら」

　食事をしながら聞いていた雪葉は及きゆう第だい点てんを出してくれた。

　しかし、手放しで褒めてくれたという感じではない。言うなれば、とりあえずそんなもんでしょ、という感じだ。

（いまいちだったのかな……）

　ダメ出しされたわけではないが、天河は少し落ち込んでしまった。

　演奏を喜んでもらえないのは寂しい気がする。

　そんな天河をよそに、雪葉はさっさと食事を切り上げて椅い子すから立ち上がった。

「今日は疲れたからもう休むわ」

　そう言うと部屋から出て行ってしまう。

　雪葉の様子に、桜井と巽も心配そうに顔を見合わせた。

「なあ、天河。なにかあったのか？」

　残された食器を片付けている途中、巽がこっそり話しかけてきた。

「すみません……よくわかりません」

　天河はそう答えることしかできなかった。

　雪葉の今日の行動。

　そして、雪葉の漏らした言葉。

　それぞれなにか意味があるような気がしたが、天河にはその答えがわからなかった。
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　その夜、シャワーを浴あび、部屋に戻ろうとしていた天河は廊ろう下かでばったり巽と会った。

　巽ももう仕事が終わっているらしく私服になっている。

「お疲れ様です、巽さん」

「おう、お疲れさん」

　巽は軽く手をあげ返事をする。

「そうだ、ちょっと一杯やろうぜ……ってわけにもいかないのか、未成年だもんな」

「お茶でよければお付き合いさせていただきます」

「よーし、それじゃあ、美お味いしいお茶を淹いれてあげよう」

　――ということで、天河は巽の部屋に行くことになった。

「はいよ」

　巽が出してくれたのは茶色い色をしたお茶だった。

「いただきます……うげっ」

　天河は一口飲んだとたん、べーっと顔をしかめる。

「なんでずがごれ」

　苦いし、土臭いし、なによりまずい。

「『どくだみ茶』だ。デトックス効果があるお茶なんだぞ！　心も身体もデトックス～。なんてなっ」

　巽は明らかに、天河の反応を楽しんでいる。

「なんの罰ばつゲームですかっ」

「まーまー、身体にいいんだから飲んどけよ」

　そう言うと、巽もどくだみ茶を飲んだ。

「うーまずい、もう一杯！」

　空からになった湯飲みを机つくえの上に置く。まるで、酒を一気飲みしたような勢いだ。

（うわ、一気によく飲めるな。さすが漢かん方ぽう薬局の息子）

　先せん輩ぱい執事が淹れてくれたお茶を無む下げにするわけにもいかず、天河も残りの茶を一気飲みしてなんとかその場をやり過ごす。

「よーし、えらいぞ」

「おいじがっだでず。これでちょっとは元気が出るかも……」

「はは、そうかそうか。そういや、今日、おまえ、あんまり寝てないんだったよな」

　朝まで練習をしていたせいで、実は今とてつもなく眠い。

　天河があくびをすると、巽はしみじみ言った。

「おまえも大変だな。おまえが来る前は、俺も結構振り回されたぜ」

「え、本当ですか！」

　自分だけかと思っていたが、どうやら違っていたようだ。

「でも、巽さんはお嬢様の体調管理とか、ちゃんと気を配ってるじゃないですか」

「まあ、ぬかりがないようにいつも接しているつもりだけどね、今日みたいに目の届かないところに行かれるとちょっと不安かな」

「すみません……オレ、やっぱり止めるべきだったんですよね」

　もし、ふたりきりのときになにかあったら――医師免許も薬やく剤ざい師しの資格もない天河には適切な処置ができない。

　けれど、今日の様子を見る限り、雪葉はそんなに弱いようには思えないのだが……。先日のパーティーでは貧血を起こしていたけれど。病気、とは違う印象だ。

「お嬢様は本当に身体が弱いんですか？　今日なんかあちこち歩き回ったけど、元気そうでしたよ」

　確かに夕飯のときは元気がなかったが、あれは疲れが溜たまっただけのように思える。

「まあ、丈夫じゃないのは確かだな。すぐに熱を出すし。反対に気は強いけど。お嬢様の元気は空元気っていうのが本当のところかな」

「空元気ですか……」

「ああやって気き丈じように振る舞うことで周りに心配かけないようにしてるんだと思う。だから油断は禁きん物もつなんだ。今日の無理が明日の体調に響くかもしれない。気をつけたほうがいいだろうな」

「はい。オレも気をつけます」

　パーティーでヴァイオリンを弾くために呼ばれたとはいえ、一応は雪葉付きの執事なのだ。

「ところで、今日はいろいろ回ったようだな。さっき運転手の白しら川かわさんに確認したけど」

「えっ、今日行った場所、全部把は握あくしてるんですか？」

「当たり前だ。専属執事として、お嬢様の行動を把握するのも仕事のひとつだ」

「なるほどー」

「しかし、油断した。お嬢様はおまえが帰ってきたら練習するから、って言って、俺もホテルに行かせたんだ」

　巽はホテルの下見をする必要があった。明日、迅じん速そくに行動するためだ。

「で、おまえが今日行った場所だが、俺も同じ場所に連れて行かれたんだ」

「えっ、そうなんですか？」

「ここに来て、二日目だったかな。学校から帰ってくるなり、突然、出かけるって言いだして……そういや、あの日も桜井さんがいなかったんだよな」

「巽さんもですか……そう言えば、お嬢様に連れて行かれた場所で気になることがあるんです」

「なんだ？」

　実は――と、天河は以前、今日訪れたのと同じ場所に、皇に連れて行ってもらったことを話した。

　それを神妙な顔つきで巽は聞き終え、ぽそっとつぶやいた。

「偶然じゃないだろうな」

「巽さんもそう思いますか。やっぱり、皇さんに連れて行ってもらったところをオレたちとも行ったってことですよね」

「だろうな……そうだ、俺も気になることがあったんだ」

「なんですか？」

「チケットからなにから、全部、お嬢様が買ったか？」

「はい、全部お嬢様が買ってましたね」

　それを聞いて、巽は「やっぱり」とつぶやき、考え込んだ。

「……お嬢様の行動から考えると、もしかしたら十夜にバカにされたのかもな。世間知らずでなにもできないって。だから、俺やおまえに、わたしはチケットぐらい買えるのよ、ってとこ、見せたかったのかもな」

「それって、皇さんのことめちゃくちゃ意識してる行動ですよね」

「おまえもそう思うか」

　巽も天河と同じ事を考えているようだ。

　天河は東京タワーでの雪葉の言葉を思い出した。

『わたしはその辺の世間知らずのお嬢様と違って、すべてを人任せにはしないのよ』

　あの言葉は、皇への反抗心から出た言葉だったのだろうか。

「あのー、お嬢様って、そんなに皇さんのこと嫌いなんですか？」

「正直、わかんねえ」

「わかんないんですか？　お嬢様と悪口大会で盛り上がってるのに？」

「悪口大会できるからって、お嬢様が俺に心許してると思うのは大間違いだぞ」

　巽は暗い表情になる。

「お嬢様が皇の悪口を俺に言うのは、俺があいつの幼おさななじみで話題に事欠かないからなんだよ……結局、お嬢様と俺を繋つないでるのはあいつの存在だってことだ」

「巽さん、そんなこと……」

　天河は先を続けようとしたが言葉が続かない。

「これじゃあ、あいつに勝ったどころか負けてる気がするよ」

「……――」

　巽は悔しそうに、がーっと頭を掻かいた。

「なにがあったか知らねえけど、お嬢様の気持ちがあいつに囚とらわれている間は、俺はお嬢様にとってあいつ以上の存在にはなれないってことだよな……本当の信頼は得られないってことだ」

「巽さん……」

　天河はかける言葉が見つからない。

　巽が悔しい気持ちになるのは皇のことを人一倍ライバル視しているからだろう。だから巽は皇以上の評価を得たいのだ。

　しかしそれだけじゃない。それ以上に執事としてお嬢様に本当の意味で必要とされていないことが巽は悔しいのだ。

「十夜はなんでクビになったんだろうな……」

　ぽつりと巽がつぶやいた。

「俺が言うのもなんだけど、あいつ、解かい雇こされるようなでっかい失敗をするようなヤツじゃないし。正直、わけがわからないんだ。いったいどんなミスをやらかしたのか、それも気になって引き受けたんだが……長期派は遣けんは初めてだし、おまけにお嬢様を子供だと思って甘く見てたからな……。はっきり言って、その点だけは反省してる」

　どくだみ茶の入っていた湯飲みを両手で包み、巽は視線を落とす。

「それに、ここまで来ると考えすぎって笑われるかもしれないけど。なんか、お嬢様に十夜と比べられてるみたいな気がするんだよ」

「ああその気持ち、なんとなく、わかる気がします」

　天河はこくりとうなずいてみせた。

　意識するしないにかかわらず、普通、人は前任者と後任者を比べてしまうものだろう。

（誰かのあとに入るって、難しいことなんだな……）

　落ち込む巽の姿を見て、天河も深く考えてしまったのだった。
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　翌日――午後六時半から、赤あか坂さかの一流ホテルの大だい宴えん会かい場じようで、雪ゆき葉はの誕生日パーティーが催もよおされた。

　天てん河がは自分の出番までは、ウェイターとして立ち働くこととなり、会場内を忙しく泳ぎ回っていた。今日はホテルの従業員の他に、バトシスからも華か神がみ、梶かじ、高たか邸やしき、ロレンスの四人が派は遣けんされている。ウェイターなら、ホテルの人員だけで充分だと思うのだが――。

「うちは執しつ事じをこれだけ雇やとっているんだ、っていう見み栄えを張る雇い主ぬしもいるって前に話しただろ？　今回の場合がそれだ。あ、今言ったことは極秘事項だからな。口滑すべらせるんじゃねえぞ」

　バトシスメンバー用に当てられた控ひかえ室で、先ほど身なりを整ととのえているとき、高邸がそう教えてくれた。

　つまり、普段の生活には執事はひとりいれば――もしくはひとりもいなくていいが、こういう場ではいかに裕ゆう福ふくであるか、見せつける必要があるということらしい。

　実際、今日は雪葉の十三歳の誕生日であるはずなのに、招待客は会社の重役や取引先の人間で占しめられているようだ。葛かつら城ぎグループは食品、紡ぼう績せき、化粧品など幅広い分野でビジネスを展開している企業である。

　きらびやかなシャンデリアに照らされた会場には酒と香水の匂においが充満し、せっかく飾ってある花の香りを消してしまう。スーツ姿の大人おとなたちが圧倒的に多く、雪葉と同年代の少女などほとんど姿が見えない。たまに子供がいることもあるが、そのほとんどが親に連れられてきただけで、雪葉とは面識もないから話しかけない。

（それにしても、人数多すぎだろっていうか、オッサン率高すぎだよ。せっかくの、お嬢様の誕生日なのに）

　今日は日曜日。もし、今日が平日で雪葉が学校に行っていたら、誰だれかプレゼントとかくれたのかな……そんなことをふと考える。

　雪葉は今日は一日中、家にいた。祖そ父ふの新しん三ざぶ郎ろうの命令だ。パーティーで倒れられたりしたら話にならないし、出かけた先でもしなにかあった場合、主役が遅刻しては困るからだ。

　――なるべく、おとなしくさせておくように。

　それは孫娘の体調を気き遣づかった……というよりは、誕生日パーティーという体てい裁さいを保たもちたいがゆえの指示だった。

　結局、昨日きのうの疲れもあってか、雪葉は昼近くまでたっぷり睡すい眠みんをとった。それからホテルに入るまでの間、雪葉は天河とともに自宅のサロンでパーティーのときに披ひ露ろうする曲の練習に打ち込んだ。

　そして今、車で移動して身み支じ度たくを整え、フロアの中央にいる。

　雪葉の姿をちらりと視界の隅すみで捉とらえた天河は、空気の悪さに閉口した。

（うへえ……煙えん害がいだよこれぇ……）

　空気がタバコ臭く、フロア中にうっすらと煙けむりがかかって見える。

　銀のトレイにワインやカクテル、ビールを載のせて給きゆう仕じしているが、いつもより圧倒的に酒の消費量が多い。

「君、レッドアイはないのかね？」

「はい、ただいまお持ちいたします」

　細かい注文をつけられることも多くて、思わず腰こしが引けてしまう。

（うう……緊張する……やっぱオレ、パーティー苦手だわ）

「ははは」

　フロアの中央付近では、新三郎が上じよう機き嫌げんで笑い声を立てていた。

「本日はおめでとうございます、葛城さん」

「いや、ありがとうございます。まったく、孫のためにご足そく労ろういただき、誠にありがとうございます」

「目の中に入れても痛くないお孫さんのお誕生日ですもの」

「さすがに盛大なパーティーですな」

「こんな素す敵てきなおじい様がいらっしゃるなんて、お孫さんがうらやましいですわ」

「ええ、本当に」

「いやいや、我われながら孫にだけは甘あまくて、困ったものですな、はははは」

　大人たちは集まり、世間話のように挨あい拶さつを済ませると、だんだんと真の目的へと話題を移す。

「それで、例の件なんですがね。なにせ、この不ふ況きようですから……」

「我々としましても、今の条件のままでは苦しいので、葛城さんになんとかご助力願えないものかと――」

　そんな中で、雪葉は新三郎から少し離れた位置に立ち、次々とやってくる客に丁てい寧ねいな挨拶を返していた。

「お誕生日おめでとうございます、雪葉さん、でしたね。どうも初めまして。私、おじい様とご一緒に仕事をさせていただいている、こういう者です」

　渡された名めい刺しは、片っぱしから巽たつみが受け取っていく。

「ありがとうございます。今日は、ごゆっくりなさってください」

「こんなに立りつ派ぱなパーティーを開いてくれるおじい様がいらっしゃって、本当にお幸せですね。それでは」

　雪葉は、白い肌はだによく映はえる、薄うすいピンクのふんわりとしたドレスを着て、本当にかわいらしかった。ノースリーブのドレスでほっそりとした腕うでを目立たせ、肘ひじまでを覆おおうレースの手袋がよく似合う。

　細い首筋を、真っ赤なルビーのついた華きや奢しやなネックレスが飾っていた。それが、新三郎からのプレゼントだそうだ。

　ぴったりと付き添っている巽が、飲み物を用意したり会場の隅に山積みになっているプレゼントを見せたりと、あれこれ世話を焼いているが、雪葉は一向に浮かない様よう子すだった。人が多いから、疲れてしまったのだろうか。天河ですらちょっと頭が痛くなるような空気の悪さだから、それも仕方ないかもしれない。

　人が多くて暑い。季節はもう、秋半なかばだというのに、熱気がこもってむっとする。

（お嬢様が身体からだ弱いって、お客さんたちは知らないのかな）

　きっちりとした襟えり元もとを指先で少し引っ張って、ふう、と息をついた天河の背後に、すい、と華神が近づいた。

「天河君、いったん、空からのグラスを集中的に下げよう。だいぶテーブルに溜たまってる」

「あ、はい。そうですね」

　少し離れたところにいた梶と高邸に華神が目で合図を送ると、こちらは任せてください、というように目線で返される。

　ロレンスはというと、やはりというか、バイリンガルであることを武器に、通訳として駆かり出されているようだった。金髪の青年と重役のマダムとの会話の橋渡しをしている様子だ。

（ロレンスはこういう場面で強いよなー、やっぱ）












　手早くグラスを回収してパーテーションで仕切られた別室に運び込むと、人の目がなくなったせいか、ほっと肩かたの力が抜けた。

「疲れた？」

「……ええ、まあ。パーティーは、まだ慣れなくて」

　天河の息抜きに、華神も付き合うようにうっすらと微笑ほほえむ。

「それにしても、こんなホテルで誕生日パーティーとはすごいね、あのお嬢様も」

　汗をかくとグラスなどが滑すべりやすくなるからと、華神は裏に引っ込むたびに冷たいおしぼりで手を拭ぬぐう。天河もそれに倣ならった。

「でも、華神さんに髪を結んでもらって、ちょっとうれしそうでしたね、お嬢様」

　華神だけは他のメンバーより早くに来て、雪葉の仕度を担当したのだ。

「ちょっとアレンジするだけで華はなやかさが増したでしょ？　いい髪質だったよ、まだ初うい々ういしくて素直で」

　元カリスマ美び容よう師しの意識は、どうしても髪に向いてしまうらしい。

「手入れがよく行き届いて、本っ当にツヤツヤだった。あの輝きをずっと閉じ込めておけたら、と思うよ。なにものにも替えがたい宝物だ」

　うっとりと語られ、天河はじーっと華神を見つめてしまう。

（まさかこの人、お嬢様にもこうやって必殺トークかましたんじゃないだろうな……）

　華神みたいな美形に、こうやって熱く語られれば大抵の女性はぽーっとなってしまうのだ。これまで、何度か華神の無意識でのタラシっぷりを見たが、なんというかすごかった。

「お化け粧しようもしたんですか？」

「ちょっとだけね。唇くちびるにグロスと、頰ほお紅べにを入れた程度だよ。もともとはっきりした目鼻立ちをしているし、そんなにゴテゴテと飾る年齢でもないから。少しだけ大人っぽく見える、かな？」

　濡ぬれたように光る唇のせいだろうか、確かにいつもより雪葉は大人っぽく見える――子供と大人の狭はざ間まにいるような、不ふ思し議ぎな透明感のある綺き麗れいな姿。

　けれど、残念なのは、パーティーが始まってから、ちっとも楽しそうな顔をしないことだ。知らない大人に挨拶をされるたび、優雅な笑みを浮かべてはいるけれど、それは人形の作り物めいた笑顔で、天河の知っている雪葉の表情ではなかった。普段の雪葉は喜き怒ど哀あい楽らく、すべての感情をもっとはっきりと表す。

「あ、ここにいたのか。天河、そろそろ演奏の準備を頼む。お嬢様のほうは準備ＯＫだそうだから」

「はい！」

　巽が呼びに来て、天河はヴァイオリンを携たずさえ、フロアに戻った。雪葉も、雛ひな壇だんに置かれたピアノのスツールにちょこんと腰かける。

　天河たちのスタンバイができたのを巽が確認すると、新三郎がその少し手前でマイクを持った。

「本日はお忙しい中、孫娘、雪葉のためにお集まりいただきまして、誠にありがとうございます。皆様への感謝の気持ちを込めまして、拙つたないながらも雪葉のピアノを、ご披ひ露ろうさせていただきます」

　会場の照明がワントーン下げられ、続いて雪葉にスポットライトが当てられる。

　まずは雪葉のソロだ。『主よ、人の望みの喜びよ』の澄すみ渡って神聖なメロディが会場にゆっくりと広がり、短めに切り上げる。次は天河との演奏だ。

『ケ・セラ・セラ』をアップテンポで演奏すると、雪葉が天河をちらりと見、楽しそうに頰を紅こう潮ちようさせた。今日、集中的に練習した甲か斐いあって、息はばっちり合った。雪葉も満足そうに弾ひき終えて、満場の拍はく手しゆの中、一度深くお辞じ儀ぎをしてからピアノを離れる。

　すると新三郎が、天河だけにわかるように低く唸うなった。

「『誰も寝てはならぬ』のはずではなかったのかね」

「昨日、変更になりまして」

　あまりに新三郎が不機嫌そうなので、あわてて付け足す。

「あの、その曲も弾けますが」

「だったら演奏したまえ。ああ、他にも何曲か頼む。曲はなんでもいいが、クラシックだぞ。なるべく有名なものがいい。わかったな？」

　そばを通りすぎた雪葉が、一瞬ピタリと足を止めた。

　そのまま巽に促うながされ、まだまだ待ち受けている人ひと垣がきの中へと案内されていく。

「はい。かしこまりました」

　言われた通りに天河は演奏を続けたが、客は皆歓かん談だんに夢中で、ほとんどの人が聴いていないのがわかった。音が素通りしていく感じだ。

（ん……？）

　この感覚は覚えがある――と感じ、ふと思い出したのは、雪葉の食事の光景だった。

　皆に囲まれていても、ひとり。

　こうして誕生日パーティーを開かれていても、ひとり。

　天河はヴァイオリンを弾きながら、冷ややかに会場を観察する。

　相変わらず人の輪の中心にいるのは新三郎で、他にもあちこちで大人同士が集まり、仕事の話をする。当の主役は、忘れ去られたように壁かべ際ぎわに立ち、知らない大人から祝福され、形だけの微笑みを浮かべる。

（こんなの、誕生日パーティーって言えるのかな……）

　孫娘の誕生日にかこつけた、商談の場だ。だから雪葉が、心からの笑みを浮かべられない。新三郎はいても、雪葉の両親は来ない。

（この人たち、いったいなにしに来たんだろう）

　雪葉にとって一年に一度しかない、特別な日なのに。

　普通なら大好きな人たちに囲まれて、楽しく過ごすはずの一日なのに。

　昨日のことを思い出す。

　――ちっぽけね。

　東京タワーで夜景を見下ろしながら、雪葉がつぶやいた言葉。

　あれは、大人の事情に抗あらがえない自分の存在を表していたのだろうか。

（子供って、本当に無力だよな……）

　親の金を湯水のように使っていたときは、そんなこと、ちっとも思わなかった。でも、会社が倒産して、父親が失しつ踪そうして――無一文になって、チエホフが保護者になってくれて。そのとき初めて天河は悟ったのだ。自分が、大人がいなければなにもできない、ただの子供だということを。

　三曲ほど弾いて、ヴァイオリンを下ろすと、近くにいた人たちが、かろうじてぱらぱらと拍手をしてくれた。

　虚しい気持ちを押し隠し、笑顔でお辞儀をして、ヴァイオリンをしまいに控え室に行くと――。

「あれ？」

　なぜかそこには雪葉が仁に王おう立だちしていた。

　かすかに赤い瞳が、キッと天河を見上げる。

「お嬢様、どうかしたんですか？」

　いつのまに会場を抜け出してきたのだろうか。巽の姿はなく、ひとりだ。

　その瞬間、天河は忙しさにかまけて、雪葉に祝いの言葉を言うのを忘れていたのを唐とう突とつに思い出した。

「お嬢様、遅ればせながら、お誕生日おめでとうございます……あの、すみません誕生日プレゼントとか用意してなくて……」

　雪葉は天河の言葉に赤くなると、すぐに拗すねたようにぷいっとそっぽを向いてしまう。

「なに言ってんのよ、あんたにそんなもん期待してないわよ……でも、ありがと」

「え？」

（今、ありがとうって言った？）

「なにまじまじ見てんのよ！」

　雪葉はつかつかと歩いて来て、いきなり天河の手をぎゅっと握にぎった。

「今から、わたしと駆かけ落おちしなさい！」

「はあ!?」

「聞こえなかったの？」

「い、いえ、聞こえることは聞こえましたけど、ちょっと意味が……」

（駆け落ち？　駆け落ちって言った？）

　事態がすぐには理解できなくて、天河は目を白黒させる。

（駆け落ちって？　結婚をダメーって言われて、それでもするーって言って恋人たちが夜よ逃にげするヤツ？　あれ、夜逃げじゃなかったっけ？　家出？　あー、あれだ、愛の逃とう避ひ行こう？　誰と誰が？　オレとお嬢様が!?　つーか、なんで!?）

　プチパニック状態でぐるぐるしている天河に、イライラしたように雪葉が足を踏ふみ鳴らした。

「いいから言う通りにしなさい。でないと、大声出して人を呼ぶわよ。あなたに襲おそわれたって！」

「そんなぁ～！　どんな脅おどしですか、それ！」

　問もん答どう無む用ようとばかりに、雪葉は華奢な腕を天河のそれにぐっと絡からませる。

「いいから、行くわよ！」

（だから、なんで駆け落ち～!?　助けて、巽さ～ん！）

　　　　　[image: ]

「俺の家はおまえの避ひ難なん所じよじゃないんだぞ」

　顔を合わせるなり飛んできた言葉に、天河は思わずうつむいた。

　ローテーブルを挟はさんだ目の前には、霧きり島しまがやれやれといった顔で腕を組んでソファに腰を下ろしている。

「まあ、今回は電話してきただけでも、進歩したと言えるけどな」

　皮ひ肉にくとも取れる言葉に、天河はただ黙だまり込むばかりだ。

　前回、派遣先の小説家の家を飛び出して転がり込んだときは、なんの連絡もしなかったから、そのことを言っているのだ。

「ごめん……悪いと思ってるけど……他に行くところ、なくて」

　ふと横を向き、霧島がフッと鼻で笑った。

「この前は家出で、今度は駆け落ち？　おまえ、救いようのない馬ば鹿かだな」

「駆け落ちじゃない！」

　思わず声を荒あらげてしまうと、

「まあ、そうだろうな。あの子の様子からすると、おまえに惚ほれているようには見えないからな」

　霧島はテーブルの上のコーヒーに落ち着いた様子で口をつけ、どこかからかうような声でこう続けた。

「つまり、おまえはダシに使われたわけだ」

「ああ」

　そんなことは、言われなくてもわかっている。

　雪葉の無茶苦茶な行動に巻き込まれたことに、実はまったく怒いかりは感じていない。

　ただ、彼女の心の奥底に横たわる寂さびしさやもどかしさを想像すると、天河もなんとも言えない気持ちになってしまうのだった。

　霧島の家まではタクシーで移動してきた。

　その途中、天河が「やっぱり戻りましょう」と言うと、雪葉は髪飾りを取り、せっかくセットした髪をぐしゃぐしゃにしてしまった。なので、今、メイドたちが別室で髪を整えている。

　雪葉は自分から「駆け落ちしなさい」と言った割に、行き先を決めていなかった。

　バトシスに行くことも考えたが、万一、皇すめらぎと顔を合わせたりしたら……と思うと、できなかったし、あんな古い建物にお嬢様である雪葉を連れて行くことも気が引けた。

　おまけに、タクシーの中で天河はお金を持っていないことに気がついた。

　何気なく隣に座った雪葉に聞いてみたところ、「そんなもの、持っているわけないわよ」という、半分怒おこった口く調ちようで返された。

　それで結局、考えた末に頼ったのは、霧島で――。

　タクシー代を払ってもらう都合もあり、いきなり転がり込まずに電話したのだ。

（まぁ、ここまではどうにかなったけど、問題はこの先だよなぁ）

　天河が考え込んでいると、突然、ケータイが鳴った。

「あ、ちょっとごめん」

　霧島に断りを入れて電話に出ると、

『ぼっちゃま！』

　という、チエホフの声が耳に飛び込んできた。

　雪葉が着替えのために天河と離れた直後、天河はチエホフに電話を入れていたのである。

『あのあとすぐに、桜さくら井いさんに連絡を取りました』

　チエホフが落ち着いた様子で状況を伝えてくれる。

　どうやら、パーティーの主役である雪葉が途中でいなくなったのは、「気分が悪くなったから」ということにしてあるらしい。身体が丈夫でない、ということが変なところで役に立った。

『お嬢様の行き先が取引先の霧島様のお宅……ということで、ひとまず安心されたようですが。あとで桜井さんが迎えに行くとおっしゃってますので、ぼっちゃまもそのとき一緒にお引き取りください』

　淡たん々たんと、決定事項のように話を進めるチエホフに天河は思わず、こう言っていた。

「……あのさ、一晩だけでも霧島ン家ちに置いてもらっちゃダメかな？」

　執事として、いけないことだとはわかってる。霧島の許可なしに勝手なことを言っている自覚もある。

　けど、すぐに戻ってはいけない気がする。

　すぐに戻ったら、雪葉はきっと、この先、本当に言いたいことが言えない子になってしまう。

　そんな気がするのだ。

『ぼっちゃま？』

　案あんの定じよう、怪け訝げんそうなチエホフの声がケータイから響ひびいてくる。

「えーと、つまり、だからさ」

　天河がどう説明しようかと悩んでいると。

「ちょっと貸せ」

　霧島が天河のケータイを取り上げ、勝手に電話に出てしまった。

「江え古こ田ださんですか？　霧島です。先日はお世話になりました。それでですが」

　短い挨拶のあと、霧島がすぐに本題を切り出した。

「今夜一晩、雪葉さんをお預かりします。いえ……たいしたことじゃありませんので、そんなに恐きよう縮しゆくなさらないでください。執事を連れて、友達の家に遊びに来た――そんなふうに思っていただいて結構ですよ。もしなんでしたら、桜井さんという方に天てん上じようのケータイに電話をかけるよう伝えてください。俺が直接話します」

　それでは失礼いたします……と、言い終えたとたん、霧島は「ほらっ」とばかりにケータイを天河に向かって放り投げた。

「うわっ、たっ、と！」

　弧こを描えがいて飛んできたケータイを、天河があわてて受け止める。

「も、もしもしっ」

『ぼっちゃま……ぼっちゃまは本当に素す晴ばらしいご友人に恵まれましたね……』

　電話の向こうでチエホフは涙ぐんでいるらしい。こうなってはこれ以上、話をするどころではない。

「と、とにかく、そういうワケだから頼むよ。一晩経たてば、お嬢様も落ち着くと思うんだ」

　チエホフとの電話を切ると、数分も経たないうちに今度は桜井からかかってきた。

「あ、桜井さんですか。天上です……ええと、今回はなんか、こんなことになって……ええと」

「ほら」

　しどろもどろに状況を説明しようとする天河に、霧島が手を差し出す。

　おまえじゃ話がややこしくなるから、約束通り、俺が話をするということなのだろう。

「……お電話、替わりました。天上の友人で霧島と申します。あ、葛城様の会社に懇こん意いにしていただいている『霧島』、と申し上げたほうがわかりやすいかもしれませんね」

　快かい活かつに、それでいて必要以上に慣れ慣れしすぎず、絶妙な調子で霧島は話を進めていく。

　天河はその横顔を見つめながら、ひとりで感心していた。

（こいつ、ホント、冷静だよなー）

　いつもは愛あい想そのかけらもないくせに、切り替えがうまく、そして絶対に焦あせったりしない。

　ひと通り話が済むと、霧島は電話を切って天河に戻した。

「なんだ？　人の顔をじろじろと見て」

「あ、いや……おまえって、なんでそんなに大人なんだろう、って思っただけ」

「おまえがガキなんだろ」

「そりゃ、そうかもしんないけど……」

　人が見直して褒ほめてやれば、すぐに憎にくまれ口で返す。

（まったく。こいつらしいって言えばこいつらしいけどさー）

　ちょっぴり天河が頰ほおを膨ふくらませていると、またもやケータイが鳴った。今度は巽だった。

『すまない、お嬢様の専属は本当は俺なのに』

「たまたまオレだっただけですよ。控え室に戻ったのが、オレじゃなくて巽さんだったら、同じようなことになってたと思いますけど」

　巽は申し訳なさそうにあやまり、お嬢様の状況はわかったので、もしなにかあったら遠えん慮りよなく連絡してほしいとだけ言い残して電話を切った。

　巽がいったいどれだけ新三郎に怒られたのか――それを思うと、申し訳なさでいっぱいになる。

「……ふぅ……」

　ケータイを右手に持ったまま、天河はソファに座り直す。

　天てん井じようを見上げながら息をつくと、どっと疲れが押し寄せてきた。

（お嬢様は、これからどうするつもりなんだろ……）

　行くあてもないくせに、勢いで家出してしまった相手だ。

　以前、自分がしでかしたことを思い返せば、人のことをとやかくは言えない。けれど、きっと彼女は今後のことだって考えていないに違いない。

（まずは、一晩ここに泊とまるってことを了解してもらって、それからどうするかだよな……）

　天河が考え込んでいると、軽い足音が響き、メイドのひろ子こと一緒に雪葉がやって来た。

　髪はよく櫛くしを通して下ろしたまま、服装はちょっと大きめのトレーナーとデニムのスカートに変わっている。

「その服は？」

「普段着を着たいとおっしゃるので、私の服を着ていただいたのですが……」

　すいません、とひろ子が頭を下げる。

「あなたがあやまる必要はないわよ。わたしのわがままなんだから」

　雪葉が照れくささを隠すようにそっぽを向いてつぶやくと、

「立ち話もなんですから、どうぞおかけになってください」

　と、霧島が雪葉にソファを勧すすめた。

「そう。ありがとう」

　いつも以上にツンケンと、ろくに霧島と顔を合わせようともしないのは、さすがにちょっとバツが悪いからだろう。

「あなた、この前、オープンした店のオーナーだったわよね。天河の友人だって聞いて、驚いたわ」

「はい。先日はわざわざお越しくださいまして、ありがとうございました」

　霧島が軽く頭を下げ、

「いろいろと行き届かない点がありましたこと、どうかお許しください」

　と言い添えると、雪葉はあからさまにムッとしたような顔になった。

「あのとき、わたしが貧血を起こしたのは、あなたのせいじゃないわ。天河の下へ手たくそなヴァイオリンのせいよ」

「ええっ、オレのせいっ？」

「この前もそう言ったはずよ」

（そりゃ、確かにそう言ってたけど……）

　ヴァイオリンで貧血なんてあるはずないし、第一、そんなに自分のヴァイオリンは下手くそだろうか？

　内心、とほほな気分になっていると、霧島が澄ました顔でこう続けた。

「では、天上に演奏依頼した俺の責任というわけですね」

「え？」

　ぱちくり。

　大きな目をさらに丸くする雪葉に、霧島は平然と続ける。

「お詫わびと言ってはなんですが、今日はどうぞのんびりと我わが家でお寛くつろぎください。差し支つかえなければ、泊まっていかれても構かまいませんよ」

「本当!?」

　思いがけない言葉に、雪葉はパッと目を輝かせる。

　それから、思わず地を出してしまったことにしまったと思ったのか、すぐにこほんと咳せき払ばらいし、平静を装よそおいながらつぶやいた。

「な、なら、そうさせてもらおうかしら」

「ええ、ぜひ、そうなさってください」

　霧島はなにも気がつかなかったようにスマートに話を進める。

（霧島のヤツ……）

　天河は今夜、霧島家に泊めてもらうことをどう雪葉に説明しようかと考えていたのだが。

　霧島にあっさり持っていかれてしまった。

　話の持っていき方が抜ばつ群ぐんにうまい。こんなところも自分より全然大人で腹が立つ。

　そこへ、執事の袴はかま田だがやって来た。こちらもさすがに霧島家の執事だけあって、急な客人に微み塵じんも動揺していない。

「冬ふゆ樹き様、ご用意ができました」

「ああ、ご苦労。こっちへ運んでくれ」

　霧島があごをしゃくると、メイドの佳か代よ子こと典のり子こが入室し、さまざまな料理を載のせた木製のカートを押してきた。

　どれも大皿料理で、メニューは中華だ。エビチリ、カシューナッツの鶏とり肉にく炒いために回鍋肉ホイコーロー、あつあつのたまごスープもあれば冷菜の棒々鶏バンバンジーもある。

「すみません、急なことで、ありあわせのものしか用意できませんで……」

　袴田はそう言ったが、少なくともその香りと彩いろどりは、舌したの肥こえた天河でさえ、即席とは思えないものだった。

　それに、大皿料理をみんなで囲めば親近感が湧わき、とりあえず緊張もほぐれるというものだ。

　霧島は、雪葉のグラスに自みずからジンジャーエールを注そそぐ。そして、恭うやうやしく差し出しながらこう言った。

「遅くなりましたが、お誕生日おめでとうございます」

「え……」

　雪葉はグラスも受け取らず、あっけに取られている。

　どうしてそんなことを知っているのかと、驚いているのだろう。












「先ほどはご挨拶もせずに失礼しました。俺のような、ろくに面識もない男からお祝いを言われてもうれしくないだろうと思いまして……実は、赤坂のパーティー会場から俺も戻ったばかりなんです」

「えっ？　霧島、来てたのか？」

　天河が思わず訊きくと、霧島は「ああ」とうなずいてみせた。

「全然気がつかなかった。なんで声かけてくれなかったんだよ」

「そんなの、おまえに用がなかったからに決まってる」

「あっそ……」

　むくれた天河を無視して、霧島は雪葉に向き直る。

「今日のような特別な日に我が家にお泊まりいただき、大変光栄です。ささやかではありますが、今からお祝いをさせてください」

「…………」

　雪葉は思わず涙ぐみ、目を真っ赤にしていた。しかし、決して涙はこぼさず、にっこりと笑顔を浮かべるとグラスを受け取った。

（霧島のヤツ、俺が電話したときから、こうなることを予測して用意してたんだな……）

　まったく、察しがよすぎだ。今日のパーティーの料理は和洋中心で、中華はなかった。

　感心するやら悔くやしいやらの天河の後ろで、袴田がひとり、感じ入ったようにこちらを見つめている。

　きっと心のなかで、またまた「冬樹様は私の半分しか生きておられないのに、とても出来たお方です……！」と思っているに違いない。なんとなくではあるが、袴田には、チエホフと似た波長を感じるのは気のせいだろうか。

（くそー、こうなったらオレはオレで、とことん盛り上げてやる！）

　天河は心の中でそう決めると、わざとらしく声を上げた。

「うわあ、美お味いしそうだなー。オレ、お腹ぺこぺこ。お嬢様、冷さめないうちにいただきましょうよ」

「ずうずうしいわね、天河」

　雪葉は目め尻じりの涙を指先で拭ぬぐい、楽しそうに笑う。

「袴田さんも、ひろ子さんたちも一緒に食べましょう。ほら、座って座って」

　天河に声をかけられた袴田たちは躊ちゆう躇ちよしていたが、霧島がうなずいたので、それぞれソファに腰かけた。

「へぇ、このスープ、最高ですね！　出だ汁しもきいてて、たまごもふわふわ！」

「……ほう。手て前まえ味み噌そで恐縮ですが、うちのシェフもなかなかやりますね。この回鍋肉ホイコーローのキャベツのシャキシャキ感はなかなか出せるものではありません」

「それに、エビチリのエビも甘くて美味しいわ！　あ、お嬢様、お取りしましょうか？」

「じゃあ、お願いするわ」

「ええ！　どうか遠慮しないで召めし上がってくださいね！」

　こうして――にぎやかに夕飯を食べたあとは、みんなでトランプをすることになった。

　天河がぜひやろうと提案したのだ。

　ババ抜き、七並べ、神しん経けい衰すい弱じやく……。

「ぐわー、また違った！　どうして霧島ばっかり同じカードを引けるんだよ!?」

「簡単だ。一度見たカードを忘れなければいいだけだからな」

「まったく。天河はダメダメね」

「ダ、ダメダメって……」

「ほ、ほら、気分を変えてがんばりましょうよ！　天河君」

「ありがとうございます、ひろ子さん……」

　たくさん遊んでたくさん笑って――。

　気づけば、雪葉は片手にカードを持ったまま、こくりこくりと舟を漕こいでいた。寝顔は、年齢よりずっとあどけない。

「お嬢様も、今日はいろいろあって、きっとお疲れになったのでしょうね」

　袴田はそう言って雪葉を抱き上げると、客間に運んでいった。

　ひろ子たちも夕飯の片付けがあると言って退室してしまい、リビングには霧島と天河のふたりだけが残された。今までわいわいと騒さわいでいたため、リビングの静けさが一層際きわ立だつ。

「おまえもそろそろ休め」

　素そっ気けなくつぶやいた霧島に、天河はあわてて言った。

「あ、あのさ、オレの部屋は客間じゃなくていいから」

「ああ。今回は葛城のお嬢さんの執事だしな。以前、おまえが使ってた部屋を使うといい」

「サンキュ……いろいろ甘えちゃって、悪いな」

　天河が心からそう言って頭を下げると、霧島はひらりと手を振った。

「特に気にしなくていい。全然知らない女と転がり込んできたとしたら話は別だが……取引先のお嬢さんだしな」

「え？　なんだよ、おまえも大人の事情かよ」

「まったくの親切心で歓かん待たいするほど、俺は人間が出来ちゃいないんでね」

　以前の天河なら、ここで激げつ昂こうしたはずだ。

　しかし、霧島と深く付き合うようになってから、もう二ヶ月近く経つ。

　少なくとも、クラスメイトたちより彼のことは知っているつもりだった。

（ホント、素直じゃないよな……）

　霧島が精一杯の好意で雪葉をもてなしたのは本当だし、食事やゲームの最中に見せた笑顔も本物だった。

（こいつには、勝てないや）

　天河は素直にそう思うと立ち上がる。

　が――。

「寝る前にひとついいか？」

　意外なことに、霧島のほうから声をかけてきた。

「なに？」

　いったいなにを言われるのか。軽く身構えた天河の前で、霧島はフッと目を細める。

「一曲、弾いてくれ。そうだな、今日のパーティーで弾いてたヤツがいい」

「『誰も寝てはならぬ』か？」

「違う、『ケ･セラ･セラ』のほうだ」

「……ああ。なんか、妙みような題のヤツ」

　天河の言葉に霧島は苦笑する。

「妙な題、か。ヒッチコックの映画『知りすぎていた男』で使われた曲だ。意味は『なるようになる』」

「へぇ、よく知ってるな」

「有名な歌だ。俺の姉は映画を見たことがないくせに、よく口ずさんでたけどな」

「そっか……」

　霧島の姉は確か五歳上で、現在、アメリカの大学に留学中だ。

「わかった。それが聴きたいんなら、弾いてやるよ」

（今日のお礼の意味もこめて……な）

　もちろん、こんなんじゃ全然足りないけど。

　でも、こうして自分のヴァイオリンを求められるのはうれしい。

　天河はリビングの隅に置いたヴァイオリンのケースを開ける。

（なるようになる……か）

　ふと、雪葉の寂しそうな顔が脳のう裏りに浮かんだ。

　葛城家の人々は、誕生日の夜にいきなり家出した雪葉のことを心配しているのだろうか？

　今回のことは彼女のわがままとは言え、どうにか自分が止めることができたかもしれないのに。

（いや、もしかしたらオレは本当は止めたくなかったのかもしれないな）

　それは、雪葉の息が詰まっているのを感じたから。

　まるでかつての自分を見ているようで、知らないうちに雪葉に肩入れしたくなっていたのかもしれない。

　天河はヴァイオリンを構えると、弓ゆみをそっと弦げんに当てた。

　弾きながら、ふと霧島を見ると、霧島は音楽にゆったりと身をゆだねるように、目を閉じて聴いている。

　このヴァイオリンは、夏休みの最後の日に霧島から贈おくられたもの。

　以前、持っていたヴァイオリンは、この家で起きたとある事件で壊れてしまったのだ。

（こいつは息が詰まるなんてこと、ないのかな……）

　同い年で、同じような環境で育ったのに、霧島は完かん璧ぺきだ。

　恨うらみから命を狙ねらってきた元社員にも、澄ました顔で退職金を振り込むようなヤツだ。

　まだ高校一年生――十六歳だというのに。

（いつか、オレを頼ってくれるようなことがあるかな……）

　そんな日は百年経っても絶対に来ない、と霧島には断言されそうだけれど。

　もし、そんな日が来たら――。

　天河は最後の旋せん律りつを弾き終えた。

　ヴァイオリンの音色は余よ韻いんたっぷりにリビングの空気を震ふるわせて――すうっと溶とけるように消えていった。
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　翌朝、天てん河がは雪ゆき葉は用に与えられた客室の前に立っていた。

　今日は平日、学校がある。霧きり島しまは同い年の天河の着替えはともかく、雪葉の着替えや日用品も何不自由なく手配してくれた上に、車で学校に送らせる手て筈はずまで整ととのえていってくれた。もちろん、一分一秒時間を無む駄だにできない霧島は、早朝にそう指示をしたあと、さっさと出かけていってしまっている。学校の前に、一度会社に寄るのだそうだ。

　雪葉は、まだ部屋から出てこない。そろそろ支し度たくをしないと、学校に間に合わなくなってしまう。

（まあ……学校行く気分じゃないだろうけどな……）

　霧島たちのおかげで、だいぶ機き嫌げんは直ったと思うが――自分だったら、今日は学校なんて休みたい。ベッドの中で頭から毛布を被かぶったまま、なにもしたくない。先月、霧島家に転がり込んだ、あのときのように。

　けれど、自分は今は執しつ事じだ。執事には執事としての務つとめがある。

　天河は、深呼吸をしてから扉とびらをノックした。

「お嬢様、おはようございます。もうお目覚めですか？」

　だが、予想通り返事はなかった。

　部屋の中で動く気配もないということは、まだ眠っているのだろうか。

「……お嬢様、失礼します。そろそろ起きて――」

　扉を開けて部屋に入る。ベッドの中に人影があった。カーテンを開けていないので、中はまだ薄暗い。

　そのうっすらとしたグレーの空気の中。

　雪葉はベッドの中で、頰ほおを火ほ照てらせ、ぐったりと浅い呼吸を繰り返していた。

「お嬢様!?　うわ、熱が……！」

「ん……」

　少しだけ目を開いた雪葉の額ひたいに手をあてたまま、天河はあわてる。

「どうしよう……」

（オレの責任だ――昨夜ゆうべ、遅くまで遊んじゃったから……）

　雪葉は疲れると熱を出しやすい、と巽たつみから聞いていたのに。だから、昨夜のうちから気をつけておくべきだったのだ。

「待っててください、すぐにお医者さんを呼んでもらいますから！」

　すっ――と額から離れていきかけたその手に、雪葉の指が取り縋すがる。

「行かないで……」

　行かないで――と、繰り返したあとで、つらそうな息とともにつぶやいたのは。

　天河も知っている青年の名前だった。
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　ずっと、ずっとそうだった。

　ずっとそう思っていたのに、誰だれも気づいてくれなかった。わかってくれなかった。

　それも当たり前だ。理解してくれるほど、誰もそばにいてはくれなかったもの――あの人以外は。

「お嬢様」

　じいを始め、使用人たちはわたしのことをそう呼ぶ。

「うちの孫娘です」

　おじい様は、こう言って取引先の人に紹介する。

「おまえは娘がかわいくないのか」

「私だって、あの子のことを考えてないわけじゃないわ」

　お父様とお母様は忙しくて、滅めつ多たに会うこともない。

　やめて。

　わたしには名前があるのよ。誰か、わたしの名前を呼んで。わたしはここにいるのに、どうして誰も名前を呼んでくれないの？　わたしは、ここにはいない存も在のなの？

　このままでは身体からだが透き通ってしまう。誰もわたし自身を見てくれない、そんなのは嫌いや。そんな、寂さびしいのは……嫌。

　誰か――誰か。

　助けて。

　そんな、寒くて震ふるえていた心に響ひびいた声は。

「雪葉様」

　では、私だけでもお名前でお呼びしましょう――こんなに綺き麗れいな名前なのですから。

　そう言って、低くてやわらかな声で名前を呼ばれたときは、うれしくてあたたかい気持ちになった。

　わたしを見てくれた。

　わたしを、名前で呼んでくれた。

　ううん、「様」はつけないで。ふたりきりのときはつけないで。あなたも自分のことを、「私」って言わないで。普通にして、丁てい寧ねいな言葉使いもやめて。やめてくれなきゃ――あなたと口を利きかない。

　精一杯のわがままを言ってみたら、困ったような顔で、

「……雪葉」

　そう呼んでくれた。

　くすぐったいくらいの気持ち。

　うれしくて幸せで、初めてわたし、自分の名前が好きになったの。

「俺の説明をちゃんと聞いていたのか？　聞いていたなら、答えを導き出せるはずだ」

　勉強を教えてくれるときは厳しかったけど、全然嫌じゃなかった。わからない、と目で答えると、ため息をつきながらももう一度、わかりやすいように言葉を選んで説明し直してくれる。

　その時間が、とてもやわらかかった。

「雪葉、考えることを放ほう棄きしちゃ駄だ目めだ。自分でも考えるようにしないと」

　名前を呼ばれるのがうれしかったの。

　あなたに、そばにいてもらうのがとてもうれしかったの。

　それだけだったのに。

（十とお夜や……――）
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　腕うでにちくりとした痛みを感じて、目が覚めた。

（な、に…………？）

　身体がだるい。瞼まぶたが重くて、頭ががんがんする。

　ぼんやりとしたまま、しばらく目を開けていると、ぼやけていた視界が次第にはっきりしてきた。

　そこに、いるはずのない人を見つけて雪葉は小さく息を飲む。まだ、夢の続きを見ているのだろうか。

「十夜……？」

　熱で声がかすれる。目の奥がじわっと熱くなって、視界がうるんだ。

（わたし、今、熱があるから……そうよ、涙が出るのは、熱のせいよ……）

　胸が締めつけられるように痛い。目め尻じりから頰へと涙がぽろぽろこぼれて、枕まくらに染みを作る。苦しいのに、この人がそばにいてくれるだけでこんなにも安心する。

「どうして……？」

「一日遅れになりましたが……お誕生日、おめでとうございます」

（覚えていて、くれたんだ……）

　雪葉は思わず皇すめらぎに向かって手を伸ばしかけたが、はっとして引っ込めた。さっきまで、手がとてもあたたかかったような気がするのだけれど、それはきっと熱のせいだ。

「どうして、ここにいるの……」

「天てん上じようが俺を呼んだんです。医者が必要だって」

（……お医者さんなら、他にいくらだっているでしょうに。天河ってば、余計なことをするんだから）

　その天河の姿は、今はなかった。おそらく、廊ろう下かで待たい機きしているのに違いない。

「先ほど、注射を打ちました。熱は下がりましたので、しばらく安静にしてくればよくなるでしょう。風か邪ぜの症状は出ていませんし、疲ひ労ろうから来る熱のようですね」

　体力がなく疲れやすい体質の雪葉は、こうした熱を出すことがよくある。皇はそのこともよく知っていて、そのたびに症状に合わせた注射や薬を処しよ方ほうしてくれた。

「まだ苦しいようでしたら、ビタミン剤を点てん滴てきで入れますが」

　雪葉は重い頭を枕に押し付けたまま、ううん、と首を振った。この程度なら、あと少しおとなしくしていれば、だいぶ楽になるはずだ。自分の体調は、自分が一番よくわかっている。

　ベッド脇にある置き時計を見ると、昼の十二時を回っていた。夜中、ふいに苦しくなってからの記憶がまったくない。

（学校、休んじゃった……）

　もともと行く気などなかったが、こうして皇とふたりきりなのも予想外だ。緊張で空気が重苦しい。

「診しん察さつが終わったなら、出て行ってよ……あとの看かん病びようは、天河に任せるから」

　ふいっと顔を背そむけると、ほとんど無表情に見える皇が、少し苦しげに唇くちびるを引き結んだ。

「…………」

　沈ちん黙もくに耐えきれずに雪葉が皇を見上げると、皇がまっすぐに雪葉を見つめていた。

「十夜？」

「俺は責任を感じています。お嬢様とちゃんと話をせずに、葛かつら城ぎの家を辞じしてしまって……」

「責任……？」

　神しん妙みような面おも持もちではあったけれども、皇の漏もらしたひとことが、ひどく雪葉の癇かんに障さわった。雪葉がほしいのは、そんなものではない。皇はちっともわかっていない。

「少し、話をさせてください。喉のど、渇かわいていませんか？　脱だつ水すい症状には注意しないと。バナナジュースを用意してありますが」

　バナナとミルクのジュースは、雪葉が寝込むたびに皇が飲ませてくれた。身体にいいから、と。

　それが気に入らない。

　子供扱いが気に入らない！

（今いま更さら、なによ……！　責任ってなに！）

　話なんて聞かない。聞きたくない。

　先に出て行ったのは――出て行くことを選んだのは、皇のほうだ。知るもんか。

　泣きたくなったけれど、雪葉は唇をきつく嚙かんで我が慢まんした。皇の前では泣きたくない。

「出て行って」

　わざとつっけんどんに言い放ってやったのに、皇はベッドサイドの椅い子すから動こうとしない。

「わたしの言うことがきけないの？」

「聞けません。俺は今、あなたの執事じゃない」

「じゃあ、わたしが出て行くわ！」

　羽は根ね布ぶ団とんを跳はね除のけてベッドから降りる。急に動いたせいでくらりとめまいがしたけれど、意地になって堪こらえた。

「無理はしないでください。熱がぶり返してしまいます」

　落ち着き払っていて、でも少しだけ心配そうな声が聞こえる。

　また涙が込み上げてきて、雪葉は知らんぷりをして扉に向かった。

　扉までには少しばかりの距離があり、自然と足が速くなる。

　なによ。

　追いかけてきてもくれないくせに。

　なんでもかんでも見透かしているような顔をして、そのくせ実はなんにもわかってくれないくせに！

「え？　お嬢様!?」

　突然、雪葉が飛び出してきたので、廊下に待機していた天河がびっくりしたように叫んだ。

　その呼びかけも無視して走る。

　今は、誰の顔も見たくなかった。
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　しばらくして――。

　天河が客室に戻ると、皇はベッドサイドの椅子に腰こしかけたまま、微び動どうだにしていなかった。

「皇さん」

「お嬢様は……？」

「音楽室に閉じこもっちゃいました。簡単な食事とか毛布とか着るものとか、この家のメイドさんたちが差し入れてくれましたので、とりあえずは大だい丈じよう夫ぶだと思います……なにしろ、パジャマに裸足はだしのままでしたからね」

　皇に向かって、天河は軽く肩かたをすくめて答える。

　天河が声をかけてもドアを開けてくれなかったのだが、ひろ子こたちに頼むと、開けてくれたという。同性だということで気を許しているのか、それとも昨日一緒に遊んで気心が知れたせいだろうか。もっとも、天河も皇もいないことをしつこいくらいに確かめた上でのことだったらしいが。

　皇は、かすかにうなだれていた。

「俺は、どうも口くち下べ手たでいけない……」

「あの……訊きいてもいいですか？」

　なにを？　と皇が目を向ける。

「どうして皇さんがクビになったんですか？　お嬢様となにかあったんですか？」

　天河は皇のそばに立って、この際だから、ずっと気になっていたことを訊いてみた。

　今の皇を放っておくわけにはいかないし、雪葉の態度も気にかかる。ここまで天河も振り回されたのだし、事情を訊いておかないことには手も足も出ない。すべての答えが、この無口な執事に繋つながっている気がする。

　たった五日間だけだが、雪葉のそばにいて感じたのは、雪葉が皇を嫌きらってはいないらしい、ということだった。

　巽と悪口大会で盛り上がったりしていたが、それは嫌いだからじゃない。巽から皇の話を聞くこと自体を楽しんでいて、悪口を言っていてもイヤな感じではなかった。第一、皇のことが嫌いだったら、雪葉の性格からしても、もっと辛しん辣らつにこき下ろすだろう。

　それに――。

　雪葉が天河を連れ回した場所は、皇が天河を連れて行った場所と同じだ。嫌いな人と回ったところに出向くというのは考えられない。楽しい思い出があったからこそ、きっと――それをたどるように足を運んだのではなかったのか。

「昨日のパーティーで、『ケ・セラ・セラ』を、お嬢様と俺とで演奏したんです。『ケ・セラ・セラ』って、『なるようになる』って意味なんですよね？　もしかして、この曲をお嬢様に教えたのは皇さんじゃないんですか？」

「ああ……」

　そうだ、と皇が浅くうなずく。

「中学に合格したお祝いをして、と言われて――俺がピアノで弾ひいたんだ」

「えっ、ピアノ弾けるんですか？」

「ああ、子供の頃、少し習ってたんだ……似に合あわないよな？　俺には。お嬢様も君と同じように最初はびっくりしてた」

　雪葉はすぐに曲を気に入り、ＣＤやレコードを収納している棚たなから、収録された映画音楽のＣＤを見つけると、一時期、毎日のように聴いていたという。

「俺なりの励はげましだった……中学に入ったら、きっとうまくやっていけますよ、と」

　けれど、雪葉は学校になかなか馴な染じめなかった。ただでさえ、身体が弱くて休みがちなので、友達が作りにくかったのだろう。

（誕生日を機に、お嬢様は変わろうと思ったのかもしれないな）

　だから、誕生日パーティーにこの曲を選んだ。

　けれど、弾き終えたとき、祖そ父ふの反応は冷たくて――自分のちっぽけさをイヤというほど思い知って。

　それで息が詰まって、飛び出した。

　なるようになれ、とばかりに。

　天河が重い息をつくと、今度は皇のほうから口を開いた。

「クビになる前日のことだった……お嬢様と誕生日の話題になって、なにがほしいか訊いた」

「それで、お嬢様はなんて？」

　なにも、と皇は静かな動作で首を振った。

　目を閉じて、その日の出来事をゆっくりと思い返すように。

「『なにもいらないから、ずっとわたしのそばにいると誓ちかって』――そう言われた」

（それって、告白、だよな……？）

　天河が心の中でつぶやいた疑問を読み取ったかのように、皇が床に視線を落としたままうなずく。

「お嬢様の気持ちは、痛いほどにわかった。でも、俺はその場しのぎの返事をすることができなかった」

　大人おとなの、上うわ辺べだけの挨あい拶さつや付き合いを心底嫌っている雪葉の気持ちと、寂しさを知っていたから。「もちろんです」と、心ない返事をすることができなくて。

　なんと答えたらいいのかわからず黙だまり込んでしまった皇に、雪葉は傷ついた目をして、

「明日の朝、『お嬢様』って呼んだらクビにするから」

　と告げた。

「で、皇さんは――」

「他に、俺にどうすることができる？」

　雪葉に向かって、「お嬢様」と呼びかけたときの、あの凍こおりついたような表情は忘れられない。

　悲しそうな目をしていた。寂しそうな目をしていた。雪葉のあんな表情は――見たくなかった。

　雪葉のためになると思ってしたことだったのに。すべては、雪葉のことを考えてのことだったのに。

　いったい、どこで間違えてしまったのだろう。

「お嬢様としては、クビになるのが怖こわくて、皇さんが言うことを聞くだろうと思ったんですね」

　悲しいほどの虚きよ勢せいだ。

　そして皇も、自身の真実を貫き通した。

「それがお嬢様のためだと、思ったんだ」

　組んだ両手に額を寄せ、皇は深く息をついた。

「俺はお嬢様に、嫌われたかった」

「――どうしてですか？」

「俺が派は遣けんされたのは、医師も家庭教師も兼ねた執事だからで……お嬢様は身体が弱いためか、小学校でイジメに遭あっていた。それで転校を繰り返していたらしいんだが、そのせいでお嬢様には、逃げるクセがついてしまった。いい加減、転校もできなくなって、親たちに中学からはエスカレーター式の私立の女子校に入るように言われて、受験勉強をする必要ができた。桜さくら井いさんと江え古こ田ださんが知り合いだった縁えんもあって、俺に白しら羽はの矢が立った。お嬢様がなついてくれたのはよかったんだが――」

　最初はうまくいっていた。

　雪葉は真ま面じ目めに勉強をするようになったし、明るくなっていった。具合が悪いときはすぐに処置できたので、こじらせることもなくなった。

「お嬢様にとって俺は便利な執事だった。だが、だんだんとお嬢様は、俺に頼りきるようになっていった――」

　十夜じゃなきゃ、ダメ。

　一時期、雪葉は口くち癖ぐせのようにそう言った。中学受験を無事突破したものの、学校にはあまり馴染めなかったようだ。

　なんだかんだで皇に甘あまえてしまう雪葉のことを、皇は不安に思い始めた。

　執事として、頼られてうれしい気持ちはあった。

　だがこのままでは、雪葉はどうなるのだろうか、と。

「俺は、お嬢様の気持ちに気づくのが、遅すぎたんだ……」

　いつからだったのか。雪葉が、自分に淡あわい恋心を抱いだくようになったのは。

「それで、わざとクビになって……」

「周しゆう一いち郎ろうを後任として推すい薦せんしたのは、俺の悪口をいっぱい言ってくれると思ったからだ。嫌われるくらいにな」

　悪口をいっぱい聞いて、俺のことなんか忘れればいい。

「あー……」

　天河が、巽と雪葉による盛大な悪口大会を思い出してわずかに苦笑いをすると、ようやく顔を上げた皇も、おだやかに笑った。

「言っていたようだな、悪口」

「確かに言ってましたよ、いーっぱい。でも、お嬢様と巽さん、楽しそうでした」

　好きで好きで仕方ない相手のあちこちを、人前でわざと嫌いだと言うのは、好きな気持ちの裏返しであるサインだ。

「まあ、あれでも幼おさななじみだし、あいつのことはよく知ってる。多少私情は挟はさむが仕事はできるし、信頼してるし、安心だし」

「安心？」

「あいつなら、お嬢様が惚ほれる心配がない」

　きっぱりと言われ、天河は目を白黒させてしまった。

「な、なんでそんなことがわかるんですか？」

　むしろ、皇に失恋した雪葉が、それを慰なぐさめてくれた巽に恋する、というほうが自然な流れのような気がするのだが。

「好みのタイプじゃないからだ」

　またしてもさらりと答えられる。

「へ？」

「ああいう、いかにも家族愛に恵めぐまれて幸せそうな顔をしているノリの軽い男は、お嬢様の好みじゃない」

　どうやら皇は、言葉の選び方に難があるようだ。

　ストレートすぎる物言いは、ときとしてひどくきつく聞こえる。

（巽さんのこと、持ち上げてんだが、落としてんだが、よくわかんない～。考えることが複雑だよ、皇さん～！）

「はあ……でも巽さん、別に嫌われてはいませんでしたけど……」

「ああ、基本的にはいいヤツだから。俺はあいつのことを嫌う人間を見たことがない。いるとしたら、そいつが変なんだ」

　言葉は悪いが、すごい信頼を感じて、天河はふっと笑う。

　なんだかんだ言いながらも、やっぱり幼なじみだ。お互いをよくわかっている。強い絆きずなみたいなものがあるのだろう。

　――ひとつだけ、天河はわかった。皇は、ものすごく不器用な男なのだ。

「じゃあ、次の仕事を長期で、って希望したのは？」

「万が一、葛城家に呼び戻されても、長期の派遣に入っていれば断る理由になるからな」

「でも、派遣先、まだ見つからないんですよね？」

「ああ……でも、見つからなくて、逆にほっとしている自分もいるんだ」

「葛城家に戻ることもできるから、ですか？」

「違う」

　彼にしては珍めずらしく、淀よどみなく話していたのだが、ここでいったん、唇を引き結ぶ。

　天河は、黙って続きを待った。

「――長期で入るということは、その家の人間に深く関かかわることになる……今回のように」

　それが、怖いんだ。

　皇の、声にならない真意が聴こえた気がして。

「皇さん……」

　沈黙が満ちる。

　なんと言えばいいのかわからない。

（ええと、こんなとき、ロレンスだったらお茶淹いれてくれるだろうし、高たか邸やしきさんだってなにか美お味いしいもの作ってくれるだろうし、チエホフだって梶かじさんだって、なにか気の利いたこと言ってくれるだろうけど……）

　なにも思いつかない、なにもできない自分がもどかしくて、天河が焦あせっていると、コンコン、と控ひかえめなノックの音が聞こえた。

「はい？」

「失礼いたします」

　現れたのは袴はかま田だだ。

「葛城家の執事……巽さんが、いらっしゃいました」







「おまえ、なんでこんなところでボヤボヤしてんだよ」

　巽が袴田と入れ替わりに部屋に入るなりそう言い放った。いつもの楽しげな雰ふん囲い気きなど綺麗さっぱり消して、ものすごく機嫌が悪そうだ。

「お嬢様が音楽室に閉じこもっているそうじゃないか。今、案内してもらいがてら、袴田さんから聞いた」

　睨にらんでくる巽には目線を合わせず、皇が答える。

「なにをどう話したらいいのかわからなくて……天河君に話すことで、気持ちの整理をつけていた」

「へ～え。で、その整理とやらは済んだのかよ」

「……まだだ」

「あー、そうですか。モテる男はつらいね～」

　わざと嫌味ったらしく斜め下から皇を睨み上げ、巽は完全にやさぐれモードだ。

「言っとくがなあ、お嬢様の気持ちなんて俺には見え見えなんだよ。おまえがちゃんとふってやらねえから、おまえの話題が出るだけで、あんなに喜んだりするんだ。たとえそれが悪口でもな！」

　深く息をひとつ吐いて、巽は皇から目を逸そらす。

「……悪口言ってくれて、ありがとな」

「はんっ。悪口言って、お礼なんざ言われたかねえや。けど、悪いな。おまえのことを嫌いになるどころか、ますます好きにさせちまったみたいだ」

　悪口は好きな気持ちの裏返し。

　好きな人の、自分の知らなかった一面を知るのは、暗い夜空に光る星を見つけたときのような小さなうれしさがあって。

　その輝きが増えるほど、愛いとしい想おもいが強くなって――。

　会えない寂しさを、巽を通して皇を見ることで、雪葉は埋うめていたのだ。

「あーもう、なんで俺がおまえのこと、持ち上げなきゃなんねえんだよ。あー、腹立つ」

　耳の端を赤く染め、苛いら立だたしそうに床ゆかを睨んだまま、がしがしと頭を掻かいたりしている巽の様よう子すを見て、天河はふいに気づいた。

「なんだ、巽さんって、皇さんのこと好きなんだ」

「へ!?」

　皇と巽の声が見事に重なって、目が点になる。

　天河を振り返るタイミングまでが示し合わせたみたいに一緒で、天河はおもしろくなってしまった。

「だって、皇さんのことが本当に嫌いなら、あんなに楽しそうに悪口言わないですよね？　お嬢様と同じで」

「ば、馬ば鹿か言うなっ」

　とたんに真っ赤になって焦りだした巽が、なぜかそばにいた皇の頭をぺしっと叩たたいた。

「――なぜ俺を叩く」

　ぼそっと皇が突っ込むが、巽は「うるせえ」とばかりに舌した打うちして、まくし立てた。

「だいたいおまえは子供のときから、俺と違ってかわいくないんだ。なんでもできて、いっつも澄ました顔して――幼稚園ンとき、クミちゃんがおまえに告こくったときだって、中学ンとき、学校中の男の憧あこがれだった美み香か子こ先せん輩ぱいがおまえにバレンタインのチョコあげたときだって、いつもいつも顔色ひとつ変えずに――ああ、美香子先輩……見る目ない……」

「あのー、巽さん巽さん、話題ズレてますよ……？」

「いいや、ズレてない！　クールでステキ？　ちがーう！　こいつは単に優ゆう柔じゆう不ふ断だんなだけだ！　表情が乏とぼしいからクールに見えてるだけで、中身はひたすらぼーっとしてんだぞ！」

「俺は、おまえと違って口下手なだけだ」

「言い訳すんなっ。生まれる前からの幼なじみ様をなめんじゃねえぞ。おまえのことなんてお見通しなんだよっ。トオちゃんは昔っからそうなんだ、自分で壁かべ作って、口下手なんだって言い訳してるだけじゃんか！　皇の息子だから失敗できないって、そんなつまんねーことにがちがちに固められて、親に遠えん慮りよして生きてるから、そんなおもしろみもなにもない大人になっちまったんだよ！」

「お、おい、トオちゃんって呼ぶな」

　今までなにを言われても大きく表情を崩くずすことのなかった皇が、昔のあだ名を呼ばれただけでおろおろとうろたえ始める。

「うるさい！　黙って俺の話を聞け、だいたいトオちゃんはなあ」

「…………っ、あはははははははは！」

　ふるふると小こ刻きざみに震えていた天河が、突然お腹なかを抱かかえて笑いだしたので、大人ふたりは一瞬、言い合いも忘れて天河を眺ながめてしまった。

　顔を真っ赤にして、浮かんだ涙を指先で拭ぬぐいながら、天河はまだ笑いを抑えられない。

「す、すみません……ト、トオちゃんって、うくく、す、皇さんにあまりに似合わなくて……ぷーっ」

　トオちゃん、トオちゃん、皇さんがトオちゃん、と繰り返しながら、天河はもう遠慮もなにもなく大笑いだ。












「……おまえのせいで笑われたじゃないか。周ちゃんの馬鹿」

　今度は周ちゃん、ぷはーっ、と、もう笑いの止まらない、箸はしが転がるだけで笑ってしまうお年頃の天河を「俺のあだ名はフツーだろうが」と、どつき、巽は咳払いをひとつした。

「ホントのことだろうが。それより、おまえこそ周ちゃんって呼ぶなよ。ち、おい天河、おまえのせいで話がズレたじゃねえか」

「ええ～、オレのせいですか～？」

「とにかくだ！」

　天河の爆笑のせいですっかり和なごんでしまった空気を振り払うように、巽はびしっと皇を指差した。

「おまえがなにを考えてバトシスに入ったのかは知らねえが、親の敷しいたレールから外はずれたおまえってヤツを、俺は初めて見たんだ。やりたくて始めた仕事なんだろ？　だったらクビとかうだうだと無ぶ様ざまな真ま似ねさらしてねえで、きっちり落とし前つけてこい！　じゃないと、おまえとはもう一生口利いてやらないからな！」

（落とし前って……口利かないって……）

　ヤクザなんだか子供のケンカなんだかわからないタンカをきって、巽が言いたいことは言ったとばかりにじっと皇を見み据すえる。

　そんな巽の目を見つめ返し、しばらく沈黙を保ったあと、皇がゆっくりと口を開いた。

「……わかった。これから、お嬢様のところに行ってくる」

　皇はそう言い、ドアに向かった。

「周ちゃんに言われたからじゃない……俺自身が本当はずっとお嬢様と――雪葉と、ちゃんと話をしなきゃいけないと思ってたんだ。逃げてたのは、俺のほうだ……。ちゃんと、話をしてくる」

　一歩一歩踏ふみしめるように歩きながら、皇は天河のそばで一度足を止め、肩に軽く手を置いた。

「ありがとうな」

　俺を呼んでくれて。

　もう一度、雪葉と会うチャンスをくれて。

　声にならない皇の声は、天河にはしっかりと聞こえた。




　皇が出ていったあと、巽が腕組みをしてしみじみとつぶやく。

「ったく、昔っから手間がかかるんだ、トオちゃんは……変なところで頑がん固こだからな」

「それは、巽さんも同じなんじゃないですか？　なんせ、生まれる前からの幼なじみですもんね？」

「うるせえな」

　苦笑いのような微笑を浮かべ、巽は天河に向かってくいっとあごをしゃくる。

「ほら、行くぞ」

　　　　　[image: ]

　コンコン。

　自分自身も息をひそめているせいで、静かな音楽室にノックの音が響いて、雪葉はびくっと身体を震わせた。

「――誰？」

「俺です。十夜です」

　ドアの向こうから聞こえた声に雪葉の顔が一瞬、輝くようにほころんだ。

　やっと来てくれた――。

　雪葉はドアに駆かけ寄った。

　が、すぐに唇を閉ざして頰を膨ふくらませ、ドアに背を預けて座り込み、膝ひざを抱えた。

　返事なんてしない。

　目の端はしにじわっと涙が浮かぶのを無視して、意地になって口をつぐむ。

「ドアを開けなくても結構です。このまま、少しだけ、俺の話を聞いてください」

　聞きたくない。

　雪葉は両手で自分の耳を塞ふさいだ。

「ああ、その前に。お身体の加減はいかがですか？　食事を摂とって、きちんと毛布もかけていますね？」

　けれど本気で押さえていないせいで、皇の声はしっかりと聞こえてしまう。

　一拍の間が空あいて、皇がゆっくりと話し始めた。雪葉の好きなしゃべり方だ。ゆっくりとしていて素そっ気けなくて、でも、やさしい声で。

　こんなふうに雪葉に向かってしゃべるのは、皇だけだ。

「お嬢様と初めて会ったとき、お嬢様はとても傷ついておられました。いつも不満そうで、怒おこったような顔をしていて――覚えていますか？」

　覚えている。

　忘れたい過去のことだ。

　ほとんど家に帰ってこない両親も祖父も、学校も、なにもかもが怖くて。

　――わたしは、ここにいてもいいの？　本当に、ここにいていいの？　誰か、わたしを必要としてくれてる？

　自分の居場所がわからなくて不安だった。怖かった。そんなときに、皇に会った。

　皇は雪葉がなにを怖がっているのか、どうして寂しがっているのかすぐにわかってくれて、ずっとそばにいてくれた。

　このままずっと、一緒にいてくれると思っていたのに。

「俺がそばにいることで、笑ったり、瞳が輝いていくあなたを見るのは、俺もうれしかった。けれどある日、気づいたんです……俺がお嬢様をダメにしているんだ、と」

（わたしを、ダメにしている……？）

　思わぬ言葉に、膝を抱えていた腕をほどき、ドアに身体を向ける。

　このドアの向こうには、とんでもない朴ぼく念ねん仁じんがいる。

　馬鹿で、人の気持ちなんてちっともわかっていない鈍どんくさい、でも大好きな人が。

「どこがダメなの!?　わたし、十夜のおかげで中学受験も乗り越えられたのよ!?」

　ドン――小さな拳こぶしがドアを打つ。

　勝手に決めつけないで。

　わたしはダメになんかなってない。むしろ、あなたのおかげで立つことができたのよ。

「……でも、お嬢様は、どんどん俺に依い存ぞんしていった」

　静かな声が、雪葉の胸に突き刺ささる。

　依存。

　そんなんじゃない。

　そんな甘えっきりの、頼りっきりの気持ちじゃない。

　やっぱり、この人は朴念仁だ。

「俺も、あなたのことが妹みたいにかわいくて、ずいぶん甘やかしてしまった。俺はひとりっ子だから、兄きよう妹だいというものがよくわかってなくて……あなたの気持ちに気づいたとき、間違えたんだ、と気づきました」

「間違えたって、なによ？　なに勝手に決めつけてんのよっ！　勉強を教えてくれて、たまに遊びに連れて行ってくれて、具合の悪いときは看病してくれて……それのどこがいけないことだったの!?」

　少女の声はもう半分涙混じりだ。

（あ～あ……やっぱり皇さん、言葉の選び方が下手だ……）

（きっぱりはっきり落とし前つけろ、って言っただろーが。回りくどいんだよ）

　廊下の隅すみに隠れて盗ぬすみ聞きしている天河と巽が、ドアの前で几き帳ちよう面めんに突っ立ったまま話している皇に頭を抱える。

　ドアの手前、皇は目の前に雪葉がいるかのように苦しげな顔つきで言葉を紡つむぐ。

「今言ったこと、全部……俺が、あなたのそばにいつもいたことが、です」

「わかんない……十夜がなに言ってるのか、わかんない……っ」

（あああ、本格的に泣きだしちゃったよ、お嬢様）

　心配のあまり身を乗り出しかけた天河の頭を、ぐっと巽が押さえる。巽は皇を真剣に見つめている。

　泣きだした雪葉を心配してか、皇の手が一度、ドアノブに伸び――引っ込んだ。

　ここでドアを開けて、やさしい声をかければ、雪葉のもとを去った意味がなくなってしまう。

「お嬢様……」

　皇の声が、子供を説得するかのような調子になった。

「お嬢様は、友達と一緒に図書館で勉強したことがありますか？　趣味の話で盛り上がったことは？　おもしろいと思った本や、漫まん画がの貸し借りをしたことは？　病気で学校を休んだとき、ノートを貸してくれた友達はいますか？」

　雪葉はドアの向こうで、ふるふると首を振った。

　そんなの、いない。

　そんな友達なんていない。

　今だってしょっちゅう学校を休むし、行ってもほとんど誰とも口を利かないし。

　雪葉の心のつぶやきが聞こえたかのように、皇は続ける。

「俺の家は代々医者で、祖父の代から総合病院の経営を始めて――俺は、生まれたときから跡あと継つぎとして育てられて、それになんの疑問も持ってませんでした。毎日家庭教師が来るのも、将来、医者になるためで……でも、俺にはいたんです……友達が。隣の家のヤツで、漢かん方ぽう薬局の息子で、ガキ大将で……いっつも大勢の友達に囲まれてる人気者のくせに、なぜか俺を引っ張り回してくれるヤツが」

　皇の頰にかすかな笑みが浮かぶ。

　びっちりと勉強のスケジュールが決められ、家庭教師に囲まれていた自分を、時には窓から忍しのび込んできて連れ出してくれた幼なじみ。

　厳しくて大嫌いな家庭教師のお茶を、漢方薬のとんでもなく苦いお茶にすり替えてイタズラして、身体も鍛きたえろよ、とあちこち連れ回して、メンバーが足りないと言ってはサッカーや野球の試合に放り込まれた。

　最初は見つかってひどく怒られたけれど、だんだんと皇も抜け出すのがうまくなり、遊ぶのが好きになった。

　そう告げると、いつもどこかしらに怪け我がをしてバンドエイドを貼はっていた巽は、日焼けした顔でにかっと笑いながらこう言った。

「やっぱりな。子供は、遊ぶのが好きなもんだ。おまえももっと遊ばないと、立りつ派ぱな子供になれないぜ？」――と。

「俺の祖父も、お嬢様のおじい様と同じく、厳しい人でした。俺が大学生のときに亡なくなりましたが……でも、ひとつだけ、祖父に感謝していることがあるんです。それは、有名私立の学校に俺を入れずに、高校まで地元の公立の学校に通わせてくれたことです」

　学歴や環境を考えれば、私立に入れられて当然だった。事実、医大の同級生で病院の跡取り息子だというヤツの多くが幼よう稚ち舎しやから私立に通っていた。

「医者っていうのはその辺にごろごろ転がってるもんだ。その中でうちの病院を選んでくれたんだから、そういう患者さんを大事にしなきゃいけない。近いからって理由だけで来る人も多いだろう。でも、そういう人こそ大事にしなきゃいけない。だから、おまえは今のうちから近所の人にかわいがってもらえ――と」

　おかげで今でも近所を歩けば、かつての同級生や商店街のおばさんやら昔からの患者さんやら、挨拶できる人は大勢いる。

　伸び伸びとした空気の中で、深呼吸をしながら生活できた。

「俺はこの通り口下手だし、いつもむっつりした顔をしてるので、クラスでも浮いてて。俺のほうからクラスメイトの輪に入ってくのは、どうしても二の足を踏んでしまって……でも、そんな俺を、いつもあいつが引っ張ってくれたから、そのうち、あいつがいなくても話せる友達がだんだんできて……そうやって、俺は社会に溶とけ込むことができるようになったんです」

　同じクラスには、医者を目指している人間なんていなかったから、最初は好奇の目で見られることもあった。でもそれは、嫌な視線ではなかった。

「なに、皇、おまえ医者になんの？　へー、あの病院の跡取りかあ。すげえなあ」

「よっしゃ、俺、大人になって病気になったらおまえに診みてもらおっと」

　巽と仲のよかったクラスメイトたちがそう言い、成績優秀な皇のもとには、テスト前になると人だかりができた。

「お～ね～が～い、皇、勉強教えてくれえ～！」

「……わからないことがあるなら、教師に聞けばいいだろう」

　戸と惑まどいながらもそう答えると、他のクラスメイトがあっさりと答える。

「だぁ～って、おまえのほうが教え方うまいんだもん」

「おまえってさ、わかりやすいように要点かいつまんで説明してくれるから、俺、好き」

「俺も！」

　勉強ができてしっかりしている皇はそのうち、クラス委員などに駆り出されるようになり、文化祭でもクラスをまとめ上げた。前日、準備のために学校に泊とまり込んだのも、なつかしく、楽しい思い出だ。

「おかげで今は、あいつの他にも、地元の友達は何人もいます。年に一回か二回会うか会わないかのヤツもいるけど……子供の頃の友達っていうのは不思議なもので、しょっちゅう会わなくても平気なものなんです。半年後に会っても、フツーに話ができるんです。長々と話してすみません……つまり、その……俺が言いたいのは――」

　皇はここで口をつぐんでしまった。深く息をつく。自分でもなにを言っているのか、わからなくなってきたのだ。

　が――。

「――わかったわよ」

　ドアの向こうから雪葉が答えた。

「わたしだって、馬鹿じゃないわ。十夜がわたしのために悩んだことも考えたことも、全部納得したわよ。でも、だからって、無理やり嫌われようとしたり、離れようとしたりしなくてもいいじゃない……サイテーよ」

　雪葉の声に、本来の気の強さが戻ってきている。

「お嬢様……」

　そうだ、なにもかもを我慢しているよりは、こうやって思っていることを口にして、態度に出したほうがずっといい。そのほうが、雪葉に似合っている。

「お嬢様はもう、ひとりで立派にやっていけますよ……ね？」

「そう言われちゃったら、やるしかないじゃない。せっかく、小学校時代のわたしのことを誰ひとり知らない中学に入ったんだから、友達のひとりやふたり、作ってみせるわよ。それから、おじい様にもお父様にもお母様にも、言いたいことを言うわ。もう、我慢しないでがんばってみるわ」

　つん、とあごを反らしている雪葉の姿が目に見えるような気がして、皇は微笑ほほえむ。もう、雪葉は大丈夫だ。葛城家をクビになってから、ずっとそれだけが心配だった。

「ひとつだけ、いい？　……わたし、十夜のこと、本当に好きだったのよ……依存とかじゃ、なくて」

　か細い声で告げられる、甘い言葉。

　これだけは、応こたえるわけにはいかない。

　自分は――執事なのだから。

「ありがとうございます……今は、そのお気持ちだけ、ありがたく受け取っておきま……っ！」

　言い終わらないうちに、ドアが勢いよく開け放たれ、皇の額に激突する。

　驚いて額に手をあてた皇を凄すさまじい形ぎよう相そうで睨みつけた雪葉が仁に王おう立だちのまま、顔を真っ赤にして怒ど鳴なった。

「他人行ぎよう儀ぎな言い方はやめてよ！　子供扱い……ううん、お嬢様扱いしないで！　サイテーよ、こっちがプライドもなにもかもかなぐり捨ててるのに！　やさしいのって、こういう場合はただ相手を困らせるだけなの！　そういう中途半端な物言いが一番傷つくの！」

　大きな瞳から、ぽろぽろと涙が転がり落ちる。

　でも、雪葉は皇から目を逸らさない。止まらぬ涙に、皇がひるんだように息を飲んだ。

「……すみま、せん」

「馬鹿！　あやまらないでよっ。サイテーね、ホントに！　女の子の気持ちなんて全然わかってないんだから！　いっそのこと手て酷ひどくきっぱりふってくれたほうが、よっぽどすっきりするわ！」

　雪葉が唇を嚙む。

　困こん惑わくして手を伸ばしかけ、皇がハッとしたようにまた引っ込める。

「ああもう、そうなんですよ、お嬢様っ。そいつは野や暮ぼで、うじうじした大馬鹿野郎なんですよっ！」

　廊下の片隅で、巽が小声で同意する。

「この際だからもっと言ってやってください、お嬢様のセリフが一番効きくでしょうからっ」

（なんだかんだで、巽さんって苦労症かもなあ……）

　拳を握にぎり締めて雪葉の応援をしている巽を横目で見ながら、天河はまた、おかしくなってしまう。

（結局、ふたりは『トオちゃん』と『周ちゃん』、なんだなぁ）

　おそらく皇の家族の次に、巽は皇の人生を見てきたのだろう。

「――十夜」

　ぐすっと鼻を啜すすり上げた雪葉が、少し背伸びをするようにして皇の顔を真下からのぞき込む。

　わたしを、見て。

　目を逸らさないで。

「……わたしのこと、妹みたいに――っていうのは置いといて、かわいいと思ってたんでしょ……？　だったら、他に言い方があるでしょう？　わたしは、それが聞きたいの。それが、わたしのほしい答えなの」

「でも、それは……」

「あるの？　ないの？　どっち？」

　雪葉は真剣だ。

　真剣だから、建て前なんていらない。ごまかすなんて許さない。知りたいのは、好きか、嫌いかってことだけ。

（女って、怖こえぇー……）

（トオちゃん、ありゃ絶対、尻しりに敷かれるタイプだな……）

　もう、完全に雪葉のペースだ。

　皇はしばらく、言葉を探してあちこちに視線をさまよわせていたが、ようやく観念したように肩を大きく上下させてから、眼鏡めがねを外して目め頭がしらを軽く揉もんだ。

「あれ、なにを言おうか、必死になって考えてるときの癖くせだ。ああやって時間稼かせぎしてるんだ。せこいヤツだよな」

「がんばれ、皇さん……！」

「ここでヘタなこと口にしたらおまえ、一生サイテー男だぞ～っ」

　小声でエールを送り、天河までもがごくりと唾つばを飲む中、皇はゆっくり眼鏡をかけ直した。

（決めろよ、トオちゃん……！）

　そんな巽の応援が効いたのかどうか。

「雪葉」

　少し背を屈かがめて、まだまだ小さな、華奢な雪葉としっかり視線を絡からませる。

　もう、逃げない。

　雪葉が、びくりと身体をすくませるのがわかった。指を伸ばし、やわらかな髪に触ふれ――そのまま、すっと梳すき下ろし、一度、そっと頰に触れた。かわいらしい小鳥を慈いつくしむような、限りない愛おしさを秘ひめた手つきで。












「……君が将来、大学を卒業して立派なレディになったとき――そのとき、まだ俺に会いたいと思っていたら……俺に、会いに来てほしい」

　ごまかしのない、本気の声。

　けれど、天河は気が抜けてしまった。

（それって、ざっと十年先の話じゃん……！）

　巽も耐えきれないといった様子で、うが～っと唸うなる。

（ここまで追い詰められてもそれかよ、あのヘタレ野郎……っ。今、おまえ、本当はキスしようとしただろ？　だったら、しちまえってんだっ）

　外野ふたりが拍子抜けしていることなど知らず、皇はただ雪葉を見つめていた。

　やがて――。

　固まっていた雪葉の瞳が大きく開かれ、そして次第に呆あきれ返ったような、それでいてうれしいような、不思議な色を浮かべた。

「……気の長い話ね」

　はあっとこれ見よがしにため息をついたあと、雪葉が微笑んだ――にっこりと、蕾つぼみが花開く瞬間のように、印象的に。

「いいわ、覚かく悟ごしておきなさい――十年後、十夜に奥さんや子供がいても、わたしが奪い取ってやるわよ？」

　涙のにじんだ目で、しっかりと皇を見上げる。

　雪葉の表情は艶つやめいて、どこかいたずらっぽくて。

　大人の女の表か情おを、していた。
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　ぱちぱちぱち、と軽快な音が聞こえる。

　田た中なかのそろばんの音だ。天てん河がの机つくえにプリントやら資料をどっさり広げて、なにやら計算真っ最中だ。電卓もあることにはあるのだが、田中はそろばん愛好家らしい。

　昼休み、人気のない教室で、天河はひたすらぼーっとしていた。ここ数日はいろいろ忙しくて、さすがにちょっと疲れた。教室の後ろでは、霧きり島しまがいつものように、英字新聞や株などの専門新聞を数紙同時に読んでいた。

　雪ゆき葉はをいきなり泊とめてくれたことといい、やっぱり、霧島のことはよくわからない。

（霧島って、大人おとなより大人かも……ってか、あれはもう老成の域に達して……はいないよな、さすがに。でも、どーやったらあんなふうに落ち着き払っていろいろできるんだろうな）

「天河、起きてるかぁ？」

　プリントとにらめっこをしている田中を、天河がのぞき込む。

「うん……ところで田中、なにやってんの？」

「うわっ、信じられねえっ。おまえ、俺が学園祭実行委員だって知らなかったの？　もう学園祭間近なんだぞ？　雑用多すぎて大変だってのに」

「学園祭？　あれ、もうそんな時期か……」

　のほほんとした天河に、田中ががっくりと肩かたを落とす。

「おいおい、しっかりしてくれよ。おまえ、自分が高校生だって忘れてないだろうな？」

「一応、覚えてるよ」

「かーっ、もう手伝え、おまえ！　こっちの見積書の計算、見直して。それから予算がこっちで、ええとそれから」

　あっという間に手伝いを押し付けられ、天河は素す直なおに電卓を手に取った。今までだったら、相手が田中だろうと絶対に手伝うなんてことはしなかっただろう。

「こっちのプリントでいいのか？」

「そう、悪いけど頼む。マジで助かるよ」

　人のいい田中はクラスをまとめるのがうまい分、仕事も多いらしい。新聞からわずかに顔を上げた霧島に向かって、調子に乗った田中が叫ぶ。

「おーい、霧島も手伝ってくんない？」

（き、霧島に手伝わせようとするか田中……っ。そこまで追い詰められてんのか!?）

　天河は、あわててプリントから顔を上げた。

「あっ、あのさ、霧島は忙しいだろうし、オレががんばって手伝うから！　な!?」

　そんな天河に、田中が怪け訝げんそうに首をひねった。天河と霧島を交互に見比べる。

「なにおまえら、もしかして、ま～だ夏休みのケンカ引きずったままなの？　面倒くせえヤツらだなあ、男ならウジウジしてないでさっさと仲直りしろっての」

　仕方ねえなあ、というようにふーっとため息をついて、田中は仕事に戻る。

（あー……そんなこともあったよなぁ）

　誕生日のあの日――天河は霧島を殴なぐったのだ。そんなに前のことではないのに、随ずい分ぶん昔の出来事のような気がする。

　あのあと、霧島とはいろいろあった。先日も、また頼ってしまったし。

（そういえば、あいつ、オレのこと友達だって、ホントに思ってんのかな……？）

　夏休みからのいろいろな出来事をつらつら思い返していると、ふと、霧島と目が合った。

　霧島はフッと不敵に笑むと、新聞に目を落とす。

（くーっ、なんかムカつくヤツだよな、やっぱ）

　この数ヶ月でふたりの関係性は大きく変わった。でも、周りはそのことを知らない。敢あえて言うつもりもないし、学校で必要以上に霧島と仲良くするつもりもない。

　でも、霧島との、この微び妙みようなバランスは決して悪くない。

　それは、天河が前の自分より今の自分のほうが好きだと感じているからなのかもしれない。

　　　　　[image: ]

「ただいま～、って、この靴くつは……」

　バトシスの玄関に並んでいる靴に、帰宅した天河の目が留とまる。シンプルな皇すめらぎの靴の隣にあるのは、ごちゃごちゃとベルトやクロスやチェーンのついた、とっても装そう飾しよく過か多たな黒のブーツだ。こんな靴を履はく人間は、バトシスではひとりしか思いつかない。

（ヴィクトールが来てんのか？　仕事かな？）

　ロレンスの紅茶の、ふんわりとした香りが漂ただようリビングをのぞくと、予想通りゴシック系王子と皇がテーブルにいた。この組み合わせは、ちょっとレアな気がする。

「あ、おかえり、テンガ」

「なにやってんの？」

「――っておまえ、その前に、先せん輩ぱいにちゃんと挨あい拶さつできないのか？　いつまで経たっても礼れい儀ぎってもんを覚えないヤツだな」

　ヴィクトールの口の悪さは今日も健在のようだが、もっともなことなので天河はぺこりと頭を下げた。

「こ、こんにちは、皇さん、ヴィクトール…………さん」

　なんとなく、ヴィクトールに「さん」付けするのには抵抗を感じる。

（あの童顔がいけないんだ、きっと！　いや、それより聞けば絶対に腹が立つ、あの口の悪さか!?　いや、それとも服装が派は手でだからか!?）

　背筋がむずがゆくてぞわぞわする感覚を懸けん命めいに押し殺していると、ロレンスがにこにこと言う。

「トオヤの今後を、ヴィクトールが占うらなうんだって。ねえ、僕たちも見ていていい？」

「ああ、別に構かまわない。ヴィクトールがよければ。それに廊ろう下かで聞き耳立てられるより、ここに堂々といてもらったほうがいい」

　皇がちらりと天河を見る。

「ええっ、知ってたんですか？」

「知ってたもなにも桜さくら井いさんがバトシスに来たときも、そう言って、君も同席したはずだが」

「あ、ああー、そ、そうでしたね、ははは」

　天河は内心の焦あせりを隠して、にっこり笑った。てっきり、皇と雪葉の会話を盗ぬすみ聞きしていたことを知られたのかと思ったのだ。

「じゃあ、始めるか。こういう場合はタロットが一番いい」

　ヴィクトールがタロットカードをあざやかな手つきで切り始める。裏面にも綺き麗れいで不ふ可か思し議ぎな紋もん様ようの描かれたカードは、相当に使い込まれているようだ。瞬またたく間にテーブルに数枚のカードが裏返しのまま置かれていく。並べる方向もバラバラで、天河にはなにがなんだか全然わからなかったが、ヴィクトールにはきちんとした意味があるらしい。

　指輪をはめた指先が、カードをすっとめくる。

「これは過去を表すカード。ふうん、ラヴァースの逆か」

「どういう意味なの？　逆向きとかあるんだ？」

　興味津しん々しんのロレンスが訊たずねると、ヴィクトールがこともなげに答える。

「ああ。カードの向きによって意味が全然違う。これは神しん経けい質しつ、退職、そして言葉のトラブルという意味が多い」

（うわあ、めちゃくちゃ当たってる～！）

　と天河はびっくりしたが、皇は表情ひとつ変えず、黙だまって聞いているだけだ。その鉄てつ面めん皮ぴぶりもある意味すごい。

「次は現在。このカードだ。死しに神がみの逆向き……マイペースとか、元に戻るとか、ゆっくりとした復活……あとは、よりを戻す。そんなところだな」

　あまりにズバズバと的を射た発言をするヴィクトールに、天河は内心ムンクの叫び状態だった。

（カード怖こえぇ～！　ヴィクトールも怖ぇ～！）

「そしてこれが、未来を示すカードだ」

　数枚のカードをめくり終え、最後の一枚を裏返そうとしたその手を、静かな声が止めた。

「やっぱりいい」

「皇さん？　あーっ、カードがぁ！」

　ふいに伸ばされた手が、余っていたカードやめくられていたカードをわしゃわしゃっとかき混ぜてしまったので、どれが最後の一枚だったのか、もうわからなくなってしまった。

「なにすんだっ、せっかく俺様が占ってやってんのに！」

「やっぱり、こんな非科学的なものに頼るのはやめる。しばらくはうちの病院を手伝いながら、短期派は遣けんの仕事をこなしていくことにする」

「はあ!?　占ってくれって言っておいてそれか!?　なんだその勝手な自己完結！　いーや、それより、非科学的なものっていうのは聞き捨てならない！」

「ヴィクトール、落ち着いて～。いいじゃん、トオヤがそう決めたんなら、それで。ね？」

　皇に摑つかみかかりそうな勢いのヴィクトールをロレンスがなだめ、天河も「なんか皇さんらしいなー」と皇の顔をじっと見つめていると、巽たつみがひょこっと現れた。バトシスの制服ではなく私服姿だ。

「おまえら、なに騒さわいでるんだ？」

「あーっ、巽、いいところに！　俺様の話を聞け、すごい侮ぶ辱じよくだ屈くつ辱じよくだ許せねえ～っ！　離しやがれ、ロレンス！」

　ぎゃあぎゃあとヴィクトールが喚わめいて事情を説明し、巽が呆あきれたように眉み間けんに皺しわを寄せた。

「おまえ、サイテー……十三歳の女の子にもさんざん言われたろ？　なのにまだわかってないんだな。少しは反省しろっての」

「……なんで知ってる？」

　雪葉にサイテーだと罵ののしられたのは、皇だけしか知らない事実のはずだ。

　小さく鋭するどい声で訊ねられ、天河と巽がびくーっと背筋を伸ばした。

「……聞いてたのか？」

「あ、えっと、あの、俺だけじゃないぞ、天河も一緒だぞ、な？　な？」

　ひとりだけ怒おこられたくない巽が、天河の腕うでを摑んで皇へと差し出した。

「え、ちょっと巽さん、それ卑ひ怯きようです！　人ひと身み御ご供くうにしないでくださいよ～！　あれ、巽さんが引っ張っていったんじゃないですか～！」

　心配だったからついつい最初から最後まで立ち聞きしてしまったのは、できれば内緒にしておきたかったのだけれど。

「さっき、変にびくついていたのは、それか」

「す、すみません……」

　皇が深くため息をついて、眼鏡めがねを、くい、と押し上げる。

「天河君、君には『聞き耳王子』という称号をあげよう」

「そんな不名誉なあだ名、いらないです……」

「とにかく、それは置いといて！」

　天河を盾たてにしたまま、巽が声を張り上げる。

「おまえは、本当に言葉が足りないヤツだな。占ってもらっておいて申し訳ないけれど、その好意はありがとうございますだけど、結果が出る前に自分の気持ちが固まったから占いはもういいですって、その程度のことがなんで言えないんだ？」

　話の矛ほこ先さきを皇に戻すと、当の本人は眼鏡のブリッジを指先で軽く押し上げ、ひとつ息をついた。

「俺は、おまえがどうしてそんなにベラベラと口が回るのかがわからない……それと、なんでわかった？」

「幼おさななじみなめんな。おまえ、口くち下べ手ただって言ってるけど、本当はボキャ足りないだけだ。無口ぶってカッコつけんな」

「別に、カッコつけてるわけでは……」

「おまえはそうでも、周りにはそう見えるんだっ」

「覚えのないことで、責められるのは心外だ」

「だーっ、なんだその無自覚ぶりは！　おまえのせいで俺が何回、女にふられたと思ってんだ」

「それも身に覚えのないことだが」

「ぬおおおおお――っ、こんなヤツの尻しり拭ぬぐいなんかするんじゃなかったーっ」

「――なんだ、こいつら。新あら手ての漫まん才ざいか？」

　怒いかりがおさまったらしいヴィクトールがきょとんとし、天河が笑いながら答えた。












「巽さんはある意味、皇さんのお兄さん的存在なんですよ」

「う～ん、幼なじみっていいよね～」

　ロレンスがにこにこ笑って、「みんなでお茶にしよっか」と、新しい茶を淹いれるために、キッチンへ向かった。

　お茶のひとことでとりあえず席に着いた巽に、皇が質問する。

「で、おまえ、今日はなぜバトシスに？」

「昨日きのうで葛かつら城ぎ家との契約が終わったから、業務報告書を提出しに来たんだ」

「クビになったのか？」

「ちがーう！　お嬢様専属の執しつ事じは特に必要なくなったからだ！　もう執事なんていらな……いや、いなくても大だい丈じよう夫ぶだってさ」

　雪葉がそう言ったのだろう。皇の表情が、フッと和なごんだ。

　皇の言葉が天河の頭の中でよみがえる。

（執事は、その家の人間に深く関かかわることになる……その人の人生にも、大きく関わることになるんだな……）

　思えば、自分も随分とチエホフに甘えてきてしまった。

　家族以上に、いつも天河のそばにいてくれたのがチエホフだ。

　人の人生に密みつに関わるのは、楽なことではないし、傷つくことも苦しむこともあるだろう。

　雇やとい主ぬしとの相性もあるのだろうが――。

（距離の取り方なのかな……？）

　駆かけ出しの天河には、まだよくわからないけれど。

（オレも、チエホフみたいに、いつか誰だれかの支ささえになれるような日が来るのかな……）

　ついついしんみりしてしまう天河だったが、目の前の幼なじみ漫才はまだ続いていた。

「だいたいトオちゃんはなー、小学校ンときの大おお掃除そうじンときもさー」

「それは周ちゃんが」

「なんだとっ」

　ヴィクトールは「勝手にやってろ」とばかりに、呆れた顔でカードを切っている。手て品じなのようにあざやかな手つきに天河が思わず魅み入いっていると、

「なんだ、占ってほしいのか？」

　ヴィクトールがおもしろそうにニヤッと笑った。

「い、いや、別に」

「なんだよ、今ならタダでやってやってもいいのに」

「タダでも結構です。あんたにオレの将来なんか見てほしくない」

「ハンッ、ビビってんのか？」

「ンなワケないだろっ」

「ほらほら、みんな落ち着いて。美お味いしいミントティーだよ～っ」

　戻ってきたロレンスがにこにこと、それぞれの前にカップを置く。

　さわやかに広がるハーブの香り。

　バトシスは、今日もにぎやかだ。
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　みなさま、こんにちは。藤ふじ咲さきあゆなです。

　第３巻「お嬢様のお気の向くまま」は楽しんでいただけましたでしょうか？

　今回は１巻目でもちょこっと出てきた皇すめらぎと、その幼おさななじみでライバル（？）の巽たつみを中心とした物語をお届けしました～。あ、あくまでも主人公は天てん河がですけど（今回初めて、殴なぐり合いのケンカがなかったです……丸くなったなあ）。

　そして、今回はシリーズ初の恋愛モノです！　（おおっ、やっと少女小説らしくなったぞ～）。　お嬢様と執事の[image: ]関係って、定番といえば定番ですが――なんでしょうね、ある意味、禁断

の恋というか。越えてはならない一線があるというのは、萌え……いや、燃えますね。

　しかし、皇って……もっと大人だと思ってたのに。書いているうちに、なんだかおかしな方向に。途中からは、巽の気持ちで書いてました。「おまえさー、いい加減にしろよ」みたいな（笑）。

　このふたりの学生時代だけで何冊も書けそうなぐらい、頭の中に、わーっと世界が広がってしまって。このコンビは機会があれば、また書きたいです～。

　さてさて、話は戻って、主人公の天河。こっちもまた霧きり島しまに甘え……いえ、迷惑かけてしまいました。霧島はびっくりするほど大人で。こいつが弟だったら、私はきっと憎にくたらしくて毎日どつきまわしてると思います（でも、超ド級の嫌味を言われて、あっけなく撃沈するんだろうな……ううう）。

　反対に、天河はかわいいです。皇が言ったように「心のスポンジが柔軟」だと思うので、育てがいがあるというか。でも、まだまだ子供なので、見習いから一人前になる日は随分遠そうですが――。




　では、この辺で「レンタル執事」メディア展開情報を。

　１巻目でもお知らせしましたが、８月26日には、ドラマＣＤ第１巻が発売されます！　主人公の天上天河（ｃｖ　下しも野の紘ひろさん）を始め、豪華なキャストです～。特に執事たちが貴女に語りかける「朝の挨拶」は必聴！　（正直、赤面もので……思わず一時停止を押しました）。

　ｗｅｂラジオ「天河の猫の手も借りたいっ―バトラジ―」で先行無料配信した第１話から第３話までもばっちり収録されています。バトシスのホームページ立ち上げにまつわる騒動や、新年会での執事たちの壊れっぷり、バレンタインでは天河とチエホフのほのぼのした過去……などなど、涙アリ（３パーセントぐらい）笑いアリ（97パーセントぐらい）の一枚です。凪なぎかすみ先生描き下ろしのＣＤジャケットは超華麗で美麗[image: ]　ぜひ、お手元に～。




　そして、そして。この秋からは、いよいよコミック版もスタートします。10月15日発売予定の「コミックビーズログ」新装刊号から連載開始！　今回、巻末にもプレビューが載っていますが、藤ふじ成なりゆうき先生が漫画を描いてくださいます！

　バトシスのメンバーに加え、モッチーもコミック版限定キャラ・スギタクも大活躍（!?）。第１回目は60ページの大ボリュームの怪奇ミステリー（！）孤島のリゾートホテルで繰り広げられる連続殺人事件――。白しら菊ぎく様の呪いとは？　犯人はバトシスの中にいる!?　天河はこの謎を解けるのか？　こちらもぜひ、楽しんでいただけるとうれしいです♪

　それでは最後に。ここまで読んでくださったあなたに最大級の感謝を。

　天河たちが少しでも幸せな時間をご提供できたことを願って――。







　　　２００９年　８月


藤咲あゆな









【レンタル執事　特設サイト】

　http://www.fwinc.co.jp/rental-shitsuji/
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７月14日、東京生まれ。バトシスの誰かにエスコートしてもらうなら、早見かな。いろいろ蘊蓄語ってくれて、ガイドブックいらずだし。あ、これじゃ、デートじゃなくて、取材か（笑）。

主な小説シリーズ作品に「魔天使マテリアル」（カラフル文庫）、「黒薔薇姫」（ポケット文庫）、「七香＊あろまちっく！」（青い鳥文庫）などがある。ＴＶアニメ「ヴァンパイヤ騎士」「スキップ・ビート！」など脚本家としても活躍中。
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７月27日生まれ・獅子座・ＡＢ型

是非早見さんと一緒に神社仏閣巡りをしてみたい…！

日常生活でのうんちくには引かれ気味な早見さんですが、一緒に歴史的名所などを巡るにはこれ以上ない相手だと思うのです。

でもこれだと、エスコートしてもらうというよりは修学旅行みたいになりそうですね（笑）
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